
ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。

また、お読みになった後は、複写機本体の使用説明

書といっしょに大切に保管してください。
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FAX System (J) をご購入いただきまして

誠にありがとうございます。

この使用説明書は、ファクスを良好な状態でご使用いただくために、正しい操作方法・日常の手入れおよび簡単なト

ラブルの処置などができるようにまとめたものです。

ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。また、お読みになった後は、複写機本体の使用説明書といっしょ

に大切に保管してください。

本製品使用時の汚れなどによって本使用説明書の注意・警告事項が判読できない場合や、本使用説明書を紛失した場

合には、弊社製品取り扱い店等へご連絡の上、新しい使用説明書を入手してください。（有償）

〈お願い〉

使用説明書の内容は、機械性能改善のために、予告なく変更する場合がありますので御了承ください。

この使用説明書及び本製品への表示では、本製品を正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や

財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよう

になっています。

危険 : この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が差し

迫って生じることが想定される内容を示しています。 

警告 : この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容を示しています。 

注意 : この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容

および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示

△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体

的な注意内容が描かれています。

「注意一般」 「感電注意」 「高温注意」

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止内容が描かれて

います。

「禁止一般」 「分解禁止」

●記号は行為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容が描

かれています。

「強制一般」 「電源プラグをコンセントから抜け」

「必ずアース線を接続せよ」







本書の構成

本書は、機械本体にオプションの FAX System (J) を装着した場合に使用可能となるファクス機能についての説明です。

本書では、初めてファクスを使う方から、機械の操作に手慣れた方までが、戸惑いなくお使いになれるように、いく

つかの章に分けて説明しています。

以下に各章の内容を記しますので、本書をご利用になる際の参考にしてください。

重要です！
まず初めに

お読みください

本ファクスシステムをご購入後、必ず知っておいていただきたいことにつ

いて説明しています。ファクスを取り扱う際の注意事項など、安全にお使

いいただくために必ずお守りいただきたい事項を記載しています。

コピー編の安全上の注意事項と合わせて、必ずお読みください。

1 章
名称・準備・特徴

各部の名称やはたらき、そして実際にお使いになる前の設定・準備事項に

ついて説明しています。

また、本機の特徴についても説明していますのでご一緒にお読みください。

2 章
基本編

「原稿を送る」、「原稿を受ける」といったような一般的なファクスの使い

方について説明しています。基本的な機能はこの章を読んでいただければ

ご使用いただけます。

3 章
活用編

ファクスの使い方に少し慣れたら、この活用編の機能にチャレンジしてみ

ましょう。送る時刻を指定したり、同じ原稿を複数の相手先に連続して

送ったり、両面原稿をそのまま送信したり、今までよりもっと効率的に

ファクスを使うことができるようになります。

4 章
こんなときには

ご使用中にトラブルが発生したときは、まずこの章をお読みください。エ

ラーメッセージに対する処置方法や、各機能を設定する際の確認事項が記

載されています。処置方法や確認事項をよくお読みになり、正しい処置を

行ってください。

5 章
応用編

本機を使いこなせる自信のある方は、この応用編の機能にチャレンジして

みましょう。送信先や受信先を制限したり、極秘文書を誰にも見られるこ

となく受け取ったり、といった高度なファクス通信を行うことができま

す。

また、本機には他社機と互換性のある Ｆ コード通信機能や、ファクスの

通信状況を把握するのに便利な部門管理機能も搭載されています。
i



6 章
通信情報の管理

最近行われた送受信の状況をメッセージ表示で確認する方法を説明してい

ます。

また、通信結果や機械の設定・登録状況を把握するための管理レポート類

の出力方法についても説明しています。

7 章
各種設定と登録

エラー時に発生するブザー音の音量を調整するなど、機械や機能に関する

各種の設定や登録について説明しています。

本機のご使用状況に応じて、設定・登録を行ってください。

8 章
オプション

オプションのハンドセットの使い方やオプション機器を装着した場合に使

える機能について説明しています。

オプションメモリを増設するとよりきれいな送信・受信が可能となるウル

トラファインモードが使えるようになります。

9 章
Network FAX 設定
（オプション）

機械本体にプリンタ／スキャナキット（オプション）を装着し、Network 
FAX 機能を使用する方法として、セットアップ方法および本体の設定方法

について説明しています。付属の CD-ROM に納められている使用説明書

の機能編（オンラインマニュアル）も合わせてお読みください。

10 章
ご参考

この章には、本ファクスシステムの仕様を記載しています。

また、付録としてメニュー構成一覧、エラーコード一覧表を記載していま

す。ご使用になられる際の参考資料としてご活用ください。

本書の構成
ii
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重要です！　まず初めにお読みください

本書は、ファクス機能についての説明書です。

ご使用前には必ず本体のコピー編の使用説明書と合わ

せてお読みいただき、またお読みになった後は機械の

近くに大切に保管してください。

ご使用にあたって、右記の内容についてはコピー編の

使用説明書をお読みください。

機械を設置する時のご注意

■ 設置環境について
本製品は、外光が頭上もしくは頭上の後方から入射す

るような場所への設置は避けてください。光の関係で

原稿サイズを誤検知する場合があります。設置場所を

変更できないときは、弊社代理店またはお買い上げ店

にご相談ください。

■ 設置電源・アースについて
複写機や空調機器と同じ系統の電源は避けてくださ

い。

取り扱い上のご注意

注意
原稿送り装置を開いた状態のままで、放置

しないでください。けがの原因となること

があります。

その他の注意事項

送 / 受信中やコピー中には次のことをしないでくださ

い。

•本体を開ける。

•メインスイッチを切る。

•電源プラグを抜く。

本製品は日本国内でのみ使用が可能です。海外では安

全規格や回線が異なり使用できません（国際電話回線

により国内から海外への交信は可能です）。

電話回線や通信事情の悪い地域ではご使用になれない

場合があります。

キャッチホンサービスをご利用されている場合、ファ

クス送／受信中に電話がかかってくると、割り込み信

号が入るため、送／受信がうまく行えないことがあり

ます。

機械がいかなる状態のときであっても、機械内部の

モーターの駆動音が聞こえるときは、前カバーや左カ

バーを開けたり、電源を切ったりしないでください。

注意ラベルについて

機械を設置する時のご注意

取り扱い上のご注意

用紙の補給

トナーコンテナと廃棄トナーボックスの交換

紙詰まりが発生したら

トラブルが発生した場合

機械の清掃のしかた
ix



1 章 ファクスの操作方法

（名称・準備・特徴）
本体各部の名称とはたらき

本機をファクスとして利用する場合に使用する部位について説明しています。

その他の部位についての説明は、コピー編の使用説明書を参照してください。

●原稿送り装置

片面原稿と両面原稿の両方で使用できる両面原稿送り装置です。

機械各部の名称

(1) 操作パネル ファクスの操作はここで行います。

(2)  手差し 手差しにも用紙をセットすることができます。手差しを使用するときは P7-11、「手差

しから受信用紙を送る（手差し給紙設定）」を “ON” にしてください。手差しの取り扱

いについては、コピー編の使用説明書をご参照ください。

(3)  LINE 接続コネクタ 
(L)

電話回線用のモジュラーコードを接続してください。このコネクタがポート 1 になります。

注意：マルチポート（オプション）を増設して 1 回線しか使用しないときは、このポート 1
を使用してください。ポート 1 を使用しないとオプションのハンドセットや市販の

電話機を接続しているとき、使用できません。

(4)  LINE 接続コネクタ 
(L2)

マルチポート（オプション）を装着するとポート 2 が使用できます。電話回線用のモジュ

ラーコードを接続してください。

（2）

（4）

（3）

（5）

（10）

（6）

（7）

（8）

（12）
（1）

（9）

（11）

（13）

（14）

(5)  TEL 接続コネクタ (T1) オプションのハンドセットや市販の電話機を併用する場合は、ここに接続してください。

(6)  TEL 接続コネクタ (T2) オプションのハンドセットや市販の電話機を併用する場合は、ここに接続してください。

(7) メインスイッチ ファクスやコピーの操作を行うときは、このスイッチを ON( | ) にしてください。タッ

チパネルが点灯し、機械の操作が可能になります。

(8) 原稿テーブル ここにシート原稿を重ねてセットしてください。A4 サイズ以下は 100 枚まで、A3 お

よび B4 は 70 枚までセットできます。

(9) 原稿挿入ガイド 原稿幅に合わせて調節してください。

(10) 原稿送り装置原稿反転カバー 原稿送り装置部で原稿が詰まったときに開いてください。

(11) 原稿排出カバー 読み込みが終わった原稿はここに排出されます。

(12)排出ガイド および A3 および B4 の原稿をセットするときはこのガイドを開いてください。

(13)原稿送り装置開閉取手 原稿送り装置を開閉するときは、この取手を持ってください。

(14)原稿セット表示 原稿送り装置の原稿の状態を表示します。原稿が正しくセットされると緑色に点灯します。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
操作パネルの名称とはたらき

本機をファクスとして利用する場合に使用するキーや表示について説明しています。

コピーをとる際に使用するキーについての説明は、コピー編の使用説明書を参照してください。

(1) タッチパネル 操作の手順や不具合などを表示します。また操作で使用するキーが表示され、本使用

説明書では “ ○○ ” キーと表示しています。

注意！：パネル上を先のとがったものやペンなどで突いたりしないでください。

(2) テンキー 相手先のファクス番号を入力するときなどに使用します。

※ダイヤル回線利用時でも＊キーを押すと、それ以降の番号をトーン信号で送出させ

ることができます。

(3) スタートキー

ファクスの通信を開始するときに押してください。

(4) ファクスキー／表示
コピーモードからファクスモードに切り替えるときに押してください。ファクスモー

ドのときはファクス表示が点灯します。

(5) ファクスデータ表示
送信中または受信中は点滅します。送信原稿または受信原稿などがメモリに蓄積され

ると点灯します。

(6) リセットキー
操作を途中で中止するときに押してください。機械はファクスの初期モードに戻りま

す。

(7) ストップ / クリアキー
現在行われている動作を中止するときに押してください。また、ダイヤル登録時など

に入力した番号を消去するときや名称登録時などに入力した名称を消去するときに押

してください。

(8) 出力管理キー／表示

コピー中にファクスを優先して出力するときに押してください。（P1-16 参照）

(9) 初期設定キー

ファクスに関する初期設定を選択、変更するときに押してください。

(10) 割り込みキー／表示
ファクスの受信中に割り込んでコピーをとりたいときに押してください。割り込み

モードになると、キーランプが点灯します。（P1-16 参照）

（1） （2） （3）（4）（5）

（6）

（8） （9） （10）

（7）
1-2



1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
ファクスの基本画面

コピーモードなどからファクスキーを押して、ファクスモードに切り替えたときのタッチパネル上の画面を「ファク

スの基本画面」と呼びます。基本的なキーのはたらきは以下の通りです。

(1) メッセージ表示部 現在の使用状況や次の操作の案内などを表示し、エラーメッセージも表示します。

(2) 宛先数表示部 ダイヤルするため選択した相手先の数が表示されます。

(3) ワンタッチキー

ワンタッチダイヤル、グループダイヤル（Ｇ）、プログラムダイヤル（Ｐ）、チェーンダ

イヤル（Ｃ）が登録されるとここに表示されます。

(4) “ 宛先帳 ” キー

宛先帳を使用するときに押してください。（P2-25 参照）

(5) “ 短縮 ” キー

短縮ダイヤルで相手先にダイヤルするときに押してください。（P2-24 参照）

(6) “ 送信設定 ” キー
原稿サイズ、原稿の画質、送信濃度、送信時刻など送信条件を設定するときに押してく

ださい。設定画面が表示されます。

(7) “ ▲ ”、“ ▼ ” キー
表示されているワンタッチキー以外のワンタッチキーを表示させるときに押してくださ

い。

(8) “ 宛先確認 ” キー
ワンタッチキーなどを押して複数の相手先を選択した後、一覧で相手先を確認するとき

に押してください。

(9) “ リダイヤル ” キー

最後に送った相手先にもう一度ダイヤルするときに押してください。

(10) “ オンフック ” キー

このキーを押すと、受話器を置いたままでも、上げたときと同じ状態になります。

（1）

（3）

（4） （5） （6） （7）

（9）

（10）

（8）
（2）
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
(11) 送信モード切替キー
メモリ送信を行うときには “ メモリ送信 ” を表示させてください。ダイレクト送信を行う

ときには “ ダイレクト送信 ” を表示させてください。このキーを押すたびに表示が替わり

ます。

(12) 受信モード切替キー
受信モードを選択するときに押してください。“ 自動受信 ”、“ 手動受信 ”、“ 留守番電話接

続 ” の選択画面に替わります。

(13) メモリ表示 原稿が読み取られるとメモリに蓄積されたデータ量を示します。メモリが 100％に近づ

くにつれてデータ量は増加し、100％までくると原稿の読み取りができなくなります。

(14) 電話番号表示部 入力された電話番号がここに表示されます。

(15) “ 基本 ” キー

ファクスの基本画面に戻るときに押してください。

(16) “ 応用 ” キー

ポーリングなど応用機能を使用するときに押してください。

(17) “ 登録 ” キー

各種登録を行うときに押してください。

(18) “ レポート出力 ” キー

各種レポートを出力するときに押してください。

(19)“ 動作状況 ” キー
送信中、受信中あるいは出力中に表示されます。動作の内容を確認するときはこのキー

を押してください。

（11）

（12）

（13）（14）

（15） （16） （17） （18） （19）
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
ファクスシステムを導入後、本機をファクスとして初めてご使用になる場合は、以下に続く「電話回線の種類を設定

する（電話回線種別の設定）」から「日付と時刻を登録する（日時登録）」の操作を、それぞれの操作説明にしたがっ

て行ってください。

※ファクスシステムの設置にお伺いしたサービス担当者がこれらの作業をする場合、導入時にお客様が操作を行う必

要はありません。

電話回線の種類を設定する（電話回線
種別の設定）

電話会社と契約されている電話回線の種別に合わせて

設定を行ってください。この回線種別を誤って選択す

ると、ファクスを送信したり、受信したりすることが

できませんのでご注意ください。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※マルチポート（オプション）を装着して電話回線を 2
回線使用する場合は、それぞれ設定してください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で“回線”が反転していることを確認し

て、“ 設定値変更 ” キーを押してください。

“ プッシュ回線 ” キー、“ ダイヤル回線 10PPS”
キーまたは “ ダイヤル回線 20PPS” キーを押して

ください。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

“ 閉じる ” キーを押してください。
手順 3 に戻ります。

設定を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

準備しましょう

1

2

3

4

5

6
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
発信元記録を設定する（発信元記録設定）

発信元記録とは、相手先の記録紙に印字される、送信

日時、送信ページ数、名前や電話番号などのこちら側

（発信元）の情報のことです。本機では、発信元記録を

受信側で印字させるかどうかを選択することができま

す。また、その印字位置についても、送信ページ画像

の内側、外側のどちらにつけるかを選択できます。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

“▼”キーで“発信元記録”を反転させて、“設定値

変更 ” キーを押してください。

印字させるときは、その位置を、印字させない

ときは “ 印字なし ” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。

手順 3 に戻ります。

設定を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

こちらの情報を登録する（自局情報登録）

自局情報（自局番号 / 自局名称 / 自局 ID）を登録して

おくと、相手機側で出力される記録紙にその情報が印

字されるので、受信側ではどこから送られてきた原稿

なのかを容易に知ることができます。

※登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってく

ださい。

※マルチポート（オプション）を装着して 2 回線使用

する場合は、2 回線分の自局番号が登録できます。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。

“ 登録 ” キーを押してください。登録項目の選択

画面が表示されます。

“ 自局情報 ” キーを押してください。現在の登録

内容が表示されます。

※自局番号を登録するとき：“ ” キーを押して

手順 3 に進んでください。

　自局名称を登録するとき：“ 自局名称 ” キーを

押して手順 5 に進んでください。

　自局 ID を登録するとき：“ 自局 ID” キーを押

して手順 7 に進んでください。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

1

2

3

4

5

6

1

2
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
●自局番号登録

テンキーを使って、登録する自局番号を入力し

てください。

※最大 20 桁まで入力できます。

※ストップ / クリアキーを押すと、入力した番

号はクリアされます。

※入力を修正するときは、“← ”キーまたは “→ ”
キーを押してカーソルを移動させ、“ 削除 ”
キーを押して数字を削除し、入力しなおして

ください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

※ 2 回線使用する場合はもう一方の “ ” キーを

押して、手順 3、4 を行ってください。

●自局名称登録

登録する自局名称を入力してください。ファク

ス送信時やレポート出力時にここで登録された

名称が記録されます。入力のしかたは、P2-10、
「文字を入力する」を参照してください。

※全角で最大 16 文字、半角で最大 32 文字まで

入力できます。

登録する半角自局名称を入力してください。入

力のしかたは、P2-16、「半角自局名称の入力の

しかた」を参照してください。

※半角最大 32 文字まで入力できます。

●自局 ID 登録

テンキーを使って、登録する自局 ID の番号を 4
桁で入力してください。

※ストップ / クリアキーを押すと表示はクリア

され、“0000” に戻ります。

※入力を修正するときは、“ ← ” キーまたは

“ → ” キーを押してカーソルを移動させ、入力

しなおしてください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

設定を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

3

4

5

6

7

8

9
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
日付と時刻を登録する（日時登録）

メッセージ表示に表示される日付、時刻を設定するこ

とができます。ここで設定した時刻をもとに時刻指定

通信が行われますので、必ず正しい日付と時刻を設定

してください。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。

“ 登録 ” キーを押してください。登録項目の選択

画面が表示されます。

“ 日時 ” キーを押してください。現在の登録内容

が表示されます。

日付を年、月、日の順でテンキーを使って入力

してください。

※カーソルを移動させるときは、“ ← ” キーまた

は “ → ” キーを押してください。

“ 時刻 ” キーを押して、時刻をテンキーを使って

入力してください。

※ 24 時間制で入力してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

設定を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

1

2

3

4

5

6
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
ここでは、本機をファクスとして使用する場合の特徴や知っておいていただきたい事柄について説明しています。

コピーモードからファクスモードへの移行

本機は、元々コピー機能を標準装備しており、コピー

モードが初期設定となっています。そのため、こちら

から相手先へファクス原稿を送信するときは、一度

ファクスモードに切り替える必要があります。

受信については、通常は自動受信モードが設定されて

いるので、コピーモードであっても相手先からのファ

クスを受信し、自動的に印字出力が行われます。

コピーモードのときは、通常コピー表示が点灯してい

ます。

ファクスモードへ切り替えるときは、ファクスキーを

押してください。ファクスモードに移行すると、ファ

クス表示が点灯し、タッチパネルもファクスの基本画

面に変わります。

初期モードについて

ファクスキーでファクスモードにしたときやファクス

の送 / 受信動作が正常に終了したときに表示される画面

をファクスの基本画面といい、その状態を初期モード

と呼びます。

メッセージ表示部には “ ファクス送信できます ” が表示

されます。

ファクスモードで操作を始める際には、タッチパネル

の画面がファクスの基本画面になっているかを必ず確

認してください。また、オートクリア機能が働いたと

きも、初期モードに戻ります。

●部門管理モード設定時の画面

ファクスモードであっても、部門管理が設定されてい

る場合には以下のように表示されます。

操作を行うためには、部門コードまたは管理者番号の

入力が必要です。正しいコードを入力し “ 設定 ” キーを

押すと、通常のファクスの初期モード表示に変わりま

す。

補足
部門管理設定が設定されているときに各種番号

登録や設定を行うためには、管理者番号入力画

面において管理者番号を入力する必要がありま

す。部門コードを入力して操作を行おうとして

も、登録や設定のメニューは表示されません。

詳しくは、P5-44、「部門ごとに使用を管理する

（部門管理機能）」およびコピー編の使用説明書

を参照してください。

管理者番号について

本機では、ファクスモードでの使用を部門ごとに管理

したり、暗号通信時のセキュリティを高める目的で、

下記 (1) と (2) の場合には管理者番号の入力が必要とな

ります。

管理者番号は 1 つだけしか登録できませんので、本機の

管理責任者の方が使用されるようおすすめいたします。

※管理者番号は工場出荷時の段階で “3000” (30 枚機 )、
“4000” (40 枚機 )、“5000” (50 枚機 ) に設定されてい

ます。管理者番号を変更するときはコピー編の使用

説明書を参照してください。

(1) 常に入力が必要な場合

・ 部門管理モードを設定するとき

・ 部門コードを登録するとき

・ 暗号鍵を登録するとき

・ 暗号鍵リストを出力するとき

・ SMTP 認証のパスワードを登録するとき

（Network FAX 設定）

本機の特徴について
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
(2) 部門管理モード設定時に入力が必要な場合

・ 通信管理レポート以外のレポート / リスト類を出

力するとき

・ 各種設定や登録を行うとき

補足
登録した管理者番号は何かに書き留めておかれ

ることをおすすめいたします。もしこの番号が

わからなくなってしまうと、各種の設定・登

録・変更・取消などができなくなることもあり

ますのでご注意ください。

リセットキーを押したとき

操作を途中で中止したいときなどは、リセットキーを

押してください。機械はファクスの初期モードに戻り

ます。

※原稿がセットされている状態のときは、一度検知し

た原稿サイズはクリアされません。

※操作の状況によっては、リセットキーを受けつけな

いことがあります。

自動的に設定をリセットする
（オートクリア機能）

送信や用紙の印字出力後、あるいは操作途中に 10 ～

270 秒間キー入力などの操作が行われないと、それまで

に設定していた内容などをクリアし、初期モードに戻

す機能です。

※原稿がセットされている状態のときは、原稿サイズ

はクリアされません。

3 桁の番号で文書を管理する（文書番号）

本機では、3 桁の文書番号を使って送信や受信について

の管理を行います。

文書番号は、通信の予約や実際の送・受信が行われた

ときに、行われた順に付与されます。付与されるタイ

ミングは、通信の形態によって異なります。

文書番号は、操作中のメッセージ表示や通信結果表示、

開始時刻を指定したときに出力されるタイマー予約レ

ポートや通信予約確認レポートでも確認することがで

きます。（P6-1、「通信結果の内容を確認する（通信結

果表示）」、P6-3、「通信予約確認レポートの出力のしか

た」、P7-1、「各種レポートの出力条件を設定する（レ

ポート出力設定）」参照）

自動的に節電モードに移行する
（オートシャットオフ機能）

オートシャットオフ機能は、キー入力や原稿のセット

などの操作あるいは印字出力などが一定時間経過して

も何も行われない場合に、機械内部の定着ヒーターと

ファンを停止状態にする節電機能です。

複写機やファクスは、一般に送受信動作や印字作業中

よりも待機状態が多く、待機時に消費する電力が全体

の大きな割合を占めています。待機中に定着ヒーター

やファンを停止状態にすることにより、不要な電力の

消費を抑えることができ、電気料金の削減を行うこと

ができます。

※オートシャットオフ機能が働くまでの時間（オート

シャットオフタイム［初期値：15分］）は変更する

ことができます。本機を頻繁に使用される場合は

オートシャットオフタイムを長めに、待機時間が多

い場合はオートシャットオフタイムを短めに設定さ

れることをお薦め致します。（コピー編の使用説明書

参照）
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
※オートシャットオフ機能が働くと、メインスイッチ

が自動的に OFF( ○ ) になり、操作パネルの表示など

は全て消灯します。

原稿を送信したり、その他のファクス操作を行うと

きは、メインスイッチを ON( | ) にしてください。

●オートシャットオフが働いているときに原稿を
受信したとき

オートシャットオフが働いている状態でも受信した原

稿は出力されます。

節電状態

↓

原稿受信

↓

ウォームアップ

↓

受信原稿出力

ネットワーク上の PC から送信する
（Network FAX 機能（オプション））

プリンタ／スキャナキットを装着することによって、

Network FAX 機能が使用できます。ネットワーク上の

PC で作成した原稿を外部ファクスへ送信したり、逆に

外部ファクスからネットワーク上の PC に受信すること

ができます。主な機能は以下の通りです。

●送信機能

ネットワーク上に本ファクスと PC がある状態で、PC
のアプリケーションで作成した原稿を本機に装着した

プリンタ／スキャナキットで画像を転送し、外部ファ

クス等に送信します。

●受信機能

外部ファクスなどから送られた原稿を本ファクスで受

信し、プリンタ／スキャナキットを介してネットワー

ク上のサーバー PC（付属の Scanner File Utility がイン

ストールされている PC）の指定されたフォルダーに保

存します。このとき原稿は PDF ファイルか TIFF ファ

イルで保存できます。

●アドレス帳機能

送信する際、あらかじめ相手先のファクス番号を登録

しておくことができます。また、その登録した相手先

を最大 80 件までグループ化することができます。これ

により、順次同報送信が簡単に行うことができます。

さらに他のアプリケーションで作成された CSV 形式の

アドレス帳であれば本アドレス帳にインポートするこ

とができます。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
2 つのジョブを同時に処理する
（デュアルアクセス機能）

2 つの処理を同時並行で行う機能です。例えば、通信中

であっても次に原稿を送信するための操作を行うこと

ができます。また、コピー中にファクスの受信を行う

こともできます。受信した原稿はコピーが終わった後

で自動的にプリントされます。

本機では、デュアルアクセス機能が働くため、メッ

セージ表示部に “ ファクス送信できます ” が表示されて

いれば、送信のための操作を行うことができます。こ

の機能に関して、特に設定などの必要はありません。

＞通信中の動作を確認するには

画面右下に表示される“動作状況”キーを押してく

ださい。文書番号や送信先が表示されます。

※このとき “ 通信中止 ” キーを押すと、現在行われて

いる通信を中止することができます。“ 閉じる ”
キーを押すと、画面は元に戻ります。

＞出力中の動作を確認するには

画面右下に表示される“動作状況”キーを押してく

ださい。

※“ 閉じる ” キーを押すと、画面は元に戻ります。

＜デュアルアクセス機能が働かないとき＞

デュアルアクセス機能が働かない場合もあります。例

えば、送信または受信中に各種機能の登録や設定をす

ることはできません。通信が終わってから操作を行っ

てください。また、マルチポート（オプション）を増

設していない場合は、相手先と回線がつながり通信中

であるときに、別の相手先からファクスを受信するこ

とはできません。しかし、マルチポート（オプション）

を増設すれば、1 回線が使用中であっても、別の相手先

から受信することができます。

デュアルアクセスの可否については、「●デュアルアク

セス可否表」を参照してください。

※時刻指定送信などのように指定時刻が来れば、自動

的に送信が行われるようなものは、現在行われてい

る処理が終わると、その動作が開始されます。

●デュアルアクセス可否表
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
＜表のみかた＞

表中の記号は以下の意味を示しています。

※：表の現行動作に含まれないメニュー操作中は、この

動作と同様に動作します。

○：現行動作に対して無条件で追加動作が動作します。

―：本体側動作のため、ファクス側には無関係。

×：現行動作に対して追加動作が動作しない。

●：マルチポート（オプション）を増設しているとき

は、現行動作に対して無条件で追加動作が動作し

ます。増設していないときは、追加動作は動作し

ません。

△：現行動作に対して条件付きで追加動作が動作しま

す。各数字の意味は次の通り。

1： ファクスモードで印字可能になれば出力する。

2： ダイレクト受信の場合は代行受信を行い、ファクス

モードで印字可能になれば出力する。

3： 印字を中断し、コピー割り込みが可能。

4： コピーモードに移行すると、ファクスモードで設定

中の内容はクリアされる。

5： 追加動作でファクス初期設定が可能ですが、それま

で行っていた通信設定等はキャンセルされます。

6： マルチポート（オプション）を増設しているとき

は、現行動作と追加動作の対象となる文書あるい

はボックス（親展ボックスなど）が異なる場合、

追加動作が動作します。増設していないときは、

追加動作は動作しません。

7： マルチポート（オプション）を増設しているとき

は、ファクスモードで印字可能になれば出力しま

す。また、追加動作が通信の場合、代行受信しま

す。増設していないときは、追加動作は動作しま

せん。

8： TWAIN は不可。Scan to PC、E-mail は可。

9： TWAIN は不可。Scan to PC、E-mail は単送信モード

では可、連続送信モードでは不可。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
送信・受信が同時にできる（マルチ
ポート（オプション））

オプションのマルチポートを増設することによって、

電話回線が 2 回線まで使用できます。これにより、複

数の相手先に送信する順次同報送信などは、2 回線で原

稿を別々の相手先に送信するため、作業時間を短縮す

ることができます。送信中に相手先から受信できない

ということも少なくなります。

また、受信する機会が多い場合には、一回線を受信専

用にすることもできます。

複数の原稿を一括で送信する
（一括送信機能）

相手先だけでなく送信指定時刻も同一の予約原稿がメ

モリ内に複数ある場合、最大 10 通信分を自動的にまと

めて一度の通信で送信を行います。予約された数だけ

通信を繰り返すといったムダがなくなり、通信コスト

の削減にもつながります。

※ダイレクト送信は一括送信されません。

※別々に予約された 2 つの順次同報送信において、同

じ同報先（同じ相手先番号）があった場合、同時刻

の指定であっても一括送信されません。

※予約時刻になり原稿が送信される際に、同じ相手先

に対してリダイヤル待機中の原稿があるときは、そ

のリダイヤル待機原稿も一括送信されます。

※部門管理モード設定時は、同じ部門コードを使って

送信を予約した原稿だけが一括送信されます。した

がって、相手先と送信指定時刻が同一であっても予

約の際に使用した部門コードが異なる場合には別通

信となります。

原稿を回転して送信する（回転送信機能）

原稿送り装置あるいはコンタクトガラス上に、A4 ヨコ

サイズの原稿がセットされたとき、読み込んだ原稿

データを反時計回りに自動的に 90°回転し、A4 タテサ

イズの原稿として送信する機能です。

※原稿送り装置に原稿をセットして回転送信を行うた

めには、原稿送り装置読み込みの設定を “ 定形原稿 ”
に設定しておく必要があります。（P7-6、「原稿の読

み込み条件を設定する（原稿送り装置読込設定）」参

照）

※ A4 ヨコサイズの原稿をセットしたときのみ回転送信

が行われます。

F コードで相手先を確認する
（F コード通信機能）

F コード通信とは、他社機でも採用されている F コー

ドと呼ばれる番号や文字列を付加してやりとりを行う

通信をいいます。

F コードを使用することにより、本来自社機間でしか

行えなかった親展通信のような機能通信が他社機との

間でも可能になります。

本機には、こうした F コード通信機能が備わっていま

す。本機では、F コード通信用に設けた F コードボッ

クスを使って原稿の受け渡しを行うことにより、他社

機との親展通信、掲示板通信、中継同報を可能にして

います。

F コード通信を行うためには、相手機も同様の F コー

ド通信機能が備わっている必要があります。そのため、

事前に相手側とお互いの機械性能などについて充分な

打ち合わせを行ってから実際の通信を行うようにして

ください。

本機の F コード通信機能についての具体的な説明は、

P5-9、「F コードを使って通信する（F コード通信）」を

参照してください。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
用紙が無くても受信する（代行受信機能）

用紙切れや紙詰まりなどで出力できない場合でも、送

られてきた原稿をいったんメモリに受信し記憶します。

そして、出力可能な状態になれば印字出力を行う機能

です。

※停電などにより電源断状態になった場合、代行受信

が行われた原稿については保持できず消えることが

あります。失われた原稿については再受信を行って

ください。（P4-1 参照）

セットされている用紙に合わせて回転
受信する（回転受信機能）

受信原稿とカセットにセットされている用紙の向きが

異なる場合でも、A4 サイズどうしであれば、受信画像

を反時計回りに 90°回転して出力します。この機能は

機械が自動で行います。特に設定などを行う必要はあ

りません。

※向きの異なる同サイズの用紙がセットされている場

合でも、条件によっては回転受信できないことがあ

ります。受信サイズと出力される用紙サイズ、用紙

の向きについては、P10-6、「受信サイズと出力用紙

優先順位表」をご覧ください。

※相手機側で発信元記録の印字位置がページ画像の外

側に設定されているときは、回転受信されず縮小印

字されることがあります。

停電時にもメモリをバックアップする
（画像メモリバックアップ機能）

停電や電源プラグを誤って抜いてしまったなどの不慮

の事故があった場合でも、バックアップ電池により、

画像メモリに受信していた原稿や送信待機原稿を約 60
分間（オプションメモリ 8MB を増設し 16MB になった

場合）は保持しておくことができます。

したがって、機械がその内容を保持している間に再び

電源が投入されれば、予約されていた通信などは、ほ

ぼ元通り行われます。復活できず、失われてしまった

内容などがある場合は、電源が再投入されると自動的

に出力される電源断レポートで確認してください。

※ご使用状況や環境によっては、バックアップできる

時間に差異が生じることがあります。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
コピー中に受信原稿を出力する
（ファクス優先出力）

複数のコピージョブが設定されている場合にファクス

受信が行われたとき、現在行われているコピージョブ

が終了すると他のコピージョブより先にファクス出力

を行います。現在のコピージョブを中断してファクス

の出力を優先させるときは以下の手順で行ってくださ

い。

（1）ファクス原稿を受信するとファクスデータ表示が

点灯します。

（2）出力管理キーを押してください。出力状況画面が

表示されます。

（3）“▼”キーを押してファクスジョブを選択してくださ

い。

（4）“ 割り込み出力 ” キーを押してください。ファクスの

受信原稿を出力します。コピージョブはファクス

の受信原稿出力後、自動的に再開します。

受信原稿の出力中にコピーする
（コピー優先出力）

逆にファクスの受信原稿の出力中にその出力を中断し

てコピー作業を優先して行うことができます。

（1）割り込みコピーキーを押してください。コピーの

操作が可能になります。

（2）コピー終了後、割り込みコピーキーをもう一度押

してください。ファクスの受信原稿の出力を再開

します。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
3 桁の数字で相手先を指定する（短縮番号）

600 個の各ワンタッチキーにはワンタッチダイヤル、プ

ログラムダイヤル、グループダイヤル、チェーンダイ

ヤルのいずれかが登録可能です。このワンタッチキー

には 001 ～ 600 の 3 桁の番号が割り付けられています。

この 3 桁の番号を短縮番号と呼び、この番号を入力す

ることによって相手先にダイヤルすることもできます。

（P2-24 参照）基本画面には 1 度に 20 個のワンタッチ

キーしか表示できないため、画面を切り替える手間を

省くことができます。

NTT の F ネットを使用する
（F ネット無鳴動受信機能）

NTT が提供するファクス通信網（F ネット）に接続し

てファクス通信をする場合に無鳴動で自動的に受信す

ることができます。

※この機能を使用するかどうかは、P7-16、「ファクス

通信網を使用して受信する（F ネット無鳴動受信設

定）」を参照してください。
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1 章  ファクスの操作方法 （名称・準備・特徴）
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2 章 ファクスの操作方法

（基本編）
ここでは、テンキーを使ってごく一般的な原稿の送信方法について説明しています。

原稿についての注意事項などをよくお読みになり、正しい操作を行ってください。

ファクスモードへの切替

ファクスモードでファクスの基本画面になって

いるか確認してください。

初期モード状態でないときは、リセットキーを

押してください。

送信モードの確認

送信モードを確認してください。

※本機の送信モードには、メモリ送信とダイレ

クト送信の 2 つのモードがあります。（＜送

信モードについて＞参照）本機では、メモリ

送信モードが初期設定になっており、“ メモ

リ送信 ” が表示されます。

※送信モードをメモリ送信からダイレクト送信

に切り替えるときは“メモリ送信”キーを押し

て “ ダイレクト送信 ” を表示させてください。

自動で送信する

1

2

＜送信モードについて＞

●メモリ送信モード（原稿送り装置に原稿をセット

する場合）

原稿送り装置から順次原稿をメモリに読み込み記
憶した後に相手先へのダイヤルを行います。利用
者は送信の完了を待たずとも、自分の原稿を手元
に戻すことができるため非常に便利です。複数
ページのシート原稿の送信に適した方法です。

●メモリ送信モード（コンタクトガラスに原稿を

セットする場合）

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの
送信に適しています。コンタクトガラス上に順次
セットされる原稿を 1 ページずつメモリに読み込
み、全ての原稿の読み込みが終わってから相手先
へのダイヤルを行います。この方法で送信を行う
場合は、原稿を 1 ページ読み込むごとに、読み込
み継続を行う必要があります。P2-5、＜原稿をコ
ンタクトガラスにセットしたとき＞を参照してく
ださい。

●ダイレクト送信モード（原稿送り装置に原稿を

セットする場合）

相手先と回線がつながってから、原稿送り装置に
セットされた原稿の読み込みを始めます。複数
ページの原稿がセットされている場合は、1 ペー
ジ分の原稿を送信してから、次の原稿の読み込み
を開始します。
※通信を中止するときは、ストップ／クリアキー

を押してから原稿を原稿送り装置からとりのぞ
いてください。

●ダイレクト送信モード（コンタクトガラスに原稿

をセットする場合）

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの
送信に適しています。相手先と回線がつながって
から、コンタクトガラス上にセットされた原稿を
読み込み送信するという動作を原稿のページ数分
繰り返して行う方法です。この方法で送信を行う
場合は、原稿を 1 ページ送信するごとに、読み込
み継続を行う必要があります。P2-5、＜原稿をコ
ンタクトガラスにセットしたとき＞を参照してく
ださい。
2-1



2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
原稿のセット

●使用できる原稿

> 原稿送り装置にセットする場合

・種類 ... シート原稿

・サイズ ...A3 ～ A5R
※ 1600mm を超える長さの原稿が送信された

場合、メッセージ表示部に原稿送り装置で

の紙詰まり表示が出ます。

・厚さ ... 片面原稿：35 ～ 160g/m2

両面原稿：50 ～ 120g/m2

・セット可能原稿枚数（普通紙）

　A4 以下：100 枚（50 ～ 100g/m2）

　A3、B4：70 枚（50 ～ 100g/m2）

> コンタクトガラスにセットする場合

最大サイズ ... A3

●原稿についての注意事項

・文字の色が極端に薄い原稿は、送信されても

はっきり印字されないことがあります。

・インクや糊などが乾いていない原稿は、完全

に乾かしてからセットしてください。

・原稿送り装置に原稿をセットする場合、ク

リップやステイプルで綴じられた原稿は、故

障の原因となりますので、必ずそれらを取り

除いてからセットしてください。

・使用可能なサイズ以外の原稿は送信できない

場合があります。

・原稿送り装置にパンチ穴の空いた原稿をセッ

トすると、まれに相手先で出力された用紙に

グレーのすじが印字されることがあります。

そのようなときは、原稿のセット方向を変え

て送信しなおしてください。

(1) 原稿の幅に合わせて原稿挿入ガイドを調節

してください。

(2) A3 および B4 などのサイズの大きな原稿をセット

するときは、排紙ガイドを開いてください。

(3) 原稿面を上にして原稿テーブルにセットしてください。

正しくセットされると原稿セット表示が緑色に点

灯します。

※奥側の原稿挿入ガイドに貼付されている目盛

を超えないよう原稿をセットしてください。

規定枚数を超える原稿をセットすると、原稿

が詰まる原因になります。

※原稿送り装置の詳細についてはコピー編の使

用説明書を参照してください。

※両面原稿をセットして、表と裏の両方の原稿

を送信することもできます。（P3-1 参照）

3

＜コンタクトガラスへの原稿のセット方法＞

原稿送り装置を開いて、コンタクトガラス上に原稿

をセットすることもできます。ブック原稿などは、

コンタクトガラス上にセットしてください。

(1) 原稿は原稿サイズ指示に確実に合わせ、 原稿面

を下向きにセットしてください。

(2) シート原稿をセットした場合には、原稿送り装

置を閉めてください。

注意
原稿送り装置を開いたままで、放置しないでくだ

さい。けがの原因となることがあります。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
相手先をダイヤル

テンキーを使って相手先の番号を入力してくだ

さい。

※相手先の番号は 32 桁まで入力できます。

※間違えて入力した場合は、“ ← ” キーや “ → ”
キーを押して、訂正したい箇所までカーソル

を移動させ、正しい番号を入力してくださ

い。また、ストップ / クリアキーを押すと、

最初から入力しなおすことができます。

＜“ポーズ”キーについて＞

このキーを押すとダイヤル時に約 3 秒の待ち時

間が設定されます。０発信（構内交換機を使用

して内線から外線への発信）するときや、情報

サービスを受けるときなどのダイヤル待ち時間

の設定に使用します。

＜ダイヤルのしかた＞

ダイヤルのしかたはテンキーを使って行う他、

以下のような方法があります。

・ワンタッチダイヤル…P2-19 参照

・短縮番号からのダイヤル…P2-24 参照

・プログラムダイヤル…P5-29 参照

・グループダイヤル…P5-26 参照

・手動リダイヤル…P2-28 参照

画質の選択

5 種類の画質モードの中から原稿に適したモー

ドを選択できます。

・ノーマル：普通の大きさの文字の原稿を送るとき

・ファイン：比較的小さい文字や細い線のある

原稿を送るとき

・スーパーファイン：微細な文字や線のある原

稿を送るとき

・ウルトラファイン：微細な文字や線のある原

稿をできるかぎりきれいに送るとき

オプションメモリを増設しないときはウルト

ラファインは選択できません。

・ハーフトーン：文字だけでなく写真も入って

いる原稿をきれいに送りたいとき

※工場出荷時は“ノーマル”モードに設定されています。

(1) 画質を変更するときは、“ 原稿の画質 ” キー

を押してください。

(2) 5 つの画質から選択してください。

(3) “ 閉じる ” キーを押してください。

＜注意事項＞

・ファインやスーパーファインを選択すると画

像は鮮明になりますが、ノーマルモードに比

べて送信時間は長くなります。

・ハーフトーンモードではグレイ（灰色）をき

れいに再現しますが、ノーマルモードやファ

インモードよりも送信時間は長くなります。

・ウルトラファインで送信する場合は、オプ

ションメモリ（8MB）を増設する必要があり

ます。オプションメモリを増設していない場

合は、ウルトラファインは選択できません。

・スーパーファインやウルトラファインで送信

する場合は、受信側の機械もそれらのモード

で受信する機能を備えていなければなりませ

ん。受信側がその機能を備えていない場合は、

ファインの画質で送信されます。

・拡大送信の拡大倍率が 150％以上のときは

スーパーファインとウルトラファインは選択

できません。原稿の画質は自動的にファイン

に変更されます。（P3-3 参照）

4 5
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
原稿濃度の選択

原稿の読み取り時の濃度は 3 段階で調節できま

す。

こく：薄い原稿を濃く送信するとき

ふつう：普通の濃さで送信するとき

うすく：地色があるときなど濃い原稿を薄く送

信するとき

※原稿濃度は工場出荷時は、“ ふつう ” に設定さ

れています。

(1) 原稿濃度を変更するときは、“ 濃度設定 ”
キーを押してください。

(2) 3 つの濃度から選択してください。

(3) “ 閉じる ” キーを押してください。

原稿サイズの指定

コンタクトガラス上に原稿をセットして原稿送

り装置を閉じないで送信する場合は、原稿サイ

ズを指定してください。

原稿送り装置から原稿を読み取るときは指定す

る必要はありません。

(1)  原稿サイズを指定するときは、“ 原稿サイ

ズ選択 ” キーを押してください。

(2) 原稿サイズを選択してください。

(3) “ 閉じる ” キーを押してください。

6

7

＜送信原稿の保存
プリンタ／スキャナキット（オプション）装着時＞

送信原稿をネットワーク上の管理者用 PC に保存す

る場合は以下の手順で行ってください。

原稿のファイル形式は PDF または TIFF が選択でき

ます。

※送信原稿を保存するときは、管理者用 PC の IP ア

ドレス / ホスト名が登録されている必要がありま

す。（P9-6 参照）

(1) “ 送信原稿保存 ” キーを押してください。

(2)  “ON” キーを押してください。

(3) “PDF” キーまたは “TIFF” キーを押してファイル

形式を選択してください。

(4) “ 閉じる ” キーを押してください。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
送信スタート

スタートキーを押してください。機械は送信の

ための動作を開始します。

※原稿読み取り中やダイヤル中には原稿濃度や

画質が選択できます。

＞送信の確認をするには…

画面右下に表示される“動作状況”キーを押して

ください。文書番号や送信先が表示されます。

＞送信を中止するには…

上記の確認画面で “ 通信中止 ” キーを押すと、通

信をキャンセルすることができます。“ 閉じる ”
を押すと画面は元に戻ります。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

8 ＜原稿をコンタクトガラスにセットしたとき＞

原稿をコンタクトガラスにセットしたときは、原稿

サイズを検知させるために原稿送り装置を閉じてく

ださい。また、ブック原稿などで原稿送り装置を閉

じないときは原稿サイズを選択してください。（P2-4
参照）

※原稿をコンタクトガラスにセットしたときは、ス

タートキーを押した後で以下のような原稿の読み

込み画面が表示されます。以下の手順を行ってく

ださい。

＞さらに原稿があるとき

(1)  次の原稿と交換してください。

※原稿を原稿送り装置にセットすることもでき

ます。

(2)  “ はい ” を選択してください。

(3)  スタートキーを押してください。

※原稿を原稿送り装置にセットしたときは、自

動的に読み込みを行い、送信を行います。

※残りの原稿に対しても同じように（1）～（3）
を行ってください。

＞読み取る原稿がないとき

(1)   “ いいえ ” を選択してください。自動的に送信動

作を開始します。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
ファクス専用として使用する場合は、FAX 専用受信モードを選択してください。受信時には特に操作の必要はありま

せん。

※メインスイッチが OFF( ○ ) 状態のときでもそのファクス原稿を受信し、出力します。

※ FAX 専用受信モードで受信を行うときは、P7-8、「受信方法を設定する（受信モード設定）」を参照して、“ ファク

ス受信 ” を選択してください。

※ダイヤルイン設定（P5-5 参照）が “ON” に設定されているときは、相手先が本機のファクス用番号にかけてきたと

きは自動受信が行われます。電話用番号にかけてきたときは受信モードに関係なく手動受信が行われます。

＜受信モードについて＞

受信モードには FAX 専用自動受信の他、以下のようなモードがあります。

・手動受信…P3-18 参照

・FAX/TEL 自動切替受信…P5-1 参照

・FAX/ 留守番電話自動切替受信…P5-3 参照

受信モードの確認

“自動受信 ”が表示されていることを確認してく

ださい。

※受信モードを変更するとき

(1)  受信モードを変更するときは受信モード切

替キーを押してください。

(2) 変更する受信モードのキーを押してくださ

い。

受信開始

相手先のファクスから原稿が送られてくると、

設定された回数の呼出しが行われた後、受信を

開始します。

※受信が開始されると画面右下に “ 動作状況 ”
キーが表示されます。

＞受信を中止するには…

(1) 画面右下に表示される “動作状況 ”キーを押

してください。

(2) “ 通信中止 ” キーを押すと、受信を中止しま

す。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

自動で受信する（FAX 専用自動受信）

1
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
印字出力

受信した原稿は、コピー収納部に印字された面

を下にして出力されます。

※コピー収納部や制限収納枚数は複写機本体に

よって異なります。コピー編の使用説明書を

参照してください。制限収納枚数を超えると

きは、コピー収納部の用紙を全て取り出して

ください。

※用紙がカセットになかったり、紙詰まりなど

で機械が出力できない状態であっても受信は

行われます。（代行受信）

※ウルトラファインで受信するためには、オプ

ションメモリ（8MB）を増設する必要があり

ます。

＜受信時コピー切替機能＞

機械がダイレクト受信（画像メモリを使わない受

信）中であるときでも、コピーをとることができま

す。

・受信中に割り込みキーを押してください。ダイレ

クト受信が代行受信に切り替わり、コピー操作が

可能となります。

＜代行受信＞

用紙切れや紙詰まりなどで出力できない場合、機械

は送られてきた原稿をいったん画像メモリに記憶し

ます。そして出力可能な状態になると、印字出力を

行います。

代行受信が行われたときは、ファクスデータ表示が

点灯し、メッセージ表示に “ 受信原稿があります ” が
表示されます。受信原稿を出力するときは、用紙を

セットするか、紙詰まりを解除してください。

※停電などにより電源断状態になった場合、代行受

信が行われた原稿については保持できず消えるこ

とがあります。失われた原稿については再受信を

行ってください。

2
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
本機には通信中断機能が備わっているため、通信途中であってもその通信を中止することができます。通信の中止方
法は、送信モード（メモリ送信あるいはダイレクト送信）や通信形態によって異なります。ここでは、様々なケース
での通信の中止方法を説明します。

メモリ送信（原稿読み取り中）の中止
のしかた

メモリ送信で原稿の読み取りを行っているときに、送
信を中止するときは、ストップ / クリアキーを押してく
ださい。読み取り中の原稿を排出し、初期モードに戻
ります。原稿送り装置に原稿が残っているときは、原
稿テーブルから取り出してください。

メモリ送信（通信中）の中止のしかた

メモリ送信で原稿の読み取りが終了し、通信が行われ
ているときに中止するときは、下記の手順で行ってく
ださい。

画面右下の “ 動作状況 ” キーを押してください。
メッセージ表示に現在行われている通信状況が
表示されます。

“ 通信中止 ” キーを押してください。初期モード
に戻ります。
※順次同報送信などで残りの通信がある場合に
は、残りの通信を継続するかどうか確認する
画面が表示されます。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

通信を中止する

1

2
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
ダイレクト送信の中止のしかた

ダイレクト送信で相手先にダイヤルされた後以下のよ
うな画面が表示されます。送信を中止するときは、“ 通
信中止 ”キーまたはストップ／クリアキーを押してくだ
さい。読み取り中の原稿を排出し、初期モードに戻り
ます。原稿送り装置に原稿が残っているときは、原稿
送り装置から取り出してください。

受信の中止のしかた

受信を中止するときは、下記の手順で行ってください。

画面右下の “ 動作状況 ” キーを押してください。
メッセージ表示に現在行われている通信状況が
表示されます。

“ 通信中止 ” キーを押してください。初期モード
に戻ります。
※ポーリング受信で残りの通信がある場合に
は、残りの通信を継続するかどうか確認する
画面が表示されます。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

1

2
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
全角の自局名称やワンタッチダイヤル等の相手先名称や部門名などを登録するときには以下の方法で行ってくださ

い。漢字の入力はローマ字入力とかな入力の両方からできます。また、漢字変換の際には文節変換が可能です。

※これから以降の説明は自局名称登録を基に行います。表示される制限文字数等は登録する名称によって異なります。

文字を入力するときはまず「入力方式」と「入力文字」をそれぞれ選択してください。

※入力方式と入力文字の優先して選択される出荷時設定値は、P7-18、「漢字変換の初期値を設定する（漢字変換設

定）」で選択できます。

●入力方式の選択

入力方式には以下の 3 種類があります。

“ ローマ字漢字入力 ”：ローマ字入力（例えば、“ か ” と入力するとき “K” “A” と入力する）で漢字等を入力するときに使

用してください。

“ かな漢字入力 ”：かな入力で漢字等を入力するときに使用してください。

“ 区点入力 ”：4 桁の区点コードを入力して漢字等を入力するときに使用してください。

(1) “ 入力方式 ” キーを押してください。入力方式の選択画面が表示されます。

(2)  入力方式を選択して、“ 閉じる ” キーを押してください。

文字を入力する
2-10



2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
●入力文字の選択

入力文字には以下の 5 種類があります。

“ 全角ひらがな ”：漢字変換できます。無変換のときは全角ひらがなになります。

“ 全角カタカナ ”：全角カタカナを入力するときに使用してください。

“ 半角カタカナ ”：半角カタカナを入力するときに使用してください。

“ 全角英数 ”：無変換で全角アルファベット、全角数字を入力するときに使用してください。

“ 半角英数 ”：無変換で半角アルファベット、半角数字を入力するときに使用してください。

(1) “ 入力文字 ” キーを押してください。入力文字の選択画面が表示されます。

(2) 入力文字を選択して、“ 閉じる ” キーを押してください。

※入力方式として “ 区点入力 ” を選択したときは、入力文字は選択できません。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
入力画面について

●ローマ字漢字入力

以下の画面は入力文字として “ 全角ひらがな ” を選択した場合です。

(1) 文字表示部：入力した文字を表示します。全角で 16 文字、半角で 32 文字表示できます。

(2) “ 大文字 ” キー：アルファベットの大文字を使用するときに押してください。

(3) “ 小文字 ” キー：アルファベットの小文字を使用するときに押してください。

(4) “ 数字・記号 ” キー：数字や記号を入力するときに押してください。

(5) “ スペース ” キー：スペースを入力するときに押してください。

(6) “ 変換 ” キー：入力した文字を漢字等に変換するときに押してください。

(7) “ 確定 ” キー：文字表示部で入力した文字を確定するときに押してください。

(8) “ 全消去 ” キー：確定した文字を全て消去するときに押してください。

(9) “ ← ”“ → ” キー：カーソルを移動させるときに押してください。

(10) “ 前削除 ” カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

(11) “ 元に戻す ” キー：文字入力の前の画面に戻るときに押してください。

(12) “ 入力終了 ” キー：入力した名称の内容を確定するときに押してください。

（12）

（10）

（7）（6）（5）（4）（3）（2）

（1）

（8）（9） （11）
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
●かな漢字入力

以下の画面は入力文字として “ 全角ひらがな ” を選択した場合です。

(1) 文字表示部：入力した文字を表示します。全角で 16 文字、半角で 32 文字表示できます。

(2) “ 大文字 ” キー：全角ひらがなを使用するときに押してください。

(3) “ 小文字 ” キー：ぁ、ぃ、ぅ、ぇ、ぉ、っ、ゃ、ゅ、ょを入力するときに押してください。

(4) “ 数字・記号 ” キー：数字や記号を入力するときに押してください。

(5) “ スペース ” キー：スペースを入力するときに押してください。

(6) “ 変換 ” キー：入力した文字を漢字等に変換するときに押してください。

(7) “ 確定 ” キー：文字表示部で入力した文字を確定するときに押してください。

(8) “ 全消去 ” キー：確定した文字を全て消去するときに押してください。

(9) “ ← ”“ → ” キー：カーソルを移動させるときに押してください。

(10) “ 前削除 ” カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

(11) “ 元に戻す ” キー：文字入力の前の画面に戻るときに押してください。

(12) “ 入力終了 ” キー：入力した名称の内容を確定するときに押してください。

●区点入力

(1) 文字表示部：入力した文字を表示します。全角で 16 文字、半角で 32 文字表示できます。

(2) 入力文字表示部：区点コードに対応した文字を表示します。

(3) 区点コード表示部：入力した区点コードを表示します。

(4) “ クリア ” キー：入力した区点コードを消去するときに押してください。

(5) “ 確定 ” キー：区点コードに対応した文字を確定するときに押してください。

(6) “ スペース ” キー：スペースを入力するときに押してください。

(7) “ 全消去 ” キー：入力を全て消去するときに押してください。

(8) “ ← ”“ → ”：カーソルを移動させるときに押してください。

(9) “ 前削除 ” カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

(10) “ 元に戻す ” キー：文字入力の前の画面に戻るときに押してください。

(11) “ 入力終了 ” キー：入力した名称の内容を確定するときに押してください。

（12）

（10）

（7）（6）（5）（4）（3）（2）

（1）

（8） （9） （11）

（10）

（6）（5）（4）（3）

（2）

（1）

（8）

（9）

（11）（7）
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
ローマ字漢字入力とかな漢字入力で文字変換するしかた

ローマ字漢字入力、かな漢字入力のそれぞれの入力画面で変換前の文字を入力した後、“ 変換 ” キーを押すと以下のよ

うな文字変換画面が表示されます。

(1) 文字表示部：入力した文字を表示します。全角で 16 文字、半角で 32 文字表示できます。

(2) 変換候補リスト：選択中の文節に対する変換候補を表示します。

(3) “ ▲ ” キー、“ ▼ ” キー：変換候補を選択するときに押してください。

(4) “ ▲前へ ” キー、“ ▼次へ ” キー：表示されている以外に変換候補がある場合、変換候補をスクロールするときに押

してください。

(5) “ 確定 ” キー：未確定文字をすべて確定するときに押してください。

(6) “ 元に戻す ” キー：“ 変換 ” キーを押す前に戻るときに押してください。

(7) “ ← ” キー、“ → ” キー：変換対象の文節を移動させるときに押してください。

(8) “ ■← |” キー、“ ■→ |” キー：変換対象文節の長さを変更するときに押してください。

【入力例】“ 京都営業所 ” と入力するとき

一文字づつ入力できますが、ここでは一度にひらがな

を入力し文節に変換していく方法を説明します。

ローマ字漢字入力の場合

“KYOUTOEIGYOUSHO” と順にタッチパネル上

で入力してください。

漢字かな入力の場合 “ きょうとえいぎょうしょ”
と順にタッチパネル上で入力してください。

文字表示部に “きょうとえいぎょうしょ”と表示

されます。

“ 変換 ” キーを押してください。文字変換画面に

替わります。

反転されている部分が変換する文字です。

“ ■← |” キー、“ ■→ |” キーを押して、変換する

部分（この場合まず “ きょうと ”）を反転させて

ください。変換候補が表示されます。

“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して、変換する文字

（この場合 “ 京都 ”）を選択してください。

※表示されている以外の変換候補がある場合、

“▲前へ”キーまたは“▼次へ”キーを押して画

面をスクロールしてください。

（1）

（2）

（3）（4） （5）

（6）

（7）（8）

1

2

3

4
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
“→ ”キーを押してください。“京都 ”が確定しま

す。

“ ■← |” キー、“ ■→ |” キーを押して、次の変換

する部分（この場合 “ えいぎょう ”）を反転させ

てください。変換候補が表示されます。

“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して、変換する文字

（この場合 “ 営業 ”）を選択してください。

“→ ”キーを押してください。“営業 ”が確定しま

す。

“ ■← |” キー、“ ■→ |” キーを押して、次の変換

する部分（この場合 “ しょ ”）を反転させてくだ

さい。変換候補が表示されます。

“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して、変換する文字

（この場合 “ 所 ”）を選択してください。

文字の変換が終了するれば、“ 確定 ” キーを押し

てください。

“ 入力終了 ” キー（または “ 次へ ” キー）を押して

ください。各名称の登録画面に戻ります。

区点入力で文字変換するしかた

※入力できる文字は全角文字に限ります。半角文字は

入力できません。

※各文字の区点コードは、P10-7、「区点コード表」を

参照してください。

【入力例】“ 大阪 ” と入力する場合

P10-7、「区点コード表」を参照して、入力に必

要な全ての文字の区点コード（4 桁）をメモし

てください。

この例で入力する “ 大 ” の区点コードは “3471”、
“ 阪 ” の区点コードは “2669” となります。

※漢字を探すときは、音読みで探してくださ

い。

テンキーを使って “3”、“4”、“7”、“1” と入力し

てください。入力文字表示部に “ 大 ” の文字が表

示されます。

“ 確定 ” キーを押してください。文字表示部に

“ 大 ” の文字が表示されます。

手順 2 ～ 3 と同様にして、区点コード “2669” を

入力してください。“阪 ”の文字が “大 ”の後に続

いて入力されます。“ 確定 ” キーを押してくださ

い。

入力が終了したときは、“ 入力終了 ” キー（また

は “ 次へ ” キー）を押してください。各名称の登

録画面に戻ります。

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
半角自局名称の入力のしかた

●入力画面の切替

入力画面は「半角カタカナ」と「半角英数」の 2 種類です。

(1) 入力画面を変更するときは、“ 入力文字 ” キーを押してください。

(2) 入力文字を選択して、“ 閉じる ” キーを押してください。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
「半角カタカナ」画面

(1) 文字表示部：入力した文字を表示します。半角で 32 文字表示できます。

(2) “ 大文字 ” キー：半角カタカナを入力するときに押してください。

(3) “ 小文字 ” キー：ァ、ィ、ゥ、ェ、ォ、ッ、ャ、ュ、ョを入力するときに押してください。

(4) “ 数字・記号 ” キー：数字や記号を入力するときに押してください。

(5) “ スペース ” キー：スペースを入力するときに押してください。

(6) “ 全消去 ” キー：確定した文字を全て消去するときに押してください。

(7) “ ← ”“ → ” キー：カーソルを移動させるときに押してください。

(8) “ 前削除 ” カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

(9) “ 元に戻す ” キー：文字入力の前の画面に戻るときに押してください。

(10) “ 入力終了 ” キー：入力した名称の内容を確定するときに押してください。

「半角英数」画面

(1) 文字表示部：入力した文字を表示します。半角で 32 文字表示できます。

(2) “ 大文字 ” キー：アルファベットの大文字を使用するときに押してください。

(3) “ 小文字 ” キー：アルファベットの小文字を使用するときに押してください。

(4) “ 数字・記号 ” キー：数字や記号を入力するときに押してください。

(5) “ スペース ” キー：スペースを入力するときに押してください。

(6) “ 全消去 ” キー：確定した文字を全て消去するときに押してください。

(7) “ ← ”“ → ” キー：カーソルを移動させるときに押してください。

(8) “ 前削除 ” カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

(9) “ 元に戻す ” キー：文字入力の前の画面に戻るときに押してください。

(10) “ 入力終了 ” キー：入力した名称の内容を確定するときに押してください。

（1）

（2） （3） （4） （5）

（6） （7）

（8）

（9） （10）

（10）（7）（6）

（5）（4）（3）（2）

（1） （8）

（9）
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
●文字の入力

※ 32 文字まで入力することができます。

【入力例】“ ｷｮｳﾄ Sp”

入力文字で“半角カタカナ”を選択していること

を確認して、“ ｷ ” を入力してください。

“ 小文字 ” キーを押してください。

“ ｮ ” を入力してください。

“ 大文字 ” キーを押してください。

“ ｳﾄ ” と順に入力してください。

“ 入力文字 ” キーを押してください。

“半角英数 ”キーを押して、“閉じる ”キーを押し

てください。

“S” キーを押してください。

“ 小文字 ” キーを押してください。

“p” を押してください。

入力が全て終了したら、“ 入力終了 ” キーを押し

てください。

登録内容確認の画面に戻ります。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
ワンタッチキーに相手先のファクス番号を登録しておくと、ワン

タッチダイヤルとして使うことができます。また、ワンタッチダ

イヤルは、F コード通信時や暗号通信時の相手先指定にも使われ

ます。

登録のしかた

※最大 600 のワンタッチダイヤルが登録できます。

ワンタッチダイヤルはプログラムダイヤル、グルー

プダイヤル、チェーンダイヤルと合わせて 600 の相

手先が登録できます。

※選んだワンタッチキーの番号（001 ～ 600）が自動的

に短縮番号になります。

※1 つのワンタッチダイヤルに関して F コード通信、

暗号通信の両方の設定はできません。

※登録したワンタッチダイヤルの内容を確認するとき

は、ワンタッチダイヤルリストを出力してください。

※ワンタッチダイヤルの登録時には、ファクス番号だ

けでなく相手先名称も登録されることをおすすめし

ます。相手先名称が登録されていると、宛先帳機能

を使って相手先を検索するときに役立ちます。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。ダイヤル登

録に替わります。

画面上で未登録のワンタッチキーを押してくだ

さい。

※未登録のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

“ ワンタッチ ” キーを押してください。

テンキーで相手先のファクス番号を入力してく

ださい。（最大 32 桁）

※ “ ← ”、“ → ” キー：カーソルの移動

“ 削除 ” キー：カーソル上の文字を削除（カー

ソルが最後尾にあるときは前の文字を削除）

“ スペース ” キー：スペースを入れる

“ ポース ” キー：ダイアルの間にポーズ（-）を

入れる

“ 次へ ” キーを押してください。

ワンタッチキーで送信する（ワンタッチダイヤル）

1
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
相手先名称を入力してください。（最大 20 文

字）

※文字の入力のしかたは、P2-10、「文字を入力

する」を参照してください。

登録内容を確認してください。変更するとき

は、各種の設定キーを押して変更してくださ

い。

※ “ 検索文字 ” は相手先名称の頭文字が表示さ

れ、宛先帳で検索する際に使用します。変更

する場合はこのキーを押してください。

※表示されている内容で登録を確定するとき

は、手順 20 に進んでください。

●詳細設定

送信開始速度、F コード通信、暗号通信など詳

細な設定を行うときは、“ 詳細設定 ” キーを押し

て、次の手順に進んでください。

送信開始速度を選択してください。33600bps、
14400bps、9600bps の中から選択してください。

F コード通信を設定するときは、“Ｆ コード通

信 ” キーを押して次の手順に進んでください。

暗号通信を設定するときは手順 15 に進んでく

ださい。

登録を確定するときは“閉じる”キーを押して手

順 20 に進んでください。

F コード通信でこのワンタッチダイヤルを使用

するときは、“ する ” キーを押してください。

サブアドレスとパスワードの入力画面が表示さ

れます。

サブアドレスとパスワードをテンキーでそれぞ

れ入力してください。（最大 20 桁）

※サブアドレスからパスワードに入力を切り替

えるときは“パスワード”キーを押してくださ

い。

※サブアドレスは F コード通信を行う際、相手

先の原稿受渡しボックス（F コードボックス）

を指定するために必要です。

※パスワードは、F コード通信を行うときに使

用します。相手先との取り決め上、不要な場

合は入力する必要はありません。

“ 閉じる ” キーを 2 回押してください。手順 20
に進んでください。

暗号通信を設定するときは“暗号通信”キーを押

してください。

暗号通信でこのワンタッチダイヤルを使用する

ときは、“ する ” キーを押してください。

暗号鍵番号と暗号 BOX 番号の入力画面が表示

されます。

暗号鍵番号（01 ～ 20）をテンキーで入力して

ください。

“ 暗号 BOX 番号 ” キーを押して、暗号 BOX 番号

（4 桁）をテンキーで入力してください。

“ 閉じる ” キーを 2 回押してください。

登録を確定するときは、“ 確定 ” キーを押してく

ださい。

手順 3 に戻ります。引き続き他のワンタッチダ

イヤルを行うときは手順 3 ～ 20 を行ってくだ

さい。

登録を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

7

8

9

10
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
登録内容の変更と削除のしかた

※登録内容の変更時、F コード通信の設定が ＯＮ のと

きは暗号通信に関する登録を行うことはできません。

また、同様に暗号通信の設定が ＯＮ のときは F コー

ド通信に関する登録を行うことができません。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。ダイヤル登

録に替わります。

変更または削除するワンタッチキーを押してく

ださい。

※目的のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

登録内容を変更するときは “ 内容変更 ” キーを、

削除するときは “ 削除 ” キーを押してください。

変更するときは手順 6、削除するときは次の手

順に進んでください。

＞ワンタッチダイヤルを削除するとき

“ はい ” キーを押してください。

手順 3 に戻ります。その他のワンタッチダイヤ

ルキーの削除を行うときは手順 3 ～ 5 を繰り返

してください。削除を終了するときはリセット

キーを押してください。

＞登録内容を変更するとき

短縮番号（選択されたワンタッチキーの表示番

号）を変更するときは “ 短縮番号 ” キーを押して

ください。その他の項目の変更を行うときは、

それぞれのキーを押してください。変更の方法

は P2-19、「登録のしかた」を参照してくださ

い。

※詳細内容の変更を行うときは、“ 詳細設定 ”
キーを押してから設定項目を選択してくださ

い。

登録されていないワンタッチキーの短縮番号

（001 ～ 600）を入力してください。

※ 3 桁の数字が入力されると “ ＋ ” キーまたは

“ － ” キーで数字を変えることができます。

“ 閉じる ” キーを押してください。

全ての項目の変更が終了したら、“ 確定 ” キーを

押してください。

手順 3 に戻ります。その他のワンタッチダイヤ

ルキーの変更を行うときは手順 3 ～ 9 を繰り返

してください。変更を終了するときはリセット

キーを押してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2-21



2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
使いかた

あらかじめ登録されたワンタッチダイヤルを使って相

手先にダイヤルすることができます。

※画質や原稿濃度など送信条件の選択は P2-3、2-4 を

参照してください。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

原稿をセットしてください。

画質や原稿濃度などの送信条件を変更するとき

は、“ 送信設定 ” キーを押してください。変更し

ないときは、手順 5 に進んでください。

変更する内容のキーを押してください。変更の

しかたは P2-3、2-4 を参照してください。

変更が終了すれば、“ ワンタッチ宛先 ” キーを押

してください。

ワンタッチダイヤルが登録されているワンタッ

チキーを押してください。

スタートキーを押してください。

機械は送信のための動作を開始します。

※コンタクトガラスに原稿をセットしたとき

は、原稿 1 枚ごとに原稿読み取り継続の操作

を行う必要があります。（P2-5 参照）
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
ワンタッチダイヤルリストの出力の
しかた

ワンタッチダイヤルに登録されているファクス番号は、

ワンタッチダイヤルリストを出力することによって確

認できます。

※ワンタッチダイヤルが全く登録されていない場合、

ワンタッチダイヤルリストは出力されません。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ワンタッチダイヤルリスト ”キーを押してくだ

さい。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

ワンタッチダイヤルリストの出力が開始されま

す。

1

2

3
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
各ワンタッチキーにはワンタッチダイヤル、プログラムダ

イヤル、グループダイヤル、チェーンダイヤルのいずれか

が登録可能です。このワンタッチキーには 001 ～ 600 の 3
桁の番号が割り付けられています。この 3 桁の番号を短縮

番号と呼び、この番号を入力することによって相手先のダ

イヤルを行います。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認して

ください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してく

ださい。機械は初期モードに戻ります。

原稿をセットしてください。

画質や原稿濃度などの送信条件を変更するとき

は、“ 送信設定 ” キーを押してください。変更し

ないときは、手順 5 に進んでください。

変更する内容のキーを押してください。変更の

しかたは P2-3、2-4 を参照してください。

変更が終了すれば、“ 短縮 ” キーを押してくださ

い。手順 6 に進んでください。

“ 短縮 ” キーを押してください。

テンキーで登録されているワンタッチキーの短

縮番号（001 ～ 600）を入力してください。

※ 3 桁の数字が入力されると “ ＋ ” キーまたは

“ － ” キーで数字を変えることができます。

“ 閉じる ” キーを押してください。

基本画面に戻り、選択されたワンタッチキーが

反転表示されます。

スタートキーを押してください。

機械は送信のための動作を開始します。

3 桁の数字で相手先にダイヤルする（短縮ダイヤル）
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、プログラムダ

イヤル、チェーンダイヤルなどワンタッチキーに登録さ

れている相手先の名前を検索し、その検索した相手先に

すぐにダイヤルできる機能です。

宛先帳を使用すると登録している相手先が多い場合など

は非常に役立ちます。

※ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、プログラム

ダイヤル、チェーンダイヤルの登録時に、名称（相手

先名称／グループ名称／プログラム名称）を登録して

ください。

※相手先番号の登録時（プログラムダイヤル、グループ

ダイヤル、メモリ転送、F コード中継ボックス登録時）

や各種機能通信の相手先番号入力にも宛先帳を使用す

ることができます。

検索のしかた

ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、プログラムダ

イヤル、チェーンダイヤルに登録されている “ 検索文字 ”
によって検索ができます。検索文字は 50 音の “ かな ” と
数字とアルファベットの “ 英記号 ” に分かれます。それぞ

れの画面を切り替えてください。登録されているダイヤ

ル名称は短縮番号の順番に表示します。

“ 宛先帳 ” キーを押してください。検索文字を選

択する画面に替わります。

名称が登録されている検索文字を選択するとき

は、“かな ”キーまたは “英記号 ”キーを押して画

面を切り替えてください。

検索文字を押してください。検索文字に登録さ

れている名称が表示されます。

電子電話帳でダイヤルする（宛先帳）

1

2

“ 英記号 ”
キーを押す

“ かな ”
キーを押す

「英記号」画面

「かな」画面

3
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
宛先帳の使用のしかた

［例］“ 京都営業所 ” を検索し、送信する場合（京都営業

所が検索文字 “ き ” に登録されている場合）

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。

原稿をセットしてください。

画質や原稿濃度などの送信条件を変更するとき

は、“ 送信設定 ” キーを押してください。変更し

ないときは、手順 5 に進んでください。

変更する内容のキーを押してください。変更の

しかたは P2-3、2-4 を参照してください。

変更が終了すれば、“ 宛先帳 ” キーを押してくだ

さい。手順 6 に進んでください。

“ 宛先帳 ” キーを押してください。

パネル上で検索する名称の頭文字を押してくだ

さい。

押した頭文字で登録されているワンタッチキー

が表示されます。

相手先が登録されているワンタッチキーを押し

てください。

表示されていない場合は“▲”キーまたは“▼”キー

を押してください。

“ 確定 ” キーを押してください。

基本画面に戻ります。

スタートキーを押してください。

機械は送信の動作を開始します。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
宛先帳リストの出力

宛先帳機能で検索できる相手先は宛先帳リストを出力

すれば確認できます。

※ワンタッチキーに何も登録されていないときは出力

されません。

※操作の前にファクスの初期モードであることを確認

してください。（P1-9、「初期モードについて」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ 宛先帳リスト ” キーを押してください。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

宛先帳リストの出力が開始されます。
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2 章  ファクスの操作方法 （基本編）
リダイヤルは、直前にダイヤルした相手先の番号をもう一度ダイヤルする機能です。

自動リダイヤルのしかた

原稿を送信しようとしても、相手先がすでに通信中で

応答しないときもあります。そんなときに機械が再び

自動でダイヤルを行ってくれる機能です。

※機械が自動で行うため、何ら操作の必要はありませ

ん。自動リダイヤルは一定の間隔をあけて数回行わ

れますので、相手先の通信が長引いた場合でも安心

です。

※ダイレクト送信時は、自動リダイヤルは行われませ

ん。

手動リダイヤルのしかた

送信を試みたが、相手先が応答しない。そんなときに

“ リダイヤル ” キーを押すと、直前にダイアルした相手

先の番号を、機械がもう一度ダイヤルする機能です。

“ リダイヤル ” キーを押してください。機械がもう一度

ダイヤルを行います。

同じ相手にダイヤルする（リダイヤル）
2-28



3 章 ファクスの操作方法

（活用編）
両面原稿の表と裏の両方の原稿を送信することができる機能です。両

面送信は、両面原稿送り装置から原稿を読み取りメモリ送信を行いま

す。送信設定時にはカバーページ [ 片面印字された送り状 ] の有無と原

稿裏面を天地反転して読み込むかどうかの設定が可能です。各種機能

通信と組み合わせて行うことも可能ですがここでは、1 宛先に両面原稿

を送信する方法をご紹介します。

※両面送信を行うためには、事前に原稿送り装置読込

設定で “ 定型原稿 ” を選択しておく必要があります。

（P7-6、「原稿の読み込み条件を設定する（原稿送り

装置読込設定）」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

両面原稿を両面原稿送り装置にセットしてくだ

さい。

相手先のファクス番号を入力してください。

※テンキーでダイヤルする場合は手順 4 に、短

縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループ

ダイヤル、プログラムダイヤル、チェーンダ

イヤルを使用するときは手順 3 に進んでくだ

さい。

“ 送信設定 ” キーを押してください。

“ 両面送信 ” キーを押してください。

両面送信をするため“する”キーを押してくださ

い。

両面原稿を送信する（両面送信）

1

2222

3333

4444

5555
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
カバーページ（片面印字された送り状）の有無

を“あり”キーまたは“なし”キーを押して選択し

てください。

＞両面原稿の先頭に片面印字された送り状など

を添付して送信するときは、“ あり ” を反転さ

せてください。原稿 1 枚目の片面（裏面）は

読み込まずに送信を行います。

＞両面原稿だけを送るときは、“ なし ” を反転さ

せてください。

原稿裏面を天地反転して読み込むかどうかを

“する”キーまたは“しない”キーを押して選択し

てください。

＞下のイラストのように原稿をセットするとき

は、“ する ” を選択してください。読み込み時

にメモリ内で原稿の裏面を 180 度回転しま

す。

＞下のイラストのように原稿をセットするとき

は、“ しない ” を選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。

スタートキーを押してください。機械はいった

ん原稿をメモリに読み込み、送信のための動作

を開始します。

6666

7777

＜原稿読込＞       →      ＜相手先での出力＞

原稿セット方向

＜原稿読込＞       →      ＜相手先での出力＞

原稿セット方向

8888

9999
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
文字が小さい原稿などを送信するとき実際の原稿より大きいサイズに拡大して送信することができます。原稿サイズ

と送信サイズは以下の表の通り固定です。

原稿サイズと送信サイズの組合せ表

※拡大送信はメモリ送信時のみ可能です。

※回転送信と拡大送信は併用できません。またポーリング送信の原稿の読み込み、F コード親展ボックスへの原稿の

入力時には使用できません。

※順次同報送信時は全ての宛先で共通の設定となります。

※コンタクトガラスへ複数枚の原稿をセットする場合、１枚目の原稿の設定が有効となり、原稿ごとの設定はできま

せん。

※拡大送信を設定した後、原稿サイズを変更すると拡大送信の設定は無効となります。

また、原稿送り装置で設定した後に原稿送り装置から原稿を抜き取った場合やコンタクトガラスに原稿をセットし

て設定した後に原稿送り装置に原稿をセットすると設定は無効となります。

※倍率が 150％を越える場合、スーパーファインやウルトラファインの画質は選択できません。

原稿送り装置またはコンタクトガラス上に原稿

をセットしてください。

※コンタクトガラスに原稿をセットしたとき

は、原稿 1 枚ごとに読み込みの継続の選択を

行う必要があります。（P2-5 参照）

相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先番号の入力には、テンキーでのダイヤ

ル、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グ

ループダイヤル、プログラムダイヤル、

チェーンダイヤル、宛先帳機能を使用するこ

とができます。

原稿を拡大して送信する（拡大送信）

送信サイズ

A3 A4 タテ A5 タテ B4 B5 タテ

原稿サイズ

A3

A4 タテ 141% 122%

A4 ヨコ

A5 タテ 200% 141% 173%

A5 ヨコ

B4 115%

B5 タテ 163% 115% 141%

B5 ヨコ

1 2222
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
“ 拡大送信 ” キーを押してください。

送信サイズを押してください。

表示されるサイズは「原稿サイズと送信サイズ

の組合せ表」の通りです。

“ 閉じる ” キーを押してください。

スタートキーを押してください。送信のための

動作を開始します。

3333

4444

5555

6666
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
送信予約とは、機械が通信中であるときに次の送信を予約することで

す。通信中に原稿をセットして相手先のファクス番号を入力しておく

と、その通信が終われば自動的に送信が開始されます。送信予約は同

報送信やポーリング受信などで通信が長引く場合に、急ぎの原稿を早

く送信したいときに便利な方法です。本機では複数の相手先と順次連

続した通信を行っているときや複数の送信予約が行われているときに、

送信予約を行えば、送信予約した原稿を先に割り込ませて、送信させ

ることができます。

※時刻指定をした通信や割り込み通信と合わせて最大 50 件まで予約す

ることができます。

※順次同報送信などの機能通信を予約することもできます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

原稿送り装置またはコンタクトガラス上に原稿

をセットしてください。

相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先番号の入力には、テンキーでのダイヤ

ル、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グ

ループダイヤル、プログラムダイヤル、

チェーンダイヤル、宛先帳機能を使用するこ

とができます。

スタートキーを押してください。セットした原

稿がメモリに読み込まれます。

※ダイレクト送信モード時は、セットされた原

稿は原稿送り装置またはコンタクトガラス上

で待機状態となります。

・通信が終了すると、機械は送信のための動作

を開始します。

通信中に次の原稿を予約する（送信予約）

1

2222

＜ダイレクト送信予約の待機中に送信を中止するとき＞

(1) 待機画面で “通信中止 ”キーを押すかストップ／

クリアキーを押してください。

(2) 待機中の送信を中止するときは、“ はい ” キーを

押してください。

3333
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
一度の操作で同じ原稿を順次何カ所もの相手先に送ることができる機能

です。本社から複数の支店に同じ原稿を送る場合など、この機能を使う

と操作が一回で済むので非常に便利です。

機械は送信する原稿をいったんメモリに蓄積（記憶）し、その後で指定

された相手先の分だけ自動的にダイヤルと送信を繰り返して行います。

※原稿を送信する複数の相手先番号の全てを、短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、グループダイヤルのいずれかによって入力する場合は、

１回の操作で最大 300 ケ所の相手先に送信することができます。

※Ｆ コード通信や時刻指定通信も合わせて行うことができます。

※相手先が複数の場合、ダイレクト送信モードが設定されている場合で

も、送信はメモリ送信で行われます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

原稿送り装置またはコンタクトガラスに原稿を

セットしてください。

※コンタクトガラスに原稿をセットしたとき

は、原稿 1 枚ごとに読み込みの継続の選択を

行う必要があります。（P2-5 参照）

相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先番号の入力にはテンキーによるダイヤ

ル、ワンタッチキーによるワンタッチダイヤ

ル、グループダイヤル、チェーンダイヤルの

他、短縮ダイヤル、宛先帳も使用することが

できます。

＞テンキーで入力するとき

複数の相手先を入力するときは、“ 次宛先 ”
キーを押してください。次の相手先の入力が

可能になります。

※テンキーで入力した後ワンタッチキーで入力

するときは、“ ワンタッチ宛先 ” キーを押して

ください。ワンタッチキーが表示されます。

＞ワンタッチキーで入力するとき

ワンタッチダイヤル、グループダイヤルが登

録されているワンタッチキーを押してくださ

い。選ばれたワンタッチキーが反転します。

※チェーンダイヤルの後、ワンタッチダイヤ

ルを続けることもできます。

スタートキーを押してください。送信のための

動作を開始します。

たくさんの相手先に送信する（順次同報送信）

1

2222 3333
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
複数の相手先と順次連続した通信（同報送信やポーリング受信など）

が行われているときや、既にメモリに送信予約された原稿があると

きでも、手持ちの原稿を割り込ませて先に送信させることができま

す。

※割込送信は、1 宛先に送信する場合にのみ可能です。

※送信予約や時刻指定された通信などがすでに 50 件分ある場合、割

込送信を行うことはできません。

※割込操作のタイミングによっては、現在行われている送信のすぐ

後に割り込めない場合があります。

※割込送信を中止する場合は、セットした原稿を取り除いてくださ

い。

※割込送信の待機中に送信を中止するときは、P3-5、＜ダイレクト

送信予約の待機中に送信を中止するとき＞を参照して操作を行っ

てください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

“ メモリ送信 ”キーを押して、“ダイレクト送信 ” を
表示させてください。

原稿送り装置またはコンタクトガラス上に原稿

をセットしてください。

※コンタクトガラスに原稿をセットしたとき

は、原稿１枚ごとに読み込みの継続の選択を

行う必要があります。(P2-5 参照 )

相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先番号の入力にはテンキーによるダイヤ

ル、ワンタッチキーによるワンタッチダイヤ

ル、チェーンダイヤルの他、短縮ダイヤル、

宛先帳も使用することができます。

スタートキーを押してください。原稿は原稿送

り装置上またはコンタクトガラス上で待機中と

なります。そして現在行われている通信が終了

すれば、機械は送信を開始します。

別の原稿を優先して送信する（割込送信）

1

2222

3333

4444
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
通信を開始する時刻をあらかじめセットしておくと、指定の時刻がく

れば機械が自動的に通信を行う機能です。時刻指定通信は、順次同報

送信などの各種機能通信とも併用することができます。ここでは、1 宛

先に開始時刻を指定して原稿を送信する方法をご紹介します。

注意：通信開始時刻は本機に設定されている時刻に基づいて行います。

あらかじめ設定時刻を確認してください。

※開始時刻を指定した場合、ダイレクト送信モードが設定されている

場合でも、送信はメモリ送信で行われます。

※時刻の指定は、00：00 ～ 23：59 までの 1 分単位で行うことができま

す。

※送信予約、割込通信と合わせて最大 50 件まで時刻指定通信を行うこ

とができます。

※指定時刻が同じ通信予約が 2 つ以上ある場合、原則的には予約が行われたもの順に通信が開始されますが、予約順

が逆でも、単一相手先への通信は複数相手先への通信よりも優先して先に行われます。

※待機通信の中止や予約した内容の変更を行うことができます。（P3-12、「予約中の原稿を編集する（メモリ編集）」

参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

原稿送り装置またはコンタクトガラスに原稿を

セットしてください。

※コンタクトガラスに原稿をセットしたとき

は、原稿 1 枚ごとに読み込みの継続の選択を

行う必要があります。（P2-5 参照）

相手先のファクス番号を入力してください。

※テンキー、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤ

ル、チェーンダイヤル、宛先帳が使用できま

す。

※ワンタッチダイヤル、チェーンダイヤルで

ファクス番号を入力したときは、“ 送信設定 ”
キーを押してください。

“ 時刻指定 ” キーを押してください。

“ する ” キーを押すと、時刻の設定画面が表示さ

れます。

送信開始時刻をテンキーで入力してください。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 閉じる ” キーを押してください。

スタートキーを押してください。機械は原稿を

メモリへ読み込み、指定時刻になると送信を開

始します。

※タイマー予約レポート出力の設定が“ON”に設

定されているときは、タイマー予約レポート

が出力されます。（P7-1 参照）

指定の時間に送信する（時刻指定通信）

1

2222

3333

4444

5555

6666

7777
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
チェーンダイヤルとは、ワンタッチキーに登録済みの番号（チェーン

番号）を相手先のファクス番号の前につなげてダイヤルする機能です。

［例］チェーンダイヤルとしてワンタッチキーに “0120” が登録されてい

て、0120-XX-XXXX とダイヤルするとき

ワンタッチキー（“0120” が登録されている）を押し、テンキーで

“XXXXXX” と入力してください。

※チェーンダイヤルは、相手先番号入力時の先頭で一度だけ使用でき

ます。

※チェーンダイヤルは順次同報送信などの各種機能通信の相手先番号入力にも使用できます。

※チェーンダイヤルとグループダイヤルは併用できません。

登録のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。ダイヤル登

録に替わります。

画面上で未登録のワンタッチキーを押してくだ

さい。

※未登録のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

“ チェーン ” キーを押してください。

テンキーでチェーン番号を入力してください。

（最大 32 桁）

※“ ← ”、“ → ” キー：カーソルの移動

“ 削除 ” キー：カーソル上の文字を削除（カー

ソルが最後尾にあるときは前の文字を削除）

“ スペース ” キー：スペースを入れる

“ ポーズ ” キー：ダイアルの間にポーズ（-）を

入れる

登録したダイヤルとテンキー入力でダイヤル（チェーンダイヤル）

1

2222

3333

4444

5555
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
“ 次へ ” を押してください。

チェーン名称を入力してください。（最大 20 文

字）

※文字の入力のしかたは、P2-10、「文字を入力

する」参照してください。

登録内容を確認してください。変更するとき

は、各種の設定キーを押して変更してくださ

い。

※“ 検索文字 ” は相手先名称の頭文字が表示さ

れ、宛先帳で検索する際に使用します。変更

する場合はこのキーを押してください。

登録を確定するときは“確定”キーを押してくだ

さい。

手順 3 に戻ります。別のチェーンダイヤルの登

録を行うときは、3 ～ 9 を繰り返してください。

登録を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

登録内容の変更と削除のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。

変更または削除するワンタッチキーを押してく

ださい。

※目的のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

登録内容を変更するときは “ 内容変更 ” キーを、

削除するときは “ 削除 ” キーを押してください。

変更するときは手順 6、削除するときは次の手

順に進んでください。

6666

7777

8888

9999

10101010

1

2222

3333

4444
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
＞チェーンダイヤルを削除するとき

“ はい ” キーを押してください。

手順 3 に戻ります。その他のチェーンダイヤル

の削除を行うときは手順 3 ～ 5 を繰り返してく

ださい。削除を終了するときはリセットキーを

押してください。

＞登録内容を変更するとき

短縮番号（選択されたワンタッチキーの表示番

号）を変更するときは “ 短縮番号 ” キーを押して

ください。その他の項目の変更を行うときは、

それぞれのキーを押してください。変更の方法

は P3-9、「登録のしかた」を参照してください。

登録されていないワンタッチキーの短縮番号

（001 ～ 600）を入力してください。

※3 桁の数字が入力されると “ ＋ ” キーまたは

“ － ” キーで数字を変えることができます。

“ 閉じる ” キーを押してください。

全ての項目の変更が終了したら、“ 確定 ” キーを

押してください。

手順 3 に戻ります。その他のワンタッチキーの

変更を行うときは手順 3 ～ 9 を繰り返してくだ

さい。変更を終了し、初期モードに戻るときは

リセットキーを押してください。

使いかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

原稿をセットしてください。

チェーンダイヤルが登録されているワンタッチ

キーを押してください。

相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先番号の入力には、テンキーによるダイ

ヤル、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、

または宛先帳を使用することもできます。

※番号を入力すると、電話番号表示部に選択さ

れたチェーン名称と後から入力した番号や名

称だけが表示されます。

※テンキーで入力している途中にストップ / ク
リアキーを押すと、番号を最初から入力しな

おすことができます。

スタートキーを押してください。機械は通信の

ための動作を開始します。

5555

6666

7777

8888

9999

1

2222

3333

4444
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
メモリ内で待機中の通信に関して、予約内容の変更や予約された通信の中止を行うことができます。また、その他に

も送信待ちの原稿を出力させたり、指定時刻を待たずに通信をすぐに開始させたりすることなどもできます。

※操作の途中で通信が始まると各操作はできなくなります。

通信原稿の印字のしかた

メモリ内で待機中の送信原稿を確認したいとき、その

原稿を出力させることができます。

※原稿を出力させても送信は予定どおり行われます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ 通信予約状況 ” キーを押してください。

予約されている通信の内容が 1 通信づつ表示さ

れます。

目的の通信を“▲”キーまたは“▼”キーを押して

選択してください。

“ 内容印字 ” キーを押してください。

“ はい ” キーを押してください。原稿が出力され

ます。

予約中の原稿を編集する（メモリ編集）

1

2222

3333

4444

5555
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
通信の即時実行のしかた

メモリ内で待機中の通信を、指定時刻を待たずにすぐ

に開始させることができます。

※リダイヤル待機中の原稿を即時送信させることもで

きます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

P3-12、「通信原稿の印字のしかた」の手順 1 ～

3 を行ってください。

“ 即時通信 ” キーを押してください。

“ はい ” キーを押してください。すぐに通信のた

めの動作を開始します。

通信の削除のしかた

通信予約されたメモリ内の待機通信を削除することが

できます。

※メモリ内で転送待機中の通信を削除することはでき

ません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ 通信予約状況 ” キーを押してください。

予約されている通信の内容が 1 通信づつ表示さ

れます。

目的の通信を“▲”キーまたは“▼”キーを押して

選択してください。

“ 削除 ” キーを押してください。

1

2222

3333

1

2222

3333

4444
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
“ はい ” キーを押してください。通信を削除し、

初期モードに戻ります。他の通信を削除すると

きは手順 1 ～ 5 を繰り返してください。

通信内容の変更のしかた

メモリ内に保持（記憶）されている通信の内容につい

て、時刻の変更や宛先の変更追加及び削除を行うこと

ができます。変更方法は、送受信の各機能通信を利用

する場合などによって異なります。

ここでは、順次同報送信の場合を例にあげて説明を行

います。その他の機能通信の予約内容を変更する場合

は、下記の操作説明を参考にしながら、メッセージ表

示の指示にしたがって行ってください。

※ポーリング送信やリダイヤル待機中の通信について

は、内容の変更を行うことはできません。また、

Network FAX 機能（オプション）での送信、順次同

報送信、F コード送信の内容の変更はできません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ 通信予約状況 ” キーを押してください。

予約されている通信の内容が 1 通信づつ表示さ

れます。

目的の通信を“▲”キーまたは“▼”キーを押して

選択してください。

5555

1

2222

3333
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
“ 変更追加 ” キーを押してください。

指定した時刻の変更を行うときは “ 時刻指定 ”
キーを相手先の変更を行うときは “ ” キーを押

してください。“ 時刻指定 ” キーを押したときは

次の手順へ “ ” キーを押したときは手順 8 に進

んでください。

＞指定した時刻を変更するとき

テンキーで開始時刻を入力してください。

※修正するときは “ ” キーまたは “ ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 閉じる ” キーを押してください。手順 5 に戻り

ます。相手先の変更を行うときは “ ” キーを押

してください。変更しないときは手順 16 に進

んでください。

＞相手先を変更するとき

現在の設定されている内容が表示されます。

・削除する場合はそのワンタッチキー（複数可

能）を押して次の手順に進んでください。

・追加する場合は“追加”キーを押して手順11に
進んでください。

・変更する場合はそのワンタッチキーを押して

手順 13 に進んでください。

●削除

“ 削除 ” キーを押してください。

“ はい ” キーを押してください。手順 8 に戻りま

す。その他の変更、削除、追加が可能です。手

順 8 ～ 15 を繰り返してください。その他の変

更を行わない場合は“閉じる”キーを押して手順

16 に進んでください。

●追加

相手先のファクス番号を入力してください。

テンキーによるダイヤル、短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、グループダイヤル、チェーン

ダイヤル、宛先帳が使用できます。

※複数の相手先をテンキー入力する場合は、1
つのファクス番号を入力した後に “ 次宛先 ”
キーを押してください。

“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。手順 8
に戻ります。その他の変更、削除、追加が可能

です。手順 8 ～ 15 を繰り返してください。そ

の他の変更を行わない場合は “ 閉じる ” キーを押

して手順 16 に進んでください。

4444

5555

6666

7777

8888

9999

10101010

11111111

12121212
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
●変更

“ 変更 ” キーを押してください。

相手先のファクス番号を変更してください。

テンキーによるダイヤル、短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、グループダイヤル、チェーン

ダイヤル、宛先帳が使用できます。

“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。手順 8
に戻ります。その他の変更、削除、追加が可能

です。手順 8 ～ 15 を繰り返してください。

その他の変更を行わない場合は“閉じる”キーを

押して手順 16 に進んでください。

“ 確定 ” キーを押してください。初期モードに戻

ります。タイマー予約レポートの出力設定が

“ON” に設定されている場合は、タイマー予約レ

ポートが出力されます。(P7-1 参照 )

13131313

14141414

15151515

16161616
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
相手先との回線がつながったことを確認した後、スタートキーを押して送信する方法です。原稿を送信する前に相手

と電話で話したいときや、相手側機がファクスへの切り替えを必要とする場合には、この方法で送信してください。

※相手先と会話をし手動送信を行うためには、本機にオプションのハンドセットあるいは併用電話機（市販品）を接

続することが必要です。

※操作を途中で中止するときは、“ オンフック ” キーを押すか受話器をおいてください。

原稿送り装置に、原稿をセットしてください。

※コンタクトガラスに原稿をセットして手動送

信はできません。

 電話の受話器（またはオプションのハンドセッ

ト）を上げるかオンフックキーを押してくださ

い。

※“オンフック ”キーを押したときは、“オンフッ

ク ” キーが反転表示します。

相手先の番号を入力してください。

相手先のファクスとつながったかどうか確認し

てください。

＞ “ ピー ” という音が聞こえたときは…

相手側はファクスです。

スタートキーを押してください。機械は原稿

の送信を開始します。

＞相手先の話し声が聞こえたときは…

相手側の電話につながっています。

会話が終わったら、スタートキーを押してく

ださい。

機械は原稿の送信を開始します。

※相手先と会話するためには、オプションのハ

ンドセットあるいは併用電話機（市販品）を

接続する必要があります。

画面右下に “ 動作状況 ” が表示されるか、送信が

始まったら、受話器（またはオプションのハン

ドセット）を元に戻してください。

手動で送信する（手動送信）

1

2222

3333

4444

5555
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3 章  ファクスの操作方法 （活用編）
相手先との回線がつながったことを確認した後、スタートキーを押して受信する方法です。原稿を受信する前に相手

と電話で話したいときなどは、この方法で受信してください。

※会話を行うためには、本機にオプションのハンドセットあるいは併用電話機（市販品）を接続することが必要で

す。

※本機の受信モードは、通常 FAX 専用自動受信モードに設定されています。手動受信を行うためには、受信モード

を手動受信モードに変更する必要があります。

●準備事項

※“ 手動受信 ” が表示されているか確認してください。

表示されていないときは、受信モード切替キーを押

して、“ 手動受信 ” キーを押してください。

着信すると接続された電話機（またはオプショ

ンのハンドセット）で呼出音が鳴ります。

電話の受話器（またはオプションのハンドセッ

ト）を上げてください。

相手先のファクスとつながったかどうか確認し

てください。

＞ “ ポーッポーッ ” という音が聞こえたときは…

相手側はファクスです。

スタートキーを押してください。機械は原稿の

受信を開始します。

※トーン信号を出せる電話機を使用されている

ときは、リモート切替機能が使用できます。

（P5-6、「接続した電話機から受信を開始させ

る（リモート切替機能）」参照）

＞相手先の話し声が聞こえたときは…

相手側の電話につながっています。

会話が終わったら、スタートキーを押してくだ

さい。

本機がファクスに切替わったことを相手側に知

らせます。

相手側が送信を行うと、本機は受信を開始しま

す。

画面右下に“動作状況”が表示されるか受信が始

まったら、受話器（またはオプションのハンド

セット）を元に戻してください。

手動で受信する（手動受信）

1

2222

3333

4444
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4 章 こんなときには
メモリを使った送 / 受信を行うと一度画像メモリ内に原稿が蓄積（記憶）されるため、ファクスデータ表示が点灯し

ます。また、コピーモードでコピーを行っているときに代行受信が行われたときもファクスデータ表示は点灯しま

す。

※メモリへの蓄積（記憶）中は、ファクスデータ表示

は点滅します。

電源プラグを抜くときの注意

メモリは原稿データを電気的に記憶していますので、

電源プラグを抜くときはファクスデータ表示が点灯し

ているかどうかを必ず確認してください。原稿がメモ

リの中に蓄積（記憶）されているような場合は、それ

らを全て出力し、ファクスデータ表示が消灯したこと

を確認してから電源を切るようにしてください。

※画像メモリバックアップ機能が働くため、電源断に

なっても約 60 分間（オプションメモリ 8MB 増設時）

は、メモリ内の原稿データを保持しておくことがで

きます。

電源断レポートが出力されるとき

電源が切られることにより原稿や予約されていた通信

などの情報が失われた場合は、再度電源が入ると電源

断レポートが出力されます。失われた情報などは、こ

のレポートで確認してください。

※失われた情報が何もない場合、電源断レポートは出

力されません。

ファクスデータ表示が点灯しているとき
4-1



4 章  こんなときには
異常が発生するとメッセージ表示部にその内容が表示されます。P4-3、「こんな表示が出たときは」を参照して対処し

てください。通信エラーが発生したときは、それを知らせるメッセージとともに受信／送信結果レポートが出力され

アラーム音が鳴ります。受信／送信結果レポートに表記されるエラーコードを確認して P10-13、「エラーコード一覧

表」で内容を確認してください。また、通信管理レポートでもエラーコードを確認することができます。（P6-3、「通

信管理レポートの出力のしかた」参照）

※受信／送信結果レポート（アラーム音を含む）を出力するかどうかは、P7-1、「各種レポートの出力条件を設定す

る（レポート出力設定）」の設定によって異なります。

エラーが発生したとき
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4 章  こんなときには
メッセージ表示部に下記のようなメッセージが出たときは、それぞれの処置方法にしたがって適切な操作あるいは作

業を行ってください。

こんな表示が出たときは

表示内容 処置方法 参照ページ

“ ○○カバーを閉じてください。”
“ カバーを確認してください。”

表示されているカバーが開いています。確実に閉めてください。

＿＿

“ 用紙を補給してください。

（ｎ 段目）”
・カセットに用紙が入っていません。コピー編の使用説明書を参照

して、表示されている段のカセットに用紙を補給してください。

・カセットが正しく挿入されていないときにも表示されます。カ

セットを奥まで確実に押し込んでください。

＿＿

“ 用紙を補給してください。

（サイズ表示）”
・ファクス給紙設定でサイズ固定モードが選択されています。表示

されたサイズの用紙をカセットにセットしてください。

・受信した原稿のサイズとセットされている用紙のサイズが印字不

可能な組み合わせとなっています。受信した原稿と同サイズの用

紙をカセットにセットしてください。

＿＿

“ 受信原稿があります。” カセットに用紙が入っていないため、代行受信が行われました。カ

セットに用紙を補給してください。受信した原稿が出力されます。

また、同時に “ 用紙を補給して下さい（ｎ 段目）” と表示されている

ときは、n 段目に用紙を補給してください。サイズ表示が出たとき

は、表示されたサイズの用紙をカセットにセットしてください。

＿＿

“ トナーを補給してください。” トナーコンテナ内のトナーが残り少なくなっています。コピー編の

使用説明書を参照して早めにトナーコンテナを交換し、同時に廃棄

トナーボックスを交換してください。
＿＿

“ 紙つまりです。” 機械本体で紙詰まりが発生しています。コピー編の使用説明書を参

照して、機内に紙片を残さないように適切に取り除いてください。

また、原稿送り装置で原稿が詰まっています。コピー編の使用説明

書を参照して詰まった原稿を取り除いてください。

処理が終了したら、原稿を全て揃えて再度原稿送り装置にセットし

てください。読み込みが終了している原稿枚数をカウントして、詰

まった原稿から読み込みを再開します。

＿＿

“ メモリーがいっぱいです。” メモリがいっぱいになりました。通信の実行を待つか、通信を削除

してください。

原稿をメモリへ読み込み中にこのメッセージが表示されたときは、

読み込んだ原稿で通信を継続するか選択してください。“ はい ” キー

を押すと通信動作を開始します。“ いいえ ” キーを押すと操作を中止

し初期モードに戻ります。

＿＿

“ サービス担当者に電話してく

ださい。”
サービス担当者によるメンテナンスが必要です。弊社代理店または

お買い上げ店までご連絡ください。このメッセージと同時に Cxxx
の表示が出ているときは、その数字もサービス担当者にお知らせく

ださい。

＿＿
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4 章  こんなときには
“ 定期点検の時期です。” サービス担当者によるメンテナンスが必要です。弊社代理店または

お買い上げ店までご連絡ください。 ＿＿

“ 通信エラーです。” 送信時または受信時に通信上のエラーが発生しました。

通信結果レポートが出力されますので、記されているエラーコード

を元にエラーの内容を確認してください。
10-13

“ ダイヤルできません（電流検

出できません）。”
“ ダイヤルできません（トーン

検出できません）。”

モジュラーコードが電話コンセントあるいは本機の LINE 接続コネ

クタから外れている可能性があります。また、電話回線に問題があ

る可能性があります。電話会社等にご確認ください。 ＿＿

“ 応答がありません。” ダイヤル後、相手に接続できませんでした。相手先を確認してくだ

さい。 ＿＿

“ 暗号鍵が登録されていません。” 暗号登録されたワンタッチダイヤルでダイヤルしたが暗号鍵が削除

されていたため暗号通信ができません。

ワンタッチダイヤルの暗号鍵を確認してください。

5-36
5-43

表示内容 処置方法 参照ページ
4-4



4 章  こんなときには
トラブルが発生した場合は、次のことをお調べいただき、それでもなお異常が見られるときには、弊社代理店または

お買い上げ店までご連絡ください。

「故障かな ?」と思ったら

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ

原稿サイズの誤検知が

たびたびおこる

外光が頭上もしくは頭上の後方から

入射するような場所に本製品を設置

していますか。

本製品を外光が頭上もしくは頭上の

後方から入射するような場所に設置

した場合、光の関係により原稿サイ

ズを誤って検知する場合があります。

弊社代理店またはお買い上げ店にご

相談ください。

＿＿

送信できない モジュラーコードが正しく接続され

ていますか。

モジュラーコードを正しく接続して

ください。
＿＿

“ 通信エラーです ” が表示されていま

せんか。

エラーの原因を除去した上で、もう

一度送信してください。
10-13

パスワードチェック送信を設定して

いませんか。

パスワードチェック送信設定を解除

してください。
＿＿

マルチポート（オプション）を増設

して 1 回線しか使用していないとき、

使用のポートが受信専用ポートに設

定されていませんか。

受信専用ポートを使用のポートから

使用しないポートに変更してくださ

い。
7-13

順次同報送信ができな

い。

メモリがいっぱいになっていません

か。

メモリに空きができてから送信を行

うか、メモリ内に空きを作ってくだ

さい。

2-8
5-14
5-42

暗号ボックスの登録時、

入力したボックス番号

がエラーとなり登録で

きない。

入力したボックス番号が F コード中

継ボックス（または F コード親展

ボックス）のサブアドレスと同じ番

号になっていませんか。

暗号ボックスのボックス番号は F
コード中継ボックスと F コード親展

ボックスのサブアドレスと別のもの

を使用してください。

＿＿

暗号ボックスから出力

できない。

暗号ボックスのボックス番号、ボッ

クス ID 番号は正しいですか。

正しいボックス ID がわからない場合

は、弊社代理店またはお買い上げ店

にご相談ください。

＿＿

暗号通信ができない。 送信側が暗号通信に使用するワン

タッチダイヤルは、受信側との取り

決めどおり正しく登録されています

か。

送信側、受信側の両者で登録内容を

もう一度確認してください。 2-19

受信側が使用する暗号ボックスは、

送信側との取り決めどおり正しく登

録されていますか。

送信側、受信側の両者で登録内容を

もう一度確認してください。 5-38

使用する暗号鍵は正しいですか。 送信側、受信側の両者で登録内容を

もう一度確認してください。

5-36
5-43

リモート切替機能が使

用できない。

ダイヤル（パルス）回線を使用して

いませんか。

電話機によっては　ボタン等でトー

ン信号を送出できる場合があります。

電話機の使用説明書を参照してくだ

さい。

＿＿

リモート切替番号は正しいですか。 登録内容を確認してください。

（初期設定：55）
5-6
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4 章  こんなときには
受信したが、印字出力

されず、メモリにもな

い。

メモリ転送がセットされていません

か。

転送先を確認してください。
5-24

受信できない。 モジュラーコードが正しく接続され

ていますか。

モジュラーコードを正しく接続して

ください。
＿＿

“ 通信エラーです ” が表示されていま

せんか。

エラーの原因を除去した上で、もう

一度相手先から送信してもらってく

ださい。

10-13

パスワードチェック受信を設定して

いませんか。

パスワードチェック受信設定を解除

してください。
5-35

代行受信できない。 メモリがいっぱいになっていません

か。

メモリに空きができてから受信を行

うか、メモリ内に空きを作ってくだ

さい。

2-8
5-14
5-42

ポーリング受信ができ

ない。

相手側機でポーリング送信操作が正

しくおこなわれていますか。

相手側機を確認してください。
＿＿

F コード中継同報指示送

信ができない。

相手側中継機は同様の F コード中継

機能を有していますか。

相手側中継機が同様の F コード中継

機能を有していない場合、F コード

中継同報指示送信は行えません。相

手側機を確認してください。

＿＿

相手側中継機で原稿受渡しボックス

(F コード中継ボックス ) が登録され

ていますか。

相手側機を確認してください。

＿＿

入力したサブアドレスや Ｆ コードパ

スワードは中継機で登録されている

F コード中継ボックスのサブアドレ

スやパスワードと一致していますか。

入力内容に誤りがない場合は、相手

先に問い合わせてください。
＿＿

相手側中継機のメモリがいっぱいに

なっていませんか。

相手側機を確認してください。
＿＿

F コード親展ボックス

（または F コード中継

ボックス）の登録時、

入力したサブアドレス

がエラーとなり、登録

できない。

登録されている暗号ボックスのボッ

クス番号と入力したサブアドレスが

同じ番号になっていませんか？

F コード親展ボックス（または F
コード中継ボックス）のサブアドレ

スと暗号ボックスのボックス番号は

同じ番号で登録できません。登録す

る番号を変更してください。

＿＿

Ｆ コード親展送信がで

きない。

相手側機は同様の Ｆ コード親展通信

機能を有していますか。

相手側機が同様の Ｆ コード親展通信

機能を有していない場合、Ｆ コード

親展通信は行えません。相手側機を

確認してください。

＿＿

相手側機で原稿受渡しボックス (Ｆ
コード親展ボックス ) が登録されて

いますか。

相手側機を確認してください。

＿＿

入力したサブアドレスや Ｆ コードパ

スワードは正しいですか。

入力内容に誤りがない場合は、相手

先に問い合わせてください。
＿＿

相手側機のメモリがいっぱいになっ

ていませんか。

相手側機を確認してください。
＿＿

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ
4-6



4 章  こんなときには
Ｆ コード親展ボックス

から出力できない。

入力した Ｆ コード親展ボックスのサ

ブアドレスや Ｆ コードパスワードは

正しいですか。

Ｆ コード親展ボックスの登録内容を

確認してください。 5-11

F コード掲示板受信がで

きない。

相手側機は同様の F コード掲示板通

信機能を有していますか。

相手側機が同様の F コード掲示板通

信機能を有していない場合、F コー

ド掲示板受信は行えません。相手側

機を確認してください。

＿＿

相手側機で原稿受渡しボックス（F
コード親展ボックス）が登録されて

いますか。

相手側機を確認してください。

＿＿

入力したサブアドレスや F コード通

信パスワードは正しいですか。

入力内容に誤りがない場合は、相手

先に問い合わせてください。
＿＿

F コード親展ボックスへ

入力できない。

入力した F コード親展ボックスのサ

ブアドレスは正しいですか。

F コード親展ボックスの登録内容を

確認してください。
5-11

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ
4-7



4 章  こんなときには
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5 章 ファクスの操作方法

（応用編）
1 回線で電話とファクスの両方を使用するときに便利な受信方法です。ファクス原稿が送られてくれば自動的に受信

を行い、相手先が電話のときは本機で呼出音が鳴り、応答を促します。

※FAX/TEL 自動切替受信を行うためには、本機にオプションのハンドセットあるいは併用電話機（市販品）を接続す

ることが必要です。

※電話機で呼出音が設定回数分鳴った後は、受信側が応答しない場合でも発信側に電話料金がかかります。

［受信の流れ］

●準備事項

※P7-8、「受信方法を設定する（受信モード設定）」を

参照して、“FAX/TEL 自動切替 ” を選択してくださ

い。

※ダイヤルイン設定（P5-5 参照）が “ON” に設定されて

いるときは、FAX/TEL 自動切替受信は使用できませ

ん。“OFF” に設定してください。

※基本画面で “ 自動受信 ” が表示されていることを確認

してください。表示されていないときは、受信モー

ド切替キーを押して、“ 自動受信 ” を押してください。

まず接続された電話機（またはオプションのハ

ンドセット）で呼出音が鳴ります。

※呼出音が鳴る回数は変更することができま

す。（P7-4、「呼び出しベルの回数を設定する

（ベル回数設定）」参照）

応答してください。

ファクスと電話を自動で切り替える（FAX/TEL 自動切替受信）

1

2222
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
＞相手先が電話のとき

(1) 本機で呼出音が鳴り、応答を促します。30 秒間以内

に電話の受話器を上げてください。

※30 秒間以内に受話器（またはオプションのハンド

セット）を上げない場合、ファクスの受信に切り

替わります。

(2) 会話をしてください。

※会話終了後に手動で受信することもできます。

（P3-18、「手動で受信する（手動受信）」参照）

＞相手先がファクスのとき

ファクスの受信を開始します。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
留守番電話機とファクスを併用するときに便利な方法です。ファクス原稿が送られてくれば自動的に受信を行い、相

手先が電話のときは接続された留守番電話機の機能にしたがうため、不在の場合には相手先からのメッセージを留守

番電話に残すことができます。

※FAX/ 留守番電話自動切替受信を行うためには、本機に留守番機能付電話機（市販品）を接続することが必要です。

※応答メッセージ等は、各留守番電話機の使用説明書を参照してください。

※留守番電話機側で設定する呼出音の回数は、本機で設定する呼出音の回数より少なく設定してください。

※FAX/ 留守番電話自動切替受信機能の使用時、相手先からの電話がつながってから、1 分間経過するまでの間に 30 秒以上無

音状態が続くと、本機の無音検出機能が働き、ファクス受信に切り替わってしまうことがありますのでご注意ください。

［受信の流れ］

●準備事項

※ダイヤルイン設定（P5-5 参照）が “ON” に設定されて

いるときは、FAX/ 留守番電話自動切替受信は使用で

きません。“OFF” に設定してください。

※基本画面で“留守番電話接続”が表示されていることを確認

してください。表示されていないときは、受信モード切替

キーを押して、“ 留守番電話接続 ” を押してください。

 接続された電話機で設定された回数の呼出音が

鳴ります。

※呼出音が鳴る回数は変更することができま
す。（P7-4、「呼び出しベルの回数を設定する

（ベル回数設定）」参照）
※電話機で呼出音が鳴っているときに受話器を上げ

た場合は、手動受信のときと同じ状態になりま
す。（P3-18、「手動で受信する（手動受信）」参照）

留守番電話機が応答します。

＞相手先は電話だが不在のとき

留守番電話機から応答メッセージが流れ、用件録音を

開始します。

※録音中に無音状態が 30 秒間続くとファクスの受信に

切り替わります。

＞相手先がファクスのとき

ファクスの受信を開始します。

ファクスと留守番電話を自動で切り替える（FAX/ 留守番電話自動切替受信）

1

2222
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
NTT のダイヤルインサービスを利用することにより、1 回線で電話とファクスとの併用を可能にする機能です。

ダイヤルインサービスでは、契約時に NTT から電話用とファクス用の 2 つの番号が与えられます。相手先に対して、

電話用とファクス用にそれぞれ別の番号を伝えておけば、相手側では、電話をかけるときは電話用の番号を使い、

ファクスを送るときはファクス用の番号を使います。

本機側では、それらの番号を事前に電話用とファクス用に登録しておくため、電話かファクスかを区別して受信する

ことができます。

※ダイヤルインサービスのサービス内容や契約方法については、NTT の営業窓口にお問い合せください。また、サー

ビスをお受けになるときは、ダイヤルイン番号を 4 桁送出でお申し込みください。

※FAX/TEL 自動切替受信や FAX/ 留守番電話自動切替受信との併用はできません。

※電話を受けるためには、オプションのハンドセットあるいは併用電話機（市販品）を接続することが必要です。

［受信の流れ］

ダイヤルイン FAX/TEL 番号の登録のしかた

NTT からファクス用として与えられた番号（4 桁）を

ダイヤルイン FAX 番号として登録してください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤルイン ” キーを押してください。

テンキーで FAX 番号（4 桁）を入力してくださ

い。

“TEL 番号 ” キーを押して、テンキーで電話番号

（4 桁）を入力してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。設定を終了するときはリセットキーを押し

てください。

ファクス番号と電話番号を使い分ける（ダイヤルイン）

1

2222

3333

4444

5555
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
ダイヤルイン設定のしかた

NTT のダイヤルインサービスを利用するときは、この

設定を行ってください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“ダイヤルイン ”
を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

ダイヤルインを行うときは“ON”キーを行わない

ときは “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

1

2222

3333

4444

5555

6666
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
接続された電話機からの操作で、ファクスの受信を開始させることができます。本機と電話機（市販品）を離れた場

所に設置して併用するときに便利な機能です。

接続された併用電話機からの操作ファクスの受信を開始させるときは、下記の操作を行ってください。

※リモート切替を行うためには、トーン信号を送出できる併用電話機（市販品）を本機に接続することが必要です。

ただし、トーン信号を発信することができる電話機でも、種類によってはこの機能をうまく使用できない場合があ

ります。詳しくは弊社代理店またはお買い上げ店までご連絡ください。

リモート切替ダイヤルの登録のしかた

リモート切替ダイヤルは、工場出荷時設定で “55” に設

定されていますが、変更することもできます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ リモート切替ダイヤル ” キーを押してくださ

い。ダイヤル登録に替わります。

テンキーで、新たに登録する番号を 2 桁で入力

してください。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

※このときストップ / クリアキーを押すと、表

示されている番号はクリアされ、“00” となり

ます。

“ 確定 ” キーを押してください。リモート切替ダ

イヤルの登録が終了します。

登録を終了するときは、リセットキーを押して

ください。

使いかた

接続された電話機からの操作でファクスの受信を開始

させるときは、下記の操作を行ってください。

 接続された電話機で呼出音が鳴ります。

電話機の受話器を上げてください。

受話器からファクスの発信音が聞こえたら、2
桁のリモート切替ダイヤルを電話機側のダイヤ

ルボタンで入力してください。

※工場出荷時設定では、リモート切替ダイヤル

（2 桁）は “55” に設定されています。

回線は機械本体側に切り替わり、受信が開始さ

れます。

接続した電話機から受信を開始させる（リモート切替機能）

1

2222

3333

4444

5555

1

2222

3333

4444
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
ポーリング通信とは、送信側の操作で機械に送信を開始させるのではなく、受信側からの操作で送信側に送信を開始

させる通信方法です。受信側は自分の都合に合わせて原稿を受け取ることができます。

本機では、ポーリング送信とポーリング受信ができます。

※この通信は、受信側から送信側にダイヤルし操作を行うため、電話料金は通常受信側の負担になります。

ポーリング送信のしかた

ポーリング送信用として原稿をメモリに読み込ませて

おき、相手先からのポーリング受信要求があると自動

的に送信を行う機能です。

※ポーリング送信は、ダイレクト送信モードが設定さ

れている場合であっても、全てメモリ送信で行われ

ます。

※相手先からポーリング送信要求があるまでは、送信

する原稿を後から追加、上書きすることができます。

※掲示板機能と合わせて使用すると、不特定多数の相

手先に同じ原稿を何度でもポーリング送信すること

ができます。（P7-3、「掲示板機能の設定をする（掲

示板設定）」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

原稿をセットしてください。

※コンタクトガラスに原稿をセットしたとき

は、原稿 1 枚ごとに原稿読み取り継続の操作

を行う必要があります。（P2-5 参照）

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ ポーリング送信 ” キーを押してください。

ポーリング送信の原稿を初めて記憶させるとき

は次の手順に進んでください。

ポーリング送信の原稿追加、上書きを行うとき

は、手順 6 に進んでください。

＞原稿を初めて記憶させるとき

相手先を限定する場合は、テンキーを使って 4
桁のポーリング ID（相手機側の自局 ID 番号）

を入力してください。

※相手先を限定しない場合は、入力は不要で

す。

※“0000” 以外のポーリング ID を指定する相手

先の限定は、同機能を有する弊社ファクス間

でのみ可能です。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 8 に進んで

ください。

＞原稿を追加、上書きするとき

すでに記憶させている原稿に追加する場合は

“追加 ”キーを、上書きするときは “上書き ”キー

を押してください。

相手の操作で通信を開始する（ポーリング通信）

1

2222

3333

4444

5555

6666
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ 確定 ” キーを押してください。

上書きを選択したときは、手順 4 に戻ります。

必要に応じて送信条件を選択してください。

※オプションの両面原稿送り装置を設置してい

て、両面原稿を使用するときは “ 両面送信 ”
キーを押してください。設定のしかたは

P3-1、「両面原稿を送信する（両面送信）」を

参照してください。

スタートキーを押してください。原稿はメモリ

に読み込まれ、送信待機状態になります。

ポーリング受信のしかた

受信側から相手先にダイヤルを行い、送信側にセット

してある原稿を自動的に送信させる機能です。複数の

相手先を指定した場合には順次ダイヤルと受信を繰り

返します。受信側の都合に合わせて送信させる時刻を

指定することもできます。

※複数の相手先番号のすべてを短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、グループダイヤルのいずれかに

よって入力する場合は、１回の操作で最大 300 ケ所

の相手先から原稿を受信することができます。ただ

し、暗号通信用として登録した短縮ダイヤルやワン

タッチダイヤルは使用できません。

※ポーリング受信を行うためには、相手先があらかじ

めポーリング送信操作を行っている必要があります。

（P5-7、「ポーリング送信のしかた」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ ポーリング受信 ” キーを押してください。

相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先番号の入力にはテンキーによるダイヤ

ル、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グ

ループダイヤル、チェーンダイヤル、宛先帳

を使用することができます。

開始時刻を指定したい場合は、“ 時刻指定 ” キー

を押してください。指定しない場合は手順 8 に

進んでください。

“ する ” キーを押してください。時刻入力画面が

表示されます。

開始時刻をテンキーで入力してください。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 閉じる ” キーを押してください。

スタートキーを押してください。受信のための

動作を開始します。

※開始時刻を指定したときは、指定時刻になる

と受信を開始します。

7777

8888

9999

1

2222

3333

4444

5555

6666

7777

8888
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
F コード通信とは、他社機でも採用されている F コードと呼ばれる番号や文字列を付加してやりとりを行う通信をい

います。F コードを使用することにより、本来弊社機間でしか行えなかった親展通信や中継同報送信が他社機との間

でも可能になります。

本機の F コード通信では、F コードボックス（F コード親展ボックス、F コード中継ボックス）を使って、相手機と

原稿の受け渡しを行います。その際、F コードボックスやパスワードを指定するために F コード（本機ではサブアド

レスとパスワード）を使います。

本機では、他社機との間で親展通信や中継同報送信を行う機能が用意されています。もちろん同様の F コード通信機

能が備わった弊社機間でも可能です。

※F コード通信を行うためには、相手機にも同様の F コード通信機能が備わっている必要があります。

※F コードを使った通信は、各種機能通信とも併用することができます。また、サブアドレスや F コードパスワード

をワンタッチダイヤルにあらかじめ登録しておくと、通信開始時にそれらの入力を省略することができます。詳し

くは、各通信方法や登録方法の手順内の記述を参照してください。

F コードについて

本機では、サブアドレスと F コードパスワードが F
コードにあたります。

●サブアドレス

F コード親展送信や Ｆ コード中継同報送信を行うとき

に送信側で、F コード掲示板受信を行うときに受信側

で入力します。サブアドレスは、相手機側に設定され

た F コード親展ボックスまたは F コード中継ボックス

を指定するために使われます。

サブアドレスの有効桁数は相手機によって異なります。

有効桁数内で番号が一致しないと、相手機との F コー

ド通信は成立しません。実際に F コード通信を行うと

きは、事前に相手側に確認してください。本機では、

サブアドレスは 0～ 9までの数字と “＃ ”、“＊ ”を使って

20 桁まで入力することができます。

本機間で F コード親展通信や F コード中継同報送信を

行うときは、入力したサブアドレスの下 4 桁と相手機

側で設定された 4 桁のサブアドレスが一致する必要が

あります。

● F コードパスワード

F コード親展送信や F コード中継同報送信を行うとき

に送信側で入力します。F コードパスワードは、相手

機に設定された F コード親展ボックスまたは F コード

中継ボックスのパスワードを指定するために使われま

す。F コードパスワードの有効桁数は相手機によって

異なります。有効桁数内で F コードパスワードが一致

しないと、相手機との F コード通信は成立しません。

実際に F コード通信を行うときは、事前に相手側に確

認してください。本機では、F コードパスワードは 0
～ 9 までの数字と “ ＃ ”、“ ＊ ” の文字を使って 20 桁まで

入力することができます。

※本機に F コード親展ボックスが設定されていて受信

側になるときは、送信側で F コードパスワードを入

力しなくても F コード通信は成立します。F コード

中継ボックスの場合、送信側で F コードパスワード

の入力が必要になります。

※F コード親展ボックスから原稿を取り出す掲示板受

信で、本機が送信側になるとき、F コード親展ボッ

クスのパスワードを “0000” で登録した場合は、受信

側が入力する F コードパスワードを省略することが

できます。

F コードを使って通信する（F コード通信）
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
F コードボックスについて

F コードを使った通信では、他社機間でも親展通信や

中継同報送信のような通信を行うことができます。そ

れを実現するために、事前にメモリ内に仮想のボック

スを作っておき、そのボックスを使って相手先と原稿

の受け渡しを行います。この原稿受け渡しのための仮

想ボックスを本機の F コード親展通信では F コード親

展ボックス、Ｆ コード中継同報送信では F コード中継

ボックスとよびます。

これらのボックスは、サブアドレスと F コードパス

ワードを使って登録します。サブアドレスは、ボック

ス番号を指定するためのもので、本機では、“0000” ～

“9999” までの 4 桁の数字を使って登録します。

F コードパスワードは、ボックスから原稿を引き出す

際に必要となります。本機では、0 ～ 9 までの数字と

“ ＃ ”、“ ＊ ” の文字を使って 4 桁で登録します。

※F コード親展ボックスは 100 個と F コード中継ボッ

クスは 15 個まで登録できます。（P5-11、「F コード親

展ボックスの登録のしかた」、P5-19、「F コード中継

ボックスの登録のしかた」参照）

※登録した F コード親展ボックスと F コード中継ボッ

クスのボックス番号や F コードボックスへの原稿の

蓄積情報は、それぞれ F コード親展ボックスリスト

と F コード中継ボックスリストを出力すれば確認す

ることができます。（P5-15、「F コード親展ボックス

リストの出力のしかた」、P5-23、「F コード中継ボッ

クスリストの出力のしかた」参照）
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
親展通信は機密文書など他人には見られたくない原稿を誰にも見られずに受信できる通信方法です。

F コード親展通信では、受信側の F コード親展ボックスを使って機密文書などの受け渡しを行います。

※F コード親展送信を行うときは、送・受信側で F コード通信機能および親展通信機能を備えていることが必要で

す。

F コード親展ボックスの登録のしかた

新たに F コード親展ボックス登録を行うときは、以下

の手順にしたがって操作を行ってください。

※F コード親展ボックスは最大 100 個まで登録できま

す。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“BOX” キーを押してください。ボックス登録に

替わります。

“Ｆ コード親展 BOX” キーを押してください。

未登録のキーを押してください。

※登録されているキーにはサブアドレスの番号

が表示されます。

サブアドレス（4 桁）として登録する番号をテ

ンキーで入力してください。

“ パスワード ” キーを押して、F コードパスワー

ド（4 桁）として登録する番号をテンキーで入

力してください。

※F コードパスワードを “0000” で登録したとき

は、F コードボックスからの出力時に F コー

ドパスワードのチェックが行われません。

親展で通信する（F コード親展通信）

＜注意＞

F コード親展ボックスを登録する際、すでに暗号

ボックスのボックス番号や F コード中継ボックスの

サブアドレスに使用されている番号をサブアドレス

としては登録できません。

※F コードパスワードがわからなくなると、F コー

ド親展ボックスに入っている原稿を出力したり、

F コード親展ボックス自体を削除することができ

なくなります。F コードパスワードの取扱いには

充分ご注意ください。

1

2222

3333

4444

5555

6666
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
プリンタ／スキャナキット（オプション）を装

着して NW-FAX 受信をする場合は、“ する ” キー

を押してください。

装着していない場合は次の手順に進んでくださ

い。

“ 確定 ” キーを押してください。

手順 4 に戻ります。その他の Ｆ コード親展

ボックスを登録するときは手順 4 ～ 8 を繰り返

してください。

終了するときはリセットキーを押してくださ

い。

F コード親展ボックスの登録内容の変
更 / 削除のしかた

F コード親展ボックスの F コードパスワードやサブア

ドレスを変更したり、F コード親展ボックス自体を削

除するときは以下の手順で行ってください。

※F コード親展ボックスの変更、削除には F コードパ

スワードの入力が必要です。

※原稿が入っている F コード親展ボックスは削除でき

ません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

P5-11、「F コード親展ボックスの登録のしかた」

の手順 1 ～ 3 を行ってください。

目的のサブアドレスが表示されたキーを押して

ください。

登録された F コードパスワード (4 桁 ) を入力し

てください。

“ 確定 ” キーを押してください。

F コード親展ボックスを削除するときは、“ 削除 ”
キーを押して次の手順に進んでください。

登録内容を変更するときは、“ 内容変更 ” キーを

押して手順 7 に進んでください。

7777

8888
1

2222

3333

4444

5555
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
＞ F コード親展ボックスを削除するとき

 “ はい ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

終了するときはリセットキーを押してくださ

い。

＞登録内容を変更するとき

P5-11、「F コード親展ボックスの登録のしかた」

の手順を参照して内容を変更してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

終了するときはリセットキーを押してくださ

い。

F コード親展送信のしかた

相手機に設定された F コード親展ボックスに原稿を送

信する場合、送信側では下記の手順にしたがって操作

を行ってください。

※開始時刻を指定した場合、ダイレクト送信はできま

せん。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

原稿をセットしてください。

テンキーを使って、相手先のファクス番号を入

力してください。

※相手先番号の入力には F コード通信用に登録

したワンタッチダイヤルを使用することもで

きます。またその場合には、スタートキーを

押してください。送信のための動作を開始し

ます。

6666

7777

8888

＜前提条件＞

●送信側では…

相手先で登録されている原稿受渡しボックス（本機

では F コード親展ボックスと呼ぶ）の番号（本機で

は 4 桁のサブアドレス）と F コードパスワードを入

力する必要があるため、それらを事前に知っている

必要があります。

●受信側では…

F コード通信機能を伴った同様の親展通信機能を相

手機が備えていることが必要です。原稿受渡しボッ

クス（本機では F コード親展ボックス）を登録し、

その番号（本機では 4 桁のサブアドレス）を送信側

に伝えておく必要があります。原稿受渡しボックス

に受信した原稿はそのボックス番号とパスワードを

入力して出力します。（P5-14、「F コード親展ボック

スからの出力のしかた」参照）

1

2222
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“F コード ” キーを押してください。

“ する ” キーを押してください。

テンキーを使ってサブアドレスを入力してくだ

さい。

※サブアドレスは、相手先の原稿受渡しボック

ス（F コード親展ボックス）を指定するため

に必要です。0 ～ 9 の数字と “ ＊ ”、“ ＃ ” の文

字を使って最大 20 桁まで入力できます。

※“←”キーまたは“→”キーでカーソルを移動さ

せることができ、“ 削除 ” キーで入力をクリア

することができます。

“ パスワード ” キーを押してください。

テンキーを使って F コードパスワードを入力し

てください。

※0 ～ 9 の数字と “ ＊ ”、“ ＃ ” の文字を使って最

大 20 桁までで入力してください。

※F コードパスワードは、相手先との取り決め

上、不要な場合は入力する必要はありませ

ん。

“ 閉じる ” キーを押してください。手順 2 に戻り

ます。その他、送信条件を変更したり、時刻指

定などができます。

スタートキーを押してください。送信のための

動作を開始します。

F コード親展ボックスからの出力のしかた

相手先から自機の F コード親展ボックスへ送られた原

稿は、下記の出力操作を行って出力してください。出

力が正常に行われると、F コード親展ボックス内の原

稿データは消去されます。

また、F コード掲示板通信で本機が送信側となる場合

に、F コード親展ボックスに入力した原稿を消去する

ときも、F コード親展ボックスから原稿を出力すれば、

F コード親展ボックス内の原稿データは消去されます。

※F コード親展ボックスの登録時に F コードパスワー

ドを “0000” で登録したときは、F コード親展ボック

スからの出力操作時に F コードパスワードの入力が

不要です。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“F コード親展 BOX 出力 ” キーを押してくださ

い。

反転しているキーを押してください。反転して

いないキーには原稿はありません。

※ F コードパスワードが “0000” の場合には次の

手順に進んでください。

“0000”以外の場合は手順 5に進んでください。

“ はい ” キーを押してください。F コード親展

ボックスからの出力が開始されます。

3333

4444

5555

6666

7777

8888

9999

1

2222

3333

4444
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
テンキーで F コードパスワード（4 桁）を入力

してください。

“ 確定 ” キーを押してください。

F コード親展ボックスからの出力が開始されま

す。

F コード親展ボックスリストの出力の
しかた

F コード親展ボックスに登録されている内容あるいは

その中に保存されている原稿の情報は、F コード親展

ボックスリストを出力することによって確認できます。

※F コード親展ボックスが全く登録されていない場合、

F コード親展ボックスリストは出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“Fコード親展BOXリスト ”キーを押してくださ

い。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

F コード親展ボックスリストの出力が開始され

ます。

5555

6666
1

2222

3333
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
F コード親展ボックスへの原稿の入力
のしかた

F コード掲示板通信のために F コード親展ボックス

（原稿受渡しボックス）へ原稿を入力するときは、下記

の手順にしたがって操作を行ってください。F コード

親展ボックスへは、すでに原稿がある場合でも後から

原稿を追加あるいは上書き入力することもできます。

※F コード親展ボックスへ入力した原稿データを消去

するときは、その原稿を F コード親展ボックスから

出力させてください。（P5-14、「F コード親展ボック

スからの出力のしかた」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

原稿をセットしてください。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“F コード親展 BOX 入力 ” キーを押してくださ

い。

4 桁のサブアドレスが表示されているキーを押

してください。反転しているキーには原稿があ

ります。

原稿を追加、上書きをするときは次の手順に、

新規に原稿を入力するときは手順 7 に進んでく

ださい。

原稿を追加するときは “ 追加 ” キーを、上書きす

るときは “ 上書き ” キーを押してください。

“ 確定 ” キーを押してください。

送信条件の選択をしてください。

※両面原稿を使用するときは“両面送信”キーを

押してください。設定のしかたは P3-1、「両

面原稿を送信する（両面送信）」を参照して

ください。

スタートキーを押してください。原稿の読み込

みを開始します。

1

2222

3333

4444

5555

6666

7777

8888
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
F コード掲示板受信のしかた

F コード掲示板通信は送信側の F コード親展ボックス

を掲示板のごとく使うことにより、不特定多数の相手

先との原稿の受け渡しを可能にする通信方法です。

送信側では、事前に機械のメモリ内に F コードボック

スを登録し、その F コードボックスに原稿を入力して

おきます。F コードボックス内の原稿は消去するまで F
コードボックス内に保持されるため、サブアドレスと

F コードパスワードが合致すれば、何度でも F コード

ボックス内の原稿を送信することができます。

受信側は、ポーリング受信操作を行って送信側の F
コードボックスから原稿を受信しますが、このときサ

ブアドレスと F コードパスワードを使って送信側の F
コードボックスを指定します。

他社機でも採用されている F コード（本機ではサブア

ドレスと F コードパスワード）を使用するため、相手

機が他社機であっても、同様の F コード掲示板通信機

能を備えていれば通信を行うことができます。

制限事項： F コード通信機能を伴った同様の掲示板通信

機能を相手機が備えていることが必要です。機械に

よっては、原稿受渡しボックスへ原稿を入力できな

かったり、ポーリング受信が行えない場合があるので、

それぞれの状況に合わせた機能を備えているかを送信

側と受信側の両者で事前に確認してください。

（例えば、本機が送信側で原稿受渡しボックス（F コー

ド親展ボックス）に原稿を入力しても、受信側の機械

にポーリング受信機能が備わっていない場合は掲示板

通信は成立しません。）

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ ポーリング受信 ” キーを押してください。

テンキーを使って、相手先のファクス番号を入

力してください。

※相手先番号の入力には F コード通信用に登録

したワンタッチダイヤルを使用することもで

きます。またその場合には、スタートキーを

押してください。受信の動作を開始します。

“F コード ” キーを押してください。

“ する ” キーを押してください。

テンキーを使ってサブアドレスを入力してくだ

さい。

※サブアドレスは、相手先の原稿受渡しボック

ス（F コード親展ボックス）を指定するため

に必要です。0 ～ 9 の数字と “ ＊ ”、“ ＃ ” の文

字を使って最大 20 桁まで入力できます。

※“←”キーまたは“→”キーでカーソルを移動さ

せ、“ 削除 ” キーで入力をクリアすることがで

きます。

＜前提条件＞

●送信側では…

事前に原稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）

を登録し、そのボックスに送信する原稿を入力して

おく必要があります。

そして、そのボックス番号（本機では 4 桁のサブア

ドレス）とパスワード（本機では F コードパスワー

ド）を受信側に伝えておく必要があります。（P5-16、
「F コード親展ボックスへの原稿の入力のしかた」参

照）

●受信側では…

ポーリング受信操作時に相手先で登録されている原

稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）のボッ

クス番号（本機では 4 桁のサブアドレス）とパス

ワード（本機では 4 桁の F コードパスワード）を入

力する必要があります。したがって、それらの番号

は事前に知っている必要があります。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ パスワード ” キーを押してください。

テンキーを使って F コードパスワードを入力し

てください。

※ 0 ～ 9 の数字と “ ＊ ”、“ ＃ ” の文字を使って最

大 20 桁まで入力できます。

※ F コードパスワードは、相手先との取り決め

上、不要な場合は入力する必要はありませ

ん。

“ 閉じる ” キーを押してください。手順 3 に戻り

ます。その他、送信条件を変更したり、時刻指

定などができます。また複数の相手先を続けて

入力できます。

スタートキーを押してください。受信のための

動作を開始します。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
中継同報指示送信とは、多数の遠方の相手先へ原稿を

送る場合に、途中で一度別のファクスに中継させて送

信する方法です。

例えば、送信開始機から中継機が市外通話で中継機か

ら複数の最終相手先が市内通話になると、電話料金を

節約することができます。

※中継機では F コード中継ボックスを登録してくださ

い。（「F コード中継ボックスの登録のしかた」参

照）登録内容は F コード中継ボックスリストで確認

してください。(P5-23、「F コード中継ボックスリス

トの出力のしかた」参照）

※送信開始機から中継指示送信を行うときは、P5-22、
「F コード中継同報指示送信のしかた」を参照して

ください。

F コード中継ボックスの登録のしかた

新たに F コード中継ボックスの登録を行うときは、以

下の手順にしたがって操作を行ってください。

※F コード中継ボックスは最大 15 個まで登録すること

ができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“BOX” キーを押してください。ボックス登録に

替わります。

“Ｆ コード中継 BOX” キーを押してください。

未登録のキーを押してください。

※登録されているキーにはサブアドレスの番号

が表示されます。

中継機で原稿を転送する（F コード中継同報指示送信）

送信開始機 中継機

最終相手先

＜注意＞

F コード中継ボックスを登録する際、すでに暗号

ボックスのボックス番号や F コード親展ボックスの

サブアドレスに使用されている番号をサブアドレス

としては登録できません。

※ここで登録した F コードパスワードがわからなく

なると、F コード中継ボックスの内容変更および

削除ができなくなります。F コードパスワードの

取扱いには充分ご注意ください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
サブアドレス（4 桁）として登録する番号をテ

ンキーで入力してください。

“ パスワード ” キーを押して、F コードパスワー

ド（4 桁）として登録する番号をテンキーで入

力してください。

※ F コードパスワード 0 ～ 9 の数字と “ ＃ ”、
“ ＊ ” が使用できます。

“ 次へ ” キーを押してください。

以下の手順 (1)、(2) を繰り返して最終送信先の

ファクス番号を入力してください。（最大 300
局）

(1) 相手先のファクス番号を入力してください。

※相手先の入力には、テンキー、短縮ダイ

ヤル、ワンタッチダイヤル、グループダ

イヤルおよびチェーンダイヤルが使用で

きます。

(2) テンキーで入力したときは、“ 次宛先 ” キー

を押してください。

“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。

自機で受信原稿を出力するかどうか、中継同報

結果レポートを送るかどうか、それぞれ “ する ”
キー、“ しない ” キーを押して選択してくださ

い。

“ 次へ ” キーを押してください。

中継同報結果レポートを返送する場合は次の手

順に、送らない場合は手順 14 に進んでくださ

い。

中継同報結果レポートの送信先ファクス番号を

入力してください。

※相手先の入力には、テンキー、ワンタッチダ

イヤルが使用できます。

“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。

登録内容の確認を行ってください。

各設定を変更することもできます。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 4 に戻りま

す。その他の F コード中継ボックスの登録を行

うときは手順 4 ～ 15 を繰り返してください。

終了するときはリセットキーを押してくださ

い。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
F コード中継ボックスの登録内容の変
更 / 削除のしかた

最終相手先の追加や削除の他、登録されている内容を

変更するときや、F コード中継ボックスを削除すると

きは以下の手順で行ってください。

※F コード中継ボックスの内容変更および削除には F
コードパスワードの入力が必要です。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

P5-19、「F コード中継ボックスの登録のしかた」

の手順 1 ～ 3 を行ってください。

目的のサブアドレスが表示されたキーを押して

ください。

登録された F コードパスワード (4 桁 ) を入力し

てください。

“ 確定 ” キーを押してください。

F コード中継ボックスを削除するときは、“ 削除 ”
キーを押して次の手順に進んでください。

登録内容を変更するときは、“ 内容変更 ” キーを

押して手順 7 に進んでください。

＞ F コード中継ボックスを削除するとき

“ はい ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

終了するときはリセットキーを押してくださ

い。

＞登録内容を変更するとき

P5-19、「F コード中継ボックスの登録のしかた」

の手順を参照して内容を変更してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。

終了するときはリセットキーを押してくださ

い。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
F コード中継同報指示送信のしかた

ここでは本機が送信開始機になり相手先の中継機の F
コード中継ボックスに原稿を送り、中継機から最終相

手先へ原稿を送る手順を示します。

原稿をセットしてください。

テンキーを使って、相手先のファクス番号（中

継機）を入力してください。

※相手先番号の入力には F コード通信用に登録

したワンタッチダイヤルを使用することもで

きます。またその場合には、スタートキーを

押してください。送信のための動作を開始し

ます。

“F コード ” キーを押してください。

“ する ” キーを押してください。

テンキーを使ってサブアドレスを入力してくだ

さい。

※サブアドレスは、相手先の原稿受渡しボック

ス（F コード中継ボックス）を指定するため

に必要です。0 ～ 9 の数字を使って最大 20 桁

まで入力できます。

※“←”キーまたは“→”キーでカーソルを移動さ

せ、“ 削除 ” キーで入力をクリアすることがで

きます。

＜制限事項＞

●F コード通信機能を伴った同様の中継同報指示通

信機能を相手機が備えていることが必要です。

機械によっては、送信のみ、受信のみしか行えな

い場合があるので、それぞれの状況に合わせた機

能を備えているかを送信側と受信側の両者で事前

に確認してください。

●本機が送信側になる場合、サブアドレスは 20 桁

まで入力できますが、この有効桁数は相手機に

よって異なります。

事前に相手側に確認し、受信側機の有効桁数内で

サブアドレスを入力することが必要です。

＜前提条件＞

●送信側では…

受信側で登録されている原稿受渡しボックス（本機

では F コード中継ボックス）の番号（本機では 4 桁

のサブアドレス）と F コードパスワードを入力する

必要があるため、それらを事前に知っている必要が

あります。

※本機が送信側の場合、相手先ファクス番号の入力

には、F コード用に登録されたワンタッチダイヤ

ルを使用するかテンキーから入力し F コード用の

サブアドレスを入力する必要があります。

※最終相手先は中継機の F コード中継ボックスの登

録内容にしたがいます。

●受信側では…

原稿受渡しボックス（本機では F コード中継ボック

ス）を登録し、その番号（本機では 4 桁のサブアド

レス）を送信側に伝えておく必要があります。

（P5-19、「F コード中継ボックスの登録のしかた」参

照）

※本機が受信側（中継機）となる場合は、F コード

中継ボックスの登録の際、最終相手先のファクス

番号入力の全てを、ワンタッチダイヤルで行うこ

とによって最終相手先に最大 300 カ所に一度の操

作で送信することができます。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ パスワード ” キーを押してください。

テンキーを使って F コードパスワードを入力し

てください。

※0 ～ 9 の数字と “ ＊ ”、“ ＃ ” の文字を使って最

大 20 桁まで入力できます。

※F コードパスワードは、相手先との取り決め

上、不要な場合は入力する必要はありませ

ん。

“ 閉じる ” キーを押してください。

手順 2 に戻ります。その他、送信条件を変更し

たり、時刻指定などができます。

スタートキーを押してください。送信のための

動作を開始します。

F コード中継ボックスリストの出力の
しかた

F コード中継ボックスに登録されている内容の情報は、

F コード中継ボックスリストを出力することによって

確認できます。

※F コード中継ボックスが全く登録されていない場合、

F コード中継ボックスリストは出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。機械は初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“Fコード中継BOXリスト ”キーを押してくださ

い。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

F コード中継ボックスリストの出力が開始され

ます。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
事前に登録した開始時刻から終了時刻までの間に受信した原稿をいったんメモリに記憶し、登録した相手先に転送す

る機能です。まずメモリ転送の登録で転送先、転送する時間帯を登録していただき、メモリ転送設定を “ON” にしてく

ださい。

※正常に転送できなかった場合は、本機で出力後、受信原稿はメモリから消去されます。

※暗号通信など、通信の種類によってはメモリ転送機能が働かないことがあります。

転送先の登録のしかた

初めて登録を行うときは、下記の手順にしたがって操

作を行ってください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ メモリ転送 ” キーを押してください。

転送先のファクス番号を入力してください。

※転送先の入力には、テンキー、ワンタッチダ

イヤル、　短縮ダイヤル、チェーンダイヤル

を使用することもできます。

※F コード通信するときは、テンキーで入力し、

“F コード ” キーを押してサブアドレスと Ｆ

コードパスワードを入力してください。ま

た、Ｆ コード送信のために登録したワンタッ

チダイヤルを使用することもできます。

“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。

受信した原稿をこの機械でも出力するかどうか

を選択してください。

出力する場合は “ する ” キーを、出力しない場合

には “ しない ” キーを押してください。

転送時間を選択してください。時刻を指定する

ときは“時刻指定”キーを押し次の手順に進んで

ください。

指定しないときは “終日 ”キーを押して手順 9に
進んでください。“ 終日 ” を選択すると、時間に

関係なく転送します。

＞時刻指定をするとき

テンキーで転送開始時刻を入力してください。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 終了時刻 ” キーを押して、テンキーで転送時刻

を入力してください。

受信した原稿を他のファクスに転送する（メモリ転送）
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ 次へ ” キーを押してください。登録内容が表示

されます。

登録内容を確認して、変更する場合には各キー

を押してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

登録内容の変更のしかた

一度登録したメモリ転送の内容を変更するときは、下

記の手順にしたがって操作を行ってください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ メモリ転送 ” キーを押してください。

登録内容が表示されます。

登録内容を確認して各項目のキーを押して変更

してください。変更のしかたは、P5-24、「転送

先の登録のしかた」の内容を参照してくださ

い。

変更が終了したら、“ 確定 ” キーを押してくださ

い。手順 2 に戻ります。終了するときはリセッ

トキーを押してください。

メモリ転送設定のしかた

メモリ転送機能を使用するためには、あらかじめこの

設定を行う必要があります。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“メモリ転送 ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

メモリ転送を行う場合には“ON”キーを押してく

ださい。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了す

るときは、リセットキーを押してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
ワンタッチキーに複数の相手先を登録しておくと、それらの相手先に順次ダイヤルを行う機能です。

※グループダイヤルは順次同報送信などの各種機能通信の相手先番号入力にも使用できます。

※グループダイヤルとチェーンダイヤルは併用できません。

登録のしかた

※プログラムダイヤルと合わせて最大 50 個のワンタッ

チキーにグループダイヤルを登録することができま

す。

※選んだワンタッチキーの番号（001 ～ 600）が自動的

に短縮番号になります。

※グループ名称を登録しておくと、宛先帳を使って検

索するときに役立ちます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。ダイヤル登

録に替わります。

画面上で未登録のワンタッチキーを押してくだ

さい。

※未登録のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

“ グループ ” キーを押してください。

グループにする相手先のファクス番号を入力し

てください。

※相手先番号の入力にはテンキー、短縮ダイヤ

ル、ワンタッチダイヤル、チェーンダイヤ

ル、宛先帳を使用することができます。

※複数の相手先をテンキー入力する場合は、1
つのファクス番号を入力した後に “ 次宛先 ”
キーを押してください。

“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。

グループ名称を入力してください。（最大 20 文

字）

※文字の入力のしかたは、P2-10、「文字を入力

する」を参照してください。

登録内容を確認してください。変更するとき

は、各種の設定キーを押して変更してくださ

い。

※“ 検索文字 ” は相手先名称の頭文字が表示さ

れ、宛先帳で検索する際に使用します。変更

する場合はこのキーを押してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 3 に戻りま

す。引き続き他のグループダイヤルを行うとき

は手順 3 ～ 9 を行ってください。終了するとき

はリセットキーを押してください。

複数の相手先をグループで送信する（グループダイヤル）
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
登録内容の変更と削除のしかた

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。

変更または削除するワンタッチキーを押してく

ださい。

※目的のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ”　キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替

えてください。

登録内容を変更するときは “ 内容変更 ” キーを、

削除するときは “ 削除 ” キーを押してください。

変更するときは手順 6、削除するときは次の手

順に進んでください。

＞グループダイヤルを削除するとき

“ はい ” キーを押してください。

手順 3 に戻ります。その他のグループダイヤル

の削除を行うときは手順 3 ～ 5 を繰り返してく

ださい。削除を終了するときはリセットキーを

押してください。

＞登録内容を変更するとき

短縮番号（選択されたワンタッチキーの表示番

号）を変更するときは “ 短縮番号 ” キーを押して

ください。その他の項目の変更を行うときは、

それぞれのキーを押してください。変更の方法

は P5-26、「登録のしかた」を参照してくださ

い。

登録されていないワンタッチキーの短縮番号

（001 ～ 600）を入力してください。

※3 桁の数字が入力されると “ ＋ ” キーまたは

“ － ” キーで数字を変えることができます。

“ 閉じる ” キーを押してください。

全ての項目の変更が終了したら、“ 確定 ” キーを

押してください。

手順 3 に戻ります。その他のグループダイヤル

の変更を行うときは手順 3 ～ 9 を繰り返してく

ださい。変更を終了するときはリセットキーを

押してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
使いかた

※グループダイヤルは、チェーンダイヤルと併用する

ことはできません。

※グループダイヤルは通常送信だけでなく、順次同報

送信やポーリング受信などの相手先の入力時にも使

用することができます。

原稿をセットしてください。

画質や原稿濃度などの送信条件を変更するとき

は、“ 送信設定 ” キーを押してください。変更し

ないときは、手順 5 に進んでください。

変更する内容のキーを押してください。変更の

しかたは P2-3、2-4 を参照してください。

変更が終了すれば、“ ワンタッチ宛先 ” キーを押

してください。

グループダイヤルが登録されているワンタッチ

キーを押してください。

スタートキーを押してください。送信のための

動作を開始します。

グループダイヤルリストの出力のしかた

グループダイヤルに登録されている相手先の番号やグ

ループ名は、グループダイヤルリストを出力すること

によって確認できます。

※グループダイヤルが全く登録されていない場合、グ

ループダイヤルリストは出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“グループダイヤルリスト ”キーを押してくださ

い。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

グループダイヤルリストの出力が開始されま

す。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
通常送信（順次同報も含む）、ポーリング受信の操作手順をワンタッチキーに登録しておくと、プログラムとして使

うことができます。また、時刻指定などなども合わせて登録することができます。

登録のしかた

グループダイヤルと合わせて最大 50 個のワンタッチ

キーにプログラムダイヤルを登録することができます。

※選んだワンタッチキーの番号（001 ～ 600）が自動的

に短縮番号になります。

※プログラム名称を登録しておくと、宛先帳を使って

検索するときに役立ちます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。ダイヤル登

録に替わります。

画面上で未登録のワンタッチキーを押してくだ

さい。

※未登録のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

“ プログラム ” キーを押してください。

時刻指定をしない場合は “ 時刻指定 ” の下の

“ しない ” キーを押してください。

手順 7 に進んでください。

通信の開始時刻をテンキーで入力してくださ

い。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“送信”キーまたは“ポーリング受信”キーを押し

て通信種別を選択してください。

“ 次へ ” キーを押してください。

相手先のファクス番号を入力してください。

※テンキー、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤ

ル、チェーンダイヤル、グループダイヤル、

宛先帳を使用することができます。

※複数の相手先をテンキー入力する場合は、1
つのファクス番号を入力した後に “ 次宛先 ”
キーを押してください。

送信内容をプログラムにする（プログラムダイヤル）
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ 宛先指定終了 ” キーを押してください。

プログラム名称を入力してください。（最大 20
文字）

※文字の入力のしかたは、P2-10、「文字を入力

する」を参照してください。

登録内容を確認してください。変更するとき

は、各種の設定キーを押して変更してくださ

い。

※“ 検索文字 ” は相手先名称の頭文字が表示さ

れ、宛先帳で検索する際に使用します。変更

する場合はこのキーを押してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 3 に戻りま

す。引き続き他のプログラムダイヤルを行うと

きは手順 3 ～ 13 を行ってください。終了する

ときはリセットキーを押してください。

登録内容の変更と削除のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ ダイヤル ” キーを押してください。

変更または削除するワンタッチキーを押してく

ださい。

※目的のワンタッチキーが表示されないとき

は、“ ▲ ” キー、“ ▼ ” キーを押して画面を替え

てください。

登録内容を変更するときは “ 内容変更 ” キーを、

削除するときは “ 削除 ” キーを押してください。

変更するときは手順 6、削除するときは次の手

順に進んでください。

＞プログラムダイヤルを削除するとき

“ はい ” キーを押してください。

手順 3 に戻ります。その他のプログラムダイヤ

ルの削除を行うときは手順 3 ～ 5 を繰り返して

ください。削除を終了するときはリセットキー

を押してください。

＞登録内容を変更するとき

短縮番号（選択されたワンタッチキーの表示番

号）を変更するときは “ 短縮番号 ” キーを押して

ください。その他の項目の変更を行うときは、

それぞれのキーを押してください。変更の方法

は P5-29、「登録のしかた」を参照してくださ

い。

登録されていないワンタッチキーの短縮番号

（001 ～ 600）を入力してください。

※3 桁の数字が入力されると “ ＋ ” キーまたは

“ － ” キーで数字を変えることができます。

“ 閉じる ” キーを押してください。

全ての項目の変更が終了したら、“ 確定 ” キーを

押してください。

手順 3 に戻ります。その他のプログラムダイヤ

ルの変更を行うときは手順 3 ～ 9 を繰り返して

ください。変更を終了するときはリセットキー

を押してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
使いかた

原稿をセットしてください。ポーリング受信の

場合は、手順 5 に進んでください。

画質や原稿濃度などの送信条件を変更するとき

は、“ 送信設定 ” キーを押してください。変更し

ないときは、手順 5 に進んでください。

変更する内容のキーを押してください。変更の

しかたは P2-3、2-4 を参照してください。

変更が終了すれば、“ ワンタッチ宛先 ” キーを押

してください。

プログラムダイヤルが登録されているワンタッ

チキーを押してください。

スタートキーを押してください。送信または受

信のための動作を開始します。

プログラムダイヤルリストの出力の
しかた

現在登録しているプログラムの内容は、プログラムダ

イヤルリストを出力することによって確認できます。

※プログラムが全く登録されていない場合、プログラ

ムダイヤルリストは出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“プログラムダイヤルリスト ”キーを押してくだ

さい。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

プログラムダイヤルリストの出力が開始されま

す。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
パスワード条件を満足する送信や受信だけを行えるようにする機能です。この機能を使うと、送信または受信できる

相手先を限定することができます。

具体的には、事前にパスワード（許可 TEL 番号 / 許可 ID 番号）を登録し、パスワードチェック通信を行う旨の設定

を行っておきます。送信操作時や受信時は、この機能についての特別な操作の必要はなく、通常通りの操作を行いま

す。そして、実際に送信や受信が開始されたとき、パスワード条件を満足する送信や受信は正常に行われますが、条

件を満足しない送信や受信はエラーとなります。

※パスワードチェック通信は、下記の＜前提条件＞や＜パスワード通信成立条件＞をよくお読みになり、送信や受信

を可能にする相手先とも事前によく打ち合わせた上で行うようにしてください。

許可 TEL 番号の登録のしかた

※最大 5 個の許可 TEL 番号を登録することができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ パスワードチェック ” キーを押してください。

“ 許可 TEL” キーを押してください。

未登録のキーを押してください。登録されてい

るキーには登録内容を表示しています。

パスワードが一致したときだけ通信を行う（パスワードチェック通信）

＜前提条件＞

※自機にパスワード（許可 TEL 番号または許可 ID
番号）を登録しておく必要があります。

※相手側機に自局 TEL 番号または自局 ID 番号が登

録されている必要があります。

※あらかじめパスワード通信設定を行う必要があり

ます。（P5-35、「パスワードチェック通信設定の

しかた」参照）

＜パスワード通信成立条件＞

・自機に登録されている許可 TEL 番号と相手先の自

局 TEL 番号とが一致するとき。

・自機に登録されている許可 ID 番号と相手先の自局

ID 番号とが一致するとき。

・自機（送信側）に登録されたワンタッチダイヤル

を使って相手先（受信側）に送信した場合に、そ

の登録されている番号の下 4 桁と受信側のファク

ス番号の下 4 桁が一致するとき。（手動送信時を除

く）

・受信が行われる場合に、自機（受信側）のワン

タッチダイヤルに登録されている相手先番号の下

4 桁が、送信側のファクス番号の下 4 桁と一致す

るとき。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
テンキーを使って許可 TEL 番号を入力してくだ

さい。（最大 20 桁）

※“←”キーまたは“→”キーでカーソルを移動さ

せることができ、“ 削除 ” キーで入力をクリア

することができます。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 4 に戻りま

す。別の許可 TEL 番号の登録を行うときは、手

順 4 ～ 6 を繰り返してください。終了するとき

はリセットキーを押してください。

許可 TEL 番号の変更 / 削除のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

P5-32、「許可 TEL 番号の登録のしかた」の手順

1 ～ 3 の操作を行ってください。

変更または削除する許可 TEL 番号が表示された

キーを押してください。

許可 TEL 番号を削除するときは “ 削除 ”キーを、

変更するときは“内容変更”キーを押してくださ

い。削除するときは次の手順に、変更するとき

は手順 5 に進んでください。

＞削除するとき

“ はい ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

＞変更するとき

ストップ / クリアキーで登録内容を消去してか

ら入力しなおすか、“← ”キーまたは “→ ”キーで

カーソルを移動させて入力しなおしてくださ

い。“ 削除 ” キーを押すとカーソル上の文字を消

去します。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
許可 ID 番号の登録のしかた

※最大 5 個の許可 ID 番号を登録することができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ パスワードチェック ” キーを押してください。

“ 許可 ID” キーを押してください。

未登録のキーを押してください。登録されてい

るキーには登録内容を表示しています。

テンキーを使って許可 ID 番号（4 桁）を入力し

てください。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 4 に戻りま

す。別の許可 ID 番号の登録を行うときは、手

順 4 ～ 6 を繰り返してください。終了するとき

はリセットキーを押してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
許可 ID 番号の変更 / 削除のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

「許可 ID 番号の登録のしかた」の手順 1 ～ 3 の

操作を行ってください。

変更または削除する許可 ID 番号が表示された

キーを押してください。

許可 ID 番号を削除するときは “ 削除 ” キーを、

変更するときは“内容変更”キーを押してくださ

い。削除するときは次の手順に、変更するとき

は手順 5 に進んでください。

＞削除するとき

“ はい ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

＞変更するとき

ストップ / クリアキーで登録内容を消去してか

ら入力しな　おすか、“← ”キーまたは “→ ”キー

でカーソルを移動させて入力しなおしてくださ

い。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

パスワードチェック通信設定のしかた

パスワードチェック通信設定をしておくと、送信する

相手先や受信できる相手先を限定することができます。

これらは送信、受信別々に設定ができます。

※許可 TEL 番号と許可 ID 番号が全く登録されていな

い場合、この設定を行ってもパスワードチェック通

信は行われません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。コピーの基本画面に戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “ ▼ ” キーを押して、“ パスワード

チェック ” を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

パスワードチェック送信を行う場合には送信の

“ON” キーを押してください。

パスワードチェック受信を行う場合には受信の

“ON” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了す

るときはリセットキーを押してください。

1

2222

3333

4444

5555

6666

1

2222

3333

4444

5555

6666

7777
5-35



5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
送信機側で原稿を暗号化して通信を行う方法です。したがって、通信途中にある送信原稿を第 3 者が何らかの方法に

より盗み見ようとした場合でも、本当の原稿の内容を知ることはできません。送られた原稿は受信側で元の原稿に戻

して（平文化されて）印字出力されます。第 3 者には絶対に知られてはならないような極秘の機密文書などを送る際

に非常に有効な通信方法です。.
※暗号通信を行うためには、相手側ファクスも同方式の暗号通信機能をもった弊社機であることが必要です。

※暗号通信では、原稿の暗号化、平文化を行うために、送信側と受信側で同じ 16 桁の暗号鍵を使用しますが、その

暗号鍵が送信側と受信側で合致しない場合、暗号通信は成立しません。したがって、送信側と受信側であらかじめ

取り決めを行い、両者で同じ暗号鍵を 2 桁の鍵番号と一緒に登録しておく必要があります。

送信・受信側での設定内容

※アルファベットが同じものは同じ数字を設定してください。

例えば、暗号鍵番号は送信、受信側で同じ番号です。

暗号鍵の登録のしかた

暗号鍵は、送信側では暗号通信用として使用するワン

タッチダイヤルの登録時に、受信側では暗号ボックス

を登録する際に必要になります。

暗号鍵の作成には、0 ～ 9 までの数字とアルファベット

の Ａ ～ Ｆ の文字を使用し、それらを任意に 16 個なら

べたものが暗号鍵となります。作成した暗号鍵には、

01 ～ 20 の 2 桁の鍵番号をつけて登録します。

※暗号鍵は最大 20 個まで登録することができます。

※部門管理設定が “OFF” になっている場合は管理者番

号の入力が必要です。（コピー編の使用説明書を参照

してください。）

※すでに登録されている暗号鍵の変更を行う場合も同

様の操作を行ってください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

原稿を暗号化して通信する（暗号通信）

設定内容 送信側 受信側 設定の参照ページ

暗号鍵番号 (A) 2 桁 (Ｂ) 2 桁 5-36

暗号鍵 (Ｃ) 16 桁 (Ｃ) 16 桁 5-36

ワンタッチダイヤルの鍵番号 (A) 2 桁 2-19

送信先暗号ボックス (D) 4 桁 2-19

暗号ボックス番号 (D) 4 桁 5-38

暗号ボックスでの鍵番号 (Ｂ) 2 桁 5-38

1
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ 暗号鍵 ” キーを押してください。

※部門管理設定が “OFF” になっている場合は次

の手順に、“ON” になっている場合は手順 4 に

進んでください。

テンキーを使って、管理者番号（4 桁）を入力

してください。

管理者番号が一致すると画面が替わります。

未登録のキーを押してください。登録されてい

るキーには　登録内容を表示しています。

タッチパネル上の数字（0 ～ 9）とアルファ

ベット（A ～ F）を使って暗号鍵（16 桁）を入

力してください。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 4 に戻りま

す。他の暗号鍵を登録するときは手順 4 ～ 6 を

繰り返してください。終了するときはリセット

キーを押してください。
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＜暗号鍵と鍵番号について＞

作成した暗号鍵は、鍵番号（01 ～ 20 の 2 桁の数字）

のもとに登録します。暗号通信時に使用する暗号鍵

の指定は、この鍵番号を使って行われます。

※暗号通信により原稿を受信するためには、送信側

で指定した暗号鍵と受信側の暗号ボックスに設定

される暗号鍵は合致していなければなりません

が、鍵番号は合致している必要はありません。

例えば、送信側で “ 鍵番号 18”、“ 暗号鍵　

ABFE468C2569D341” が登録され、それが暗号通

信において指定されている場合に、受信側が同じ

内容の暗号鍵を鍵番号“鍵番号09”で登録している

場合でも、暗号ボックスに “ 鍵番号 09” を設定して

おけば、暗号鍵自体は合致するため暗号通信が成

立し、原稿を正しく出力することができます。

6666
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
暗号鍵の登録内容変更 / 削除のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

P5-36、「暗号鍵の登録のしかた」の手順 1 ～ 3
を行ってください。

変更、削除する暗号鍵が表示されたキーを押し

てください。

暗号鍵を削除するときは “ 削除 ” キーを、変更す

るときは “ 内容変更 ” キーを押してください。削

除するときは次の手順に、変更するときは手順

5 に進んでください。

＞削除するとき

“ はい ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

＞変更するとき

ストップ / クリアキーで登録内容を消去してか

ら入力しなおすか、“← ”キーまたは “→ ”キーで

カーソルを移動させて入力しなおしてくださ

い。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

暗号ボックスの登録のしかた

暗号通信の受信側では暗号ボックスの登録が必要です。

また、受信した際にすぐに自動出力を行うか別操作で

出力を行うかも選択してください。

※暗号ボックスは最大 15 個まで登録できます。

※ボックス ID 番号は暗号ボックスの内容を変更すると

きや削除を行うときに必要になりますので取り扱い

に注意してください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“BOX” キーを押してください。
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＜注意＞

・暗号ボックスを登録する際、すでに F コード親展

ボックスや F コード中継ボックスのサブアドレス

に使用されている番号をボックス番号としては登

録できません。

・即時出力で “ する ” を選択すると、受信後すぐに暗

号ボックスから自動的に原稿を出力させる方法で

す。

即時出力で “ しない ” を選択すると、いったん暗号

ボックスに蓄積（記憶）させておき、出力させた

いときに、出力操作を行って原稿を出力させる方

法です。　原稿を出力できるのは、暗号ボックス

番号と暗号ボックス ID 番号を知っている人に限ら

れるため、受信後も高い機密性を保持することが

できます。

1
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
“ 暗号 BOX” キーを押してください。

未登録のキーを押してください。登録されてい

るキーにはボックス番号を表示しています。

テンキーで暗号ボックスのボックス番号（4 桁）

を入力してください。

“BOX ID” キーを押して、テンキーで暗号ボック

スのボックス ID 番号（4 桁）を入力してくださ

い。

※ボックス ID 番号を “0000” で登録したときは、

その暗号ボックスに対するチェックが行われ

ません。

“ 暗証鍵番号 ” キーを押して、テンキーで暗号鍵

番号（2 桁）を入力してください。

即時出力をするかどうか選択してください。受

信後すぐに出力するときは “ する ” キーを、別操

作で出力するときは“しない”キーを押してくだ

さい。

プリンタ／スキャナキット（オプション）を装

着して NW-FAX 受信をする場合は、“ する ” キー

を押してください。装着していない場合は次の

手順に進んでください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 4 に戻りま

す。他の暗号ボックスを登録するときは手順 4
～ 10 を繰り返してください。終了するときは

リセットキーを押してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
暗号ボックスの登録内容の変更 / 削除
のしかた

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。　

P5-38、「暗号ボックスの登録のしかた」の手順

1 ～ 3 を行ってください。

変更または削除するボックス番号が表示された

キーを押してください。

テンキーで暗号ボックスのボックス ID 番号（4
桁）を入力してください。

“ 確定 ” キーを押してください。

暗号ボックスを削除するときは “ 削除 ” キーを、

変更するときは“内容変更”キーを押してくださ

い。削除するときは次の手順に、変更するとき

は手順 7 に進んでください。

＞削除するとき

“ はい ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。

＞変更するとき

現在の登録内容が表示されます。変更するとき

は P5-38、「暗号ボックスの登録のしかた」を参

照して変更してください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。終了するときはリセットキーを押してくだ

さい。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
送信側の操作のしかた

暗号送信を行う場合は、暗号通信用として登録したワ

ンタッチダイヤルを使用して送信を行います。

※暗号送信は、単一宛先への送信のほか、順次同報送

信でも行うことができます。

※暗号通信時は、F コード通信を行うことができませ

ん。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

受信側と取り決めた暗号鍵の登録を行ってくだ

さい。

（P5-36、「暗号鍵の登録のしかた」参照）

※すでに登録されている場合は、次の手順 2 に

進んでください。

暗号通信用として使用するワンタッチダイヤル

の登録を行ってください。（P2-19、「ワンタッ

チキーで送信する（ワンタッチダイヤル）」参

照）

※すでに登録されている場合は、次の手順 3 に

進んでください。

原稿をセットしてください。

手順 2 で登録したワンタッチダイヤルを使っ

て、相手先のファクス番号を入力してくださ

い。

スタートキーを押してください。送信のための

動作を開始します。

※ワンタッチダイヤルで指定されている暗号鍵

が自機に登録されていない場合はエラーとな

り、送信は行われません。

受信側の操作のしかた

暗号通信を行う場合、受信側では以下の手順にした

がって操作を行ってください。

※暗号通信時は、F コード通信を行うことができませ

ん。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

送信側と取り決めた暗号鍵の登録を行ってくだ

さい。

（P5-36、「暗号鍵の登録のしかた」参照）

※すでに登録されている場合は、次の手順 2 に

進んでください。

暗号ボックスの登録を行ってください。

（P5-38、「暗号ボックスの登録のしかた」参照）

※すでに登録されている場合は、次の手順 3 に

進んでください。

相手機側から暗号送信が行われます。暗号通信

が正常に行われた場合、暗号原稿は受信の際に

暗号化される前の状態に戻され（平文化）、受

信機側に設定された暗号ボックスに入ります。

※暗号ボックス登録時に即時出力が“しない”で
設定されている場合は、次の手順 4 に進んで

ください。

※暗号ボックス登録時に即時出力が“する”で設

定されている場合は、受信後、自動的に原稿

が出力されます。

P5-42、「暗号ボックスからの出力のしかた」を

参照して、受信した原稿を暗号ボックスから出

力してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
暗号ボックスからの出力のしかた

相手先から自機の暗号ボックスへ送られた原稿は、下

記の操作を行って出力してください。出力が正常に行

われると、暗号ボックス内の原稿データは消去されま

す。

※暗号ボックスの登録時にボックス ID 番号を “0000”で
登録したときは、暗号ボックスからの出力操作時に

ボックス ID 番号の入力が不要です。入力したボック

ス番号が正しければ、出力が行われます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ 暗号 BOX 出力 ” キーを押してください。

ボックス番号が反転しているキーを押してくだ

さい。反転しているボックス番号の暗号ボック

スには原稿があります。

※ボックス ID 番号を “0000” で登録されている

場合には手順 6 へ、“0000” 以外の番号で登録

されている場合には次の手順に進んでくださ

い。

＞ボックス ID が “0000” 以外のとき

テンキーでボックス ID 番号（4 桁）を入力して

ください。

“ 確定 ” キーを押してください。暗号ボックスに

ある原稿が出力されます。

＞ボックス ID が “0000” のとき

“ はい ” キーを押してください。暗号ボックスに

ある原稿が出力されます。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
暗号鍵リストの出力のしかた

暗号通信時に使用される暗号鍵の登録内容は、暗号鍵

リストを出力すれば確認できます。

※このリストの出力には、管理者番号を入力すること

が必要です。入力されたパスワードがあらかじめ登

録されているパスワードと一致しなければ、暗号鍵

リストを出力することはできません。

※暗号鍵が何も登録されていない場合、暗号鍵リスト

は出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ 暗号鍵リスト ” キーを押してください。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

暗号鍵リストの出力が開始されます。

※部門別管理設定が “OFF” の場合、ここで管理

者番号の入力が必要です。

暗号ボックスリストの出力のしかた

暗号ボックスに登録されている内容あるいはその中に

保存されている原稿の情報は、暗号ボックスリストを

出力することによって確認できます。

※暗号ボックスが全く登録されていない場合、暗号

ボックスリストは出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ 暗号 BOX リスト ” キーを押してください。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

暗号ボックスリストの出力が開始されます。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
部門コードを入力してから送信や通信予約を行うことによって、最大 100 部門（ハードディスク使用時は 1000 部門）

までのファクスの使用状況を各部門ごとに把握することができます。

部門管理の内容

＜部門管理の対象となる通信形態＞

・通常送信
・時刻指定送信
・順次同報送信
・F コード中継同報指示送信
・ポーリング受信
・F コード親展送信
・F コード掲示板受信
・暗号送信
・本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信 / 手動
受信

＜使用機能の制限＞

部門管理機能では、一般の利用者が部門コードを、管

理責任者が管理者番号を使用することによって、一般

の利用者が使える機能に制限を与えることができます。

＞部門コードを入力した場合に使用できる機能として
は、次のものがあります。

　・通常送信
　・時刻指定通信
　・順次同報送信
　・F コード中継同報指示送信
　・ポーリング受信
　・F コード親展送信
　・F コード掲示板受信
　・F コード親展 BOX への入力
　・F コード親展 BOX からの出力
　・暗号送信
　・暗号 BOX からの出力
　・メモリ編集機能
　・通信予約確認レポートの出力
　・部門管理レポートの出力
　・本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信／

手動受信

補足
※「電話をかける」、「通信結果表示」、「通信管

理レポート出力」は、部門コードの入力なし

でも行うことができます。

※部門管理モード設定時、一括送信機能は部門

コードが同一のものについてのみ働きます。

部門コードが異なる通信は一括送信されませ

ん。（P1-14、「複数の原稿を一括で送信する 
（一括送信機能）」参照）

※部門管理レポートの出力設定が“ON”に設定さ

れている場合、50 通信ごとに部門管理レポー

トが自動的に出力されます。ただし、部門の

登録数によっては 50 通信たまる前にレポー

トが出力される場合があります。（P7-1、「各

種レポートの出力条件を設定する（レポート

出力設定）」参照）

※通常、発信元記録には自局名称が印字されま

すが、部門管理モード設定時に部門コードを

入力して送信を行った場合は、部門名称が印

字されます。

※マルチポート（オプション）装着時に使用す

るポートは部門コード登録時に設定されてい

るものです。

部門ごとに使用を管理する（部門管理機能）

項目 内容 参照

部門コードの登録 部門管理を行うときは部門コードを登録する必要があります。 コピー編使用説明書

ファクス部門管理設定 部門管理を行うときは “ 設定する ” に設定してください。 コピー編使用説明書

ファクス送信制限 部門コードごとに送信できる原稿枚数を設定します。 コピー編使用説明書

送信カウンタの参照 部門別あるいは全部門の送信枚数の合計を表示し、参照できます。 5-47

送信カウンタのクリア 送信原稿のカウンタをクリアできます。このときコピーの使用枚数

もクリアされます。

コピー編使用説明書

部門管理レポートの出

力

部門管理の対象となる通信について、その送信の履歴を出力できま

す。

5-48
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
部門管理起動中にファクスを使用する
とき

部門管理が働いているときに、ファクスを使用すると

きは部門コードの入力が必要になります。通常のファ

クス送信など（“ 登録 ” キー、“ 応用 ” キー、“ レポート出

力 ” キーを押して行う操作を除く）を行うときは以下の

手順で行ってください。

※部門管理が働いているときに部門コードを入力して

も “ 登録 ” キーを押して行う登録作業は行えません。

※部門管理が働いているときに登録操作、応用操作、

レポート出力操作を行うときは、下記を参照してく

ださい。

・部門管理起動中の登録操作…このページを参照

・部門管理起動中の応用操作…P5-46 参照

・部門管理起動中のレポート出力操作…P5-46 参照

テンキーで部門コード（1 ～ 8 桁）を入力して

ください。

“ 設定 ” キーを押してください。基本画面に替わ

ります。

部門管理起動中の登録操作のしかた

部門管理が働いているときに、各種登録（“ 登録 ” キー

を押して登録する）を行うときは、管理者番号の入力

が必要となります。以下の手順で行ってください。

※部門コードの入力では、登録操作は行えません。

“ 登録 ” キーを押してください。管理者番号の登

録画面に替わります。

テンキーで管理者番号（4 桁）を入力してくだ

さい。

登録画面に替わります。各種登録操作を行って

ください。

1
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
部門管理起動中の応用操作のしかた

部門管理が働いているときに、各種応用機能（“ 応用 ”
キーを押して操作する）を使用するときは、以下の手

順で行ってください。

テンキーで部門コード（1 ～ 8 桁）を入力して

ください。

“ 設定 ” キーを押してください。

“ 応用 ” キーを押してください。

応用画面に替わります。各種応用操作を行って

ください。

部門管理起動中のレポート出力操作の
しかた

部門管理が働いているときに、各種レポート（“ レポー

ト出力 ” キーを押して操作する）を出力するときは、以

下の手順で行ってください。

※部門コードまたは管理者番号を入力するかで出力で

きるレポートが変わります。

部門コードを入力するとき ... 通信管理レポート、通

信予約確認レポート、部門管理レポートが出力でき

ます。

管理者番号を入力するとき ... 全レポートが出力でき

ます。

●部門コードを入力するとき

テンキーで部門コード（1 ～ 8 桁）を入力して

ください。

“ 設定 ” キーを押してください。

“ レポート出力 ” キーを押してください。

出力できるレポートのキーが表示されます。

キーを押してください。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
●管理者番号を入力するとき

“ レポート出力 ” キーを押してください。

“ 管理者項目 ” キーを押してください。

※このとき“通信管理レポート”キーを押すと通

信管理レポートを出力できます。

テンキーで管理者番号（4 桁）を入力してくだ

さい。

レポート出力画面に替わります。各種レポート

を出力させてください。

送信カウンタの参照のしかた

部門別の送信枚数を参照するときは以下の手順で行っ

てください。

同時にコピーの使用枚数も参照することができます。

テンキーで部門コード（1 ～ 8 桁）を入力して

ください。

“ 部門別集計 ” キーを押してください。

画面下部にファクスの送信枚数が表示されま

す。参照が終われば、“ 閉じる ” キーを押してく

ださい。部門入力画面に戻ります。
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5 章  ファクスの操作方法 （応用編）
部門管理レポートの出力のしかた

部門管理の対象となる通信について、その通信の履歴

をレポート出力することができます。部門別あるいは

全部門のレポート出力することができます。

※全部門の内容を出力するときは、管理者番号の入力

が必要です。部門コードを入力して出力する場合に

はその部門のみのレポートが出力されます。出力の

しかたは、P5-46、「部門管理起動中のレポート出力

操作のしかた」を参照してください。

※部門管理モード設定時以外は、このレポートは出力

できません。

※部門管理の対象となる通信が全く行われていない場

合、部門管理レポートは出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。

“ 管理者項目 ” キーを押してください。

※このとき“通信管理レポート”キーを押すと通

信管理レポートを出力できます。

テンキーで管理者番号（4 桁）を入力してくだ

さい。

“ 部門管理レポート ” キーを参照してください。

出力する部門コードが表示されたキーを押して

反転させてください。複数選択できます。

※全部門出力するときは“全部門”キーを押して

ください。登録されていて通信履歴がある場

合、部門コードのキーが全て反転します。

“ 閉じる ” キーを押してください。

“ はい ” キーを押してください。選択された部門

コードの部門管理レポートを出力します。
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6 章 通信情報の管理
最近行われた 50 件までの通信を送信／受信別にメッセージ表示に表示させ確認することができます。

確認できる内容は、文書番号、通信日、通信時刻、通信先名、通信ページ数、通信種類、通信結果です。

※部門管理が “ON” の状態でも、部門コードに関係なく、送信結果、受信結果それぞれ 20 通信分の表示を行います。

送信結果のみかた

最近行われた送信の情報を最大 50 件までメッセージ表

示で確認することができます。

送信結果には Network FAX 機能（オプション）での送

信、順次同報送信、F コード送信も含まれます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ 送信結果表示 ” キーを押してください。

最新の送信文書の結果が一覧で表示されます。

6 送信以上行われた場合は “ ▼ ” もしくは “ ▲ ”
キーで送信情報をかえることができます。

詳細な情報を確認するときは、目的の送信を押
し “ 詳細 ” キーを押してください。

“ ▼ ” キーを押すと、表示中のものより前に行わ
れた送信の情報が、“ ▲ ” キーを押すと後に行わ
れた送信情報が順次表示されます。確認が終
わったら、“ 閉じる ” キーを押してください。一
覧の画面に戻ります。

確認を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。

通信結果の内容を確認する（通信結果表示）
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6 章  通信情報の管理
受信結果のみかた

最近行われた受信の情報を最大 50 件までメッセージ表

示で確認することができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ 応用 ” キーを押してください。応用画面に替わ

ります。

“ 受信結果表示 ” キーを押してください。

最新の受信文書の結果が一覧で表示されます。

6 受信以上行われた場合は “ ▼ ” もしくは “ ▲ ”
キーで受信情報をかえることができます。

詳細な情報を確認するときは、目的の受信を押
し “ 詳細 ” キーを押してください。

“ ▼ ” キーを押すと、表示中のものより前に行わ

れた受信の情報が、“ ▲ ” キーを押すと後に行わ

れた受信情報が順次表示されます。確認が終

わったら、“ 閉じる ” キーを押してください。一

覧の画面に戻ります。

 確認を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。
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6 章  通信情報の管理
通信結果やファクス機能についての設定状況などがわかる管理レポート類（通信管理レポート、通信予約確認レポー

ト、ユーザー設定リスト）の出力方法を説明しています。

これらのレポートやリストは、見たいときにいつでも出力させることができます。

通信管理レポートの出力のしかた

通信管理レポートを出力することにより、本機で行わ

れた送信や受信の状況を確認することができます。送・

受信を合わせて、最近通信が行われた 50 件までの情報

が印字出力されます。

※通信が全く行われていない場合、通信管理レポート

は出力されません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ 通信管理レポート ” キーを押してください。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

通信管理レポートを出力します。

通信予約確認レポートの出力のしかた

通信予約確認レポートを出力することにより、メモリ

内で待機している送信や受信の状況を確認することが

できます。

※時刻指定されている通信やポーリング送信待機原稿

が全くない場合、通信予約確認レポートは出力され

ません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ 通信予約確認レポート ” キーを押してくださ

い。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

通信予約確認レポートを出力します。

各種管理レポートを出力する（管理レポート出力）
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6 章  通信情報の管理
ユーザー設定リストの出力のしかた

ユーザー設定リストを出力することにより、ユーザー

自身が本機に設定した内容（電話回線種別等）や登録

した内容（自局名称等）を確認することができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“ ユーザー設定リスト ” キーを押してください。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

ユーザー設定リストを出力します。
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7 章 各種設定と登録
送信や受信が正しく行われたかどうかや通信の予約内容を確認するために、6 種類のレポートを出力できます。各レ

ポートともそれぞれ自動出力させたり、自動出力を禁止したりすることができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“レポート出力 ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

各種レポートの出力条件を設定する（レポート出力設定）

＜通信管理レポート＞

一定回数の通信が行われた後にそれらの通信内容を

レポートにして出力します。

＜送信結果レポート＞

送信が行われた後、送信が正しく行われたかどうか

をレポートにして出力します。

※特定条件時（通信エラー、順次同報送信、時刻指

定送信、暗号送信）のみ出力させることができま

す。

＜受信結果レポート＞

受信が行われた後、受信が正しく行われたかどうか

をレポートにして出力します。

※特定条件時（通信エラー、ポーリング受信、暗号

受信、F コード親展受信）のみ出力させることが

できます。

＜タイマー予約レポート＞

時刻指定をして通信予約を行った後にその予約内容

をレポートにして出力します。

＜部門管理レポート＞

部門管理が設定されているときに部門管理の対象と

なる通信について、その通信を部門ごとにレポート

出力します。

＜ NW-FAX 送信レポート＞

プリンタ／スキャナキット（オプション）を装着

し、NW-FAX 送信をした後、送信が正しく行われた

かどうかを E メールに添付して送信します。

※特定条件時（通信エラー、順次同報送信、時刻指

定送信）のみ送信させることができます。
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7 章  各種設定と登録
通信管理レポートを出力するかどうか選択して

ください。出力するときは “ON” キーを、出力し

ないときは “OFF” キーを押してください。

手順 5 の画面で送信結果レポートを出力するか

どうか選択してください。出力するときは “ON”
キーを、出力しないときは “OFF” キーを押して

ください。特定条件時のみ出力するときは “ 特

定条件時のみ出力 ” キーを押してください。

手順 5 の画面で受信結果レポートを出力するか

どうか選択してください。出力するときは “ON”
キーを、出力しないときは “OFF” キーを押して

ください。特定条件時のみ出力するときは “ 特

定条件時のみ出力 ” キーを押してください。

手順 5 の画面でタイマー予約レポートを出力す

るかどうか選択してください。出力するときは

“ON” キーを、出力しないときは “OFF” キーを押

してください。

部門設定を“ON”にすると部門管理レポートを出

力させることができます。出力するときは “ON”
キーを、出力しないときは “OFF” キーを押して

ください。

手順 5 の画面でプリンタ／スキャナキット（オ

プション）を装着しているときは、NW-FAX 送

信レポートを E メールで送信するかどうか選択

してください。送信するときは “ON” キーを、送

信しないときは “OFF” キーを押してください。

特定条件時のみ送信するときは “ 特定条件時の

み出力 ” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。
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7 章  各種設定と登録
掲示板機能を使用すると、同じ原稿をポーリング受信したいとの要求が複数の相手先からあった場合でも、一度メモ

リからのポーリング送信の準備をするだけで、それらの相手先への送信が可能になります。掲示板機能を使用するた

めには、あらかじめ設定を行う必要があります。（P5-7、「ポーリング送信のしかた」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“掲示板 ”を選択

してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

掲示板機能を使用するときは “ 原稿保持 ” キー

を、しないときは “ 原稿消去 ” キーを押してくだ

さい。

※“ 原稿消去 ” を選択するとポーリング送信後、

メモリ内の原稿は消去されます。“ 原稿保持 ”
を選択すると、原稿は消去されずに再び待機

中の状態で保持されます。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

掲示板機能の設定をする（掲示板設定）
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7 章  各種設定と登録
本機の各受信モード（FAX 専用自動受信、FAX/TEL 自動切替受信 FAX/ 留守番電話自動切替受信）が設定されている

ときに、相手先からの呼出しに対して応答するまでの呼出回数をそれぞれ最大 15 回まで設定することができます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“ベル回数 ”を選

択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

ファクス受信用、FAX/TEL 自動切替用、留守番

電話接続用それぞれに“＋”キーまたは“－”キー

を押してベル回数を設定してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

呼び出しベルの回数を設定する（ベル回数設定）
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7 章  各種設定と登録
本機を使用する際に鳴るブザー音、モニタ音、スピーカ音のボリュームは調整することができます。

必要がなければ音を鳴らさなくすることもできます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“音量設定 ”を選

択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

ブザー音量を “ 大 ”、“ 小 ”、“OFF” の中から選択

してください。

モニタ音量を “ 大 ”、“ 中 ”、“ 小 ”、“OFF” の中か

ら選択してください。

スピーカ音量を “ 大 ”、“ 中 ”、“ 小 ”、“OFF” の中

から選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

スピーカの音量を調節する（音量調整）

＜ブザー音量調整＞

エラー発生時になるエラー音、操作パネルのキーを

押したときになるキー音などの音量を調整します。

＜モニタ音量調整＞

オンフックキーを使わずにオフフック状態になった

ときに、内蔵スピーカから聞こえる音量を調整しま

す。

＜スピーカ音量調整＞

“オンフック ”キーを押してオフフック状態になった

ときに、内蔵スピーカから聞こえる音量を調整しま

す。
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7 章  各種設定と登録
原稿を原稿送り装置から読み込むとき、A4R サイズなどの定形サイズとして読み込むか、長尺原稿（給紙される方向

に長い原稿）として読み込むかのどちらかを事前に設定しておくことができます。

※両面原稿を送信するためには、“ 定形原稿 ” を選択しておく必要があります。（P3-1、「両面原稿を送信する（両面送

信）」参照）

※“ 長尺原稿 ” を選択した場合、回転送信は行われません。（P1-14、「原稿を回転して送信する（回転送信機能）」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で“▼”キーを押して、“原稿送り装置読

み込み ” を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

“定形原稿”キーまたは“長尺原稿”キーを押して、

原稿の形態を選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

原稿の読み込み条件を設定する（原稿送り装置読込設定）
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7 章  各種設定と登録
初期モードで選択される送信モードをメモリ送信、ダイレクト送信のうちから選択できます。

ここで “ ダイレクト送信 ” が選択されると、基本画面で “ ダイレクト送信 ” が表示されます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で“▼”キーを押して、“送信モード初期

値 ” を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

“メモリ送信”キーまたは“ダイレクト送信”キー

を押して、送信モードを選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

送信方法の初期値を設定する（送信モードの初期値設定）
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7 章  各種設定と登録
“ 自動受信 ” には 2 つの受信モードがあります。FAX 専用自動受信、FAX/TEL 自動切替受信のどちらかを選択してくだ

さい。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“受信モード ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

“ファクス受信 ”キー、“FAX/TEL自動切替 ”キー

を押して受信モードを選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

受信方法を設定する（受信モード設定）
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7 章  各種設定と登録
受信日時記録は、受信原稿が出力されるときに、各ページの先頭に受信した日時、相手先の情報、ページ数を本機側

で付加し印字する機能です。この機能を使うと、時差がある地域から原稿を受信したときに、こちら側の時間で受信

した日時を見ることができるので非常に便利です。受信日時記録を印字するためには、事前に設定しておく必要があ

ります。

※受信原稿が複数ページに分割出力されるときは、最初の 1 ページのみに受信日時記録が印字され、2 ページ目以降

には印字されません。

※メモリ転送設定時、転送先で出力される受信原稿には受信日時記録は印字されませんが、設定回数リダイヤルが行

われたにもかかわらず、正常に転送されなかった場合、自機で出力される原稿には印字されます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“受信日時記録 ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

受信日時記録を印字するときは “ON” キーを、印

字しないときは “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

受信した日時の記録方法を設定する（受信日時記録設定）
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7 章  各種設定と登録
ファクスモードでは、受信した原稿を印字出力するときや、レポート / リスト類を出力するときの用紙の給紙モード

として、自動給紙、サイズ固定、カセット段固定の 3 つのモードがあります。

給紙モードは、これらの 3 つの中から選択することができます。

※メモリ内に原稿が蓄積（記憶）されている場合、ファクス給紙設定を変更することはできません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で“▼”キーを押して、“ファクス給紙段”
を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

“ 自動選択 ” キー、“ サイズ固定 ” キーまたは “ カ
セット段固定 ” キーを押して、給紙モードを選

択してください。

“ 自動選択 ” を選択したときは手順 8 に進んでく

ださい。

“サイズ固定 ”を選択したときは次の手順に進ん

でください。

“ カセット段固定 ” を選択したときは手順 7 に進

んでください。

固定する用紙のサイズを選択してください。手

順 8 に進んでください。

固定するカセット段を選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

使用する用紙を設定する（ファクス給紙設定）

< 自動給紙モード >
機械が自動で用紙を選択し給紙するモードです。

< サイズ固定モード >

受信サイズを指定し、その指定したサイズの用紙が

セットされているカセットから出力するモードで

す。指定したサイズがセットされていない場合には

代行受信が行われます。

※複数の用紙サイズの設定はできません。

※指定したサイズの用紙が 2ヶ所以上にセットされ

ている場合は、上段にあるカセットから優先して

出力を行います。

< カセット段固定モード >

受信サイズに関係なく指定されたカセットから出力

するモードです。指定したカセットに用紙がセット

されていないときは、代行受信が行われます。

※複数のカセット段の設定はできません。
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7 章  各種設定と登録
ファクスの出力の際に、手差しを使用するかどうか選択できます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ファクス初期設定”キーを押してください。

設定項目で“▼”キーを押して、“手差し給紙”

を選択してください。

“設定値変更”キーを押してください。

手差しを使用するときは“ON”キーを、使用

しないときは“OFF”キーを押してください。

“閉じる”キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

手差しから受信用紙を送る（手差し給紙設定）

1

2222

3333

4444

5555

6666
7-11



7 章  各種設定と登録
2 in 1 受信は、A5 サイズの連続した受信原稿 2 ページを A4 サイズの用紙 1 枚に印字出力させる機能です。

2 in 1 受信を行うためには、事前に設定しておく必要があります。

※「２ ｉｎ １受信設定」と「両面受信設定」を両方 ＯＮ にすると「２ ｉｎ １受信」は機能しません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で“▼”キーを押して、“2 in 1受信”を選

択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

2 in 1 受信を行うときは “ON” キーを行わないと

きは “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

2 枚の原稿を 1 枚にまとめて受信する（2 in 1 受信設定）
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7 章  各種設定と登録
電話回線を 2 回線使用する場合、受信専用のポートを指定することができます。これにより、2 回線とも送信中と

なって受信できないということがなくなります。受信専用のポートを指定するときは以下の手順で行ってください。

※マルチポート（オプション）を装着している場合のみ設定できます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ファクス初期設定”キーを押してください。

設定項目で“▼”キーを押して、“受信専用

ポート”を選択してください。

“ポート 1”キーまたは“ポート 2”キーを押し

てください。受信専用ポートを指定しないとき

は、“OFF”キーを押してください。

“閉じる”キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

電話回線を 2 回線使用する（受信専用ポート設定）
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7 章  各種設定と登録
本機で問題が発生したときにサービス実施店等に連絡をいただくと、弊社サービスセンターのコンピュータから電話

回線を介して機械にアクセスし、その状況や問題点などを確認することができます。

※リモート診断機能を使用するときは、あらかじめサービス実施店と契約の上、決められた個別 ID を本機に登録す

る必要があります。詳しくは弊社サービス実施店またはお買い求めいただいた販売店にお問い合わせください。

（P7-17、「リモート診断のための ID を登録する（個別 ID 登録）」参照）

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“ リモート診断 ”
を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

リモート診断を行うときは“ON”キーを行わない

ときは “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

サービスセンターから通信で機械を診断する（リモート診断設定）
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7 章  各種設定と登録
メッセージ表示、各種レポートの先頭および発信元記録における年、月、日の表示あるいは記録方法を設定します。

“ 漢字 ”、“ アルファベット ”、“ 数字 ” から選択することができます。

【例】“ 漢字 ”：2003 年 07 月 08 日　12 時 00 分

“ アルファベット ”：2003 - JUL - 08  12:00
“ 数字 ”：2003 - 07 - 08  12:00

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファックス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“年月日表示 ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

表示方法を “漢字 ”キー、“アルファベット ”キー

または “ 数字 ” キーを押して選択してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

年月日の表示のしかたを設定する（年月日表示設定）
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7 章  各種設定と登録
この設定は初期値が OFF になっていますので、設定を変更する場合は以下の手順にしたがってください。

※F ネット無鳴動受信に関しては、P1-17、「NTT の F ネットを使用する （F ネット無鳴動受信機能）」を参照してくだ

さい。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “ ▼ ” キーを押して、“F ネット無鳴動

受信 ” を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

F ネット無鳴動受信を行うときは “ON” キー、行

わないときは “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

ファクス通信網を使用して受信する（F ネット無鳴動受信設定）
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7 章  各種設定と登録
本機でリモート診断サービスを受けるときは、サービス実施店から指定された個別 ID を登録する必要があります。

※登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

“ 登録 ” キーを押してください。登録画面に替わ

ります。

“ 個別 ID” キーを押してください。

テンキーで個別 ID（4 桁）を入力してくださ

い。

※修正するときは “ ← ” キーまたは “ → ” キーで

カーソルを移動させてください。

“ 確定 ” キーを押してください。手順 2 に戻りま

す。登録を終了し、初期モードに戻るときはリ

セットキーを押してください。

リモート診断のための ID を登録する（個別 ID 登録）
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7 章  各種設定と登録
自局名登録時やワンタッチダイヤルの相手先名称入力時などに使用する漢字の変換方法を設定するときは以下の手順

で行ってください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“漢字変換 ”を選

択してください。

入力方式として“ローマ字漢字入力”キー、“かな

漢字入力”キーまたは“区点入力”キーを押してく

ださい。

使用する入力文字を押して選択してください。

※句点入力時には選択する必要はありません。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

漢字変換の初期値を設定する（漢字変換設定）

1

2222

3333

4444

5555

6666
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7 章  各種設定と登録
ファクス給紙設定で “ 自動選択 ” が選択されているとき、セットされている用紙サイズより受信原稿サイズの方が大き

い場合、等倍を優先して複数の用紙で受信するか、縮小を優先してできるだけ１枚の用紙で受信するか選択できま

す。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“受信サイズ ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

受信サイズで縮小を優先するときは “縮小優先 ”
キーを、等倍を優先するときは “ 等倍優先 ” キー

を押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

受信サイズを等倍、縮小から選択する（受信サイズ設定）

1

2222

3333

4444

5555

6666
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7 章  各種設定と登録
両面機は機内で用紙を反転させ、用紙の表裏に印字する「両面受信」ができます。

受信した複数ページの原稿の幅が全て同じであるとき、原稿サイズと同幅の用紙に両面で印字出力を行います。

※両面受信するためには両面受信設定で “ON” が設定されている必要があります。

※両面受信設定が “ON” になっているときは、受信モードに関わらず、すべての原稿を一度メモリに蓄積（記憶）し

てから、一括して印字出力を行います。

※「２ ｉｎ １受信設定」と「両面受信設定」を両方 ＯＮ にすると「２ ｉｎ １受信」は機能しません。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“両面受信 ”を選

択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

両面受信を行うときは“ON”キーを行わないとき

は “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

2 枚の受信原稿を両面に記録する（両面受信設定）

1

2222

3333

4444

5555

6666
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8 章 オプション
オプションのハンドセットを取り付けると、電話で会話ができるようになります。

また、手動での送信や受信も行えるようになります。

各部の名称とはたらき

(A) ハンドセット台…ハンドセットをセットしておく

ための台です。

(B) ハンドセット…電話をするときや手動送受信を行

うときに使用します。

(C) 回線種別切替スイッチ…電話回線はダイヤル方法

の種別によりダイヤル（パルス）回線の 10PPS ま

たは 20PPS と、プッシュ（トーン）回線の 3 種類

に分かれます。ご利用になられる電話回線の種別

に合わせて選択してください。

※もし回線種別を誤って選択すると、電話をかけ

たり原稿を送信したりすることができなくなり

ますので注意してください。

(D) ダイヤルボタン…電話をかけるときに相手先の電

話番号を入力するために使用します。

(E) 呼出音量調節スイッチ…“H” 側にすると音量は大き

くなり、“L” 側にすると音量は小さくなります。

“OFF” 側にすると呼出音は鳴りません。

(F)  フックボタン…回線を切るときや、ダイヤルをも

う一度やりなおすときに押してください。

ハンドセット

（A）

（B）
（C）

（E）（D）

（F）
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8 章  オプション
電話のかけかた

電話をかけるときは、以下の手順にしたがって操作を

行ってください。

電話の受けかたは、P.3-18 の「手動で受信する（手動受

信）」を参照してください。

電話をかける前に、送信や受信が行われていな

いことを確認してください。

※送・受信が行われているときは、画面右下で

“ 動作状況 ” が表示されます。

ハンドセットを上げるか、“ オンフック ” キーを

押して反転表示させてください。

※反転表示すると、音声は機械本体側のスピー

カーから聞こえます。

ハンドセットのダイヤルボタンまたは本体操作

パネルのテンキーを使って相手先の番号を入力

してください。

※本体の短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、

宛先帳機能も使用できます。

※チェーンダイヤルも併用できます。

相手先が応答したら会話をしてください。

※手順 2で “オンフック ”が反転表示していると

きは、話し声が本体側のスピーカーから聞こ

えます。ハンドセットを上げると “ オンフッ

ク ” に反転表示が解消し、相手と電話で話が

できるようになります。

会話が終わったら、ハンドセットをハンドセッ

ト台に置いてください。

1

2222

3333

4444

5555
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8 章  オプション
オプションメモリは 8MB でビットマップ展開用メモリ

が増加し、ウルトラファインモードでの送信／受信が

可能になります。また、メモリに蓄積できる受信／送

信原稿のページ数を増やすことができます。

オプションのマルチポートを増設することによって、

電話回線が 2 回線使用できます。これにより、複数の

相手先に送信する順次同報送信などは作業時間を短縮

することができます。さらに送受信が同時に行えるた

め、自機の送信中に相手先から受信できないというこ

とは少なくなります。

オプションメモリ

マルチポート
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9 章 Network FAX 設定

（オプション）
この章ではプリンタ／スキャナキット（オプション）を使用して Network FAX 機能、とくにセットアップ方法および

本体での各種設定方法について説明しています。

設定を行う場合には、接続するコンピュータ（以下 PC と記述します）の環境によって、設定すべき内容に差異があ

りますので、必要な部分をお読みいただき、正しい設定を行ってください。

付属の CD-ROM に納められている使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）とあわせてお読みください。これ

には、Network FAX 機能を使用した送受信のしかたや各種設定方法など PC からの操作方法について説明しています。

使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）について

使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）は PDF（Portable Document Format）形式で付属の CD-ROM に収録され

ています。

使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）には Network FAX 機能を使用するためのアプリケーションの使用方法

が説明されています。主な内容は以下の通りです。

・各種アプリケーションのインストールのしかた

・Network FAX 送信のしかた

・Network FAX 受信のしかた

・アドレス帳の使用のしかた

オンラインマニュアルの開き方

オンラインマニュアルを参照するときは以下の手順で行ってください。

1 . 付属のネットワーク FAX ライブラリの CD-ROM を

PC の CD-ROM ドライブに入れてください。自動で

セットアップ用のメインメニュー画面が表示されま

す。

2. メインメニュー画面で［ドキュメント］をクリック

してオンラインマニュアルを開いてください。

※オンラインマニュアルをご覧になるには Adobe 
Acrobat Reader4.05J 以上がインストールされてい

る必要があります。システムにインストールされ

ていないときは、付属の CD-ROM からインス

トールしてください。
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
Network FAX 機能を使用するには以下のセットアップが必要です。

セットアップする

各種専用ソフトのインストール（同梱 CD-ROM に

収録）

→ 使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）

参照

本体にネットワークケーブル

（100BASE-TX シールド付、10BASE-T シールド付）

を接続します。

→ P9-3 参照

(1) 本体とコンピュータを接続する

(2) 機械本体の操作

本体での基本設定（Network FAX 受信設定、送信

原稿保存設定、ファイル形式設定、Network FAX
の各種登録）を行ってください。→ P9-4 ～ 9-9

(3) コンピュータの操作

セットアップ完了

PC

Hub

【接続例】

PC
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
本体のメインスイッチを OFF（ ）にしてくだ

さい。

注意：ネットワークケーブルを接続する際は、

必ず本機の電源を OFFにしてから接続してくだ

さい。

本体のスキャナインタフェースコネクタにイー

サケーブル 10BASE-T（シールド付）または

100BASE-TX（シールド付）のコネクタを接続

してください。

本機のメインスイッチを ON（｜）にしてくだ

さい。

本体とコンピュータを接続する

1

2222

3333
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
Network FAX 受信設定のしかた

Network FAX 受信を行うときはこの設定を ON にして

ください。また、受信した原稿を本体で出力させるこ

ともできます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“Network FAX受

信 ” を選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

Network FAX 受信を行うときは “ON” キー、行わ

ないときは “OFF” キーを押してください。

“ON” を選択したときは次の手順に、“OFF” を選

択したときは手順 7 に進んでください。

受信した原稿を機械でも出力するときは、自局

出力の “ON” キーを、出力しないときは “OFF”
キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

本体で初期条件を設定する

1

2222

3333

4444

5555

6666

7777
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
送信原稿保存設定のしかた

送信した原稿をサーバー PC（付属の Scanner File Utility
がインストールされた PC）で保存するかどうか設定で

きます。

※マルチポート（オプション）を装着し、部門管理を

行っている際、部門コードのポート設定が自動になっ

ている状態で送信予約を行った場合には、ポート 1 に

設定されたフォルダ番号を使用します。同様に部門管

理を行っていないときに送信予約を行った場合にも

ポート 1 に設定されたフォルダ番号を使用します。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“送信原稿保存 ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

原稿を保存するときは “ON” キーを、保存しない

ときは “OFF” キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

ファイル形式設定のしかた

サーバー PC（付属の Scanner File Utility がインストー

ルされている PC）で保存される送信した原稿、または

受信された原稿のファイル形式を設定します。PDF
ファイルまたは TIFF ファイルのどちらかを設定できま

す。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

初期設定キーを押してください。初期設定画面

が表示されます。

“ ファクス初期設定 ” キーを押してください。

設定項目で “▼ ”キーを押して、“ファイル形式 ”を
選択してください。

“ 設定値変更 ” キーを押してください。

“PDF”キーまたは“TIFF”キーを押してください。

“ 閉じる ” キーを押してください。設定を終了

し、初期モードに戻るときはリセットキーを押

してください。

1

2222

3333

4444

5555

6666

1

2222

3333

4444

5555

6666
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
Network FAX 機能を使用するときは、以下の項目を登録してください。

・ファイル名（送信 / 受信）...Network FAX 機能で送信または受信した原稿を指定したフォルダに保存される初期ファ

イル名を登録します。

・IP アドレス / ホスト名 ...Network FAX 機能で送信または受信した原稿を保存するサーバー PC のアドレス / ホスト名

を登録します。その際、サーバー PC には Scanner File Utility をインストールする必要があります。

・管理者メールアドレス ... エラー発生時の通知先 PC、送受信レポート送信先の PC のメールアドレスを登録します。

またメール送信時にセキュリティを高める SMTP 認証が行えるようにアカウントとパスワードも合わせて登録して

ください。

※これを入力しないときは通信管理レポートや電源断レポートはファクス本体で出力されます。

※ SMTP 認証を行うときは、必要に応じてメールサーバーでアカウントやパスワードの設定を行ってください。

※SMTP 認証を行うときは、スキャナの SMTP 認証機能が有効になっている必要があります。スキャナの使用説明

書を参照してください。

・保存フォルダ番号（送信 / 受信）...Network FAX 機能で送信または受信した原稿を保存するフォルダ番号を登録しま

す。マルチポート（オプション）を装着している場合は２つのポートそれぞれに登録してください。

※保存するフォルダは Scanner File Utility で設定します。オンラインマニュアルを参照してください。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押してください。

“ 登録 ” キーを押してください。登録項目の選択

画面が表示されます。

“Network FAX” キーを押してください。すでに

登録されているときはその内容が表示されま

す。

※ファイル名を登録するときは手順 3 に進んで

ください。

IP アドレス / ホスト名を登録するときは手順

7 に進んでください。

管理者メールアドレスおよびアカウント、パ

スワードを登録するときは手順 10 に進んで

ください。

保存フォルダ番号を登録するときは手順 22
に進んでください。

●ファイル名の登録（出荷時設定：受信 rx、送信 tx）

“ ファイル名 ” キーを押してください。

Network FAX 受信時のファイル名称を登録する

ときは “NW-FAX 受信 ” キーを、送信原稿の保存

ファイル名を登録するときは “ 送信原稿保存 ”
キーを押してください。

※登録方法は Network FAX 受信の場合も送信原

稿の保存の場合も同じです。

ファイル名を入力してください。漢字、全角ひ

らがな、全角カタカナ、半角カタカナ、全角英

数、半角英数で入力できます。（半角最大 13 文

字、全角 6 文字）

※入力のしかたは P2-10、「文字を入力する」を

参照してください。

Network FAX の各種登録をする

1
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3333

4444

5555
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
入力が終了したら“入力終了”キーを押してくだ

さい。

手順 3 に戻ります。

● IP アドレス / ホスト名の登録

“IPアドレス /ホスト名 ”キーを押してください。

半角のアルファベット、数字または記号で IP ア

ドレスまたはホスト名を入力してください。

（最大半角 32 文字）

※入力のしかたは P2-17、「半角英数画面」を参

照してください。入力画面では、“ スペース ”
キー、“変換 ”キーおよび “確定 ”キーは使用で

きません。

入力が終了したら“入力終了”キーを押してくだ

さい。

手順 3 に戻ります。

●管理者メールアドレスの登録

“ 管理者メールアドレス ” キーを押してくださ

い。

“ 管理者メールアドレス ” キーを押してくださ

い。

　

半角のアルファベット、数字または記号で管理

者メールアドレスを入力してください。（最大

半角 64 文字）

※入力のしかたは P2-17、「半角英数画面」を参

照してください。入力画面では、“ スペース ”
キー、“変換 ”キーおよび “確定 ”キーは使用で

きません。

入力が終了したら“入力終了”キーを押してくだ

さい。手順 11 に戻ります。

“ アカウント ” キーを押してください。

6666

7777

8888

9999

10101010

11111111

12121212

13131313

14141414
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
半角のアルファベット、数字、記号または半角

カタカナでアカウントを入力してください。

（最大半角 64 文字）

※入力のしかたは P2-16、「半角自局名称の入力

のしかた」を参照してください。

※半角カタカナを入力するときは、入力文字と

して「半角カタカナ」と「半角英数」が使用

できます。

入力が終了したら“入力終了”キーを押してくだ

さい。手順 11 に戻ります。

“ パスワード ” キーを押してください。

テンキーで管理者番号（4 桁）を入力してくだ

さい。

※管理者番号の工場出荷時設定は “3000”（30 枚

機）、“4000”（40 枚機）、“5000”（50 枚機）で

すが、その他、詳しい内容はコピー編の使用

説明書を参照してください。

※部門管理設定が“ON”になっているときはこの

管理者番号の入力画面は表示されません。

半角のアルファベット、数字、記号または半角

カタカナでパスワードを入力してください。

（最大半角 31 文字）

※入力のしかたは P2-16、「半角自局名称の入力

のしかた」を参照してください。

※半角カタカナを入力するときは、入力方式と

して「半角カタカナ」と「半角英数」が使用

できます。

入力が終了したら“入力終了”キーを押してくだ

さい。手順 11 に戻ります。

“ 閉じる ” キーを押してください。手順 3 に戻り

ます。

●保存フォルダ番号の登録（出荷時設定：受信
001、送信 001）

※マルチポート ( オプション ) を装着して 2 回線使用す

る場合は、2 種類の保存フォルダ番号の登録ができま

す。

“ 保存フォルダ番号 ” キーを押してください。

15151515

16161616

17171717

18181818

19191919

20202020

21212121

22222222
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
NW-FAX 受信の保存番号をテンキーで入力して

ください。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

※“ クリア ”：入力をやり直すときに押してくだ

さい。

“ 中止 ” キー：入力を中止して手順 3 の画面に

戻るときに押してください。

“ 送信原稿保存 ” キーを押して、同様に保存番号

をテンキーで入力してください。

＞マルチポートを装着していない場合

＞マルチポートを装着している場合

※ “ クリア ”：入力をやり直すときに押してくだ

さい。

“ 中止 ” キー：入力を中止して手順 3 の画面に

戻るときに押してください。

※マルチポートを装着している場合は、手順 23
と 24 を参照してポート 2 の設定を行ってく

ださい。

入力が終了したら “ 設定 ” キーを押してくださ

い。

手順 3 に戻ります。

登録を終了し、初期モードに戻るときはリセッ

トキーを押してください。
23232323

24242424

25252525

26262626
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9 章  Network FAX 設定 （オプション）
このリストには、Network FAX 受信の設定、自局出力の設定、保存フォルダ番号など Network FAX 機能に関係する設

定状態が記載されます。

※操作を途中で中止するときは、リセットキーを押し

てください。初期モードに戻ります。

“ レポート出力 ” キーを押してください。レポー

ト出力選択画面が表示されます。

“NW-FAX 設定リスト ” キーを押してください。

出力する場合は “ はい ” キーを押してください。

Network FAX 設定リストの出力が開始されま

す。

Network FAX 設定リストを出力する

1

2222

3333
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10 章 ご参考
形式 ......................................................................  オプション FAX キット

相互通信 ..............................................................  G3
適用回線 ..............................................................  加入電話回線、F ネット

伝送時間 ..............................................................  3 秒未満 (33600bps, JBIG, ITU-T #1 chart)
伝送速度 ..............................................................  33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/

12000/9600/7200/4800/2400bps
符号化方式 ..........................................................  JBIG/MMR/MR/MH
誤り訂正 ..............................................................  ECM
原稿サイズ ..........................................................  最大原稿幅：297mm、最大原稿長さ：1600mm
原稿自動給紙枚数 ..............................................  最大 100 枚

走査線密度 ..........................................................  主走査 × 副走査

ノーマル (8 dot/mm x 3.85 line/mm)
ファイン (8 dot/mm x 7.7 line/mm)
スーパーファイン (8 dot/mm x 15.4 line/mm)
ウルトラファイン (16 dot/mm x 15.4 line/mm)

記録解像度 ..........................................................  600 x 600 dpi
中間調 ..................................................................  128 階調（誤差拡散）

ワンタッチダイヤル ..........................................  最大 600 宛先

同報送信 ..............................................................  最大 300 宛先

ポーリング受信 ..................................................  最大 300 宛先

ビットマップ展開用メモリ容量 ......................  4 MB
画像蓄積用メモリ容量 ......................................  4 MB（ワークメモリ 1MB を含む）

直流抵抗値 ..........................................................  369Ω（※本装置は、電話回線や地域などの条件によっては使用になれ

ない場合があります。）

出力レポート類 ..................................................  通信管理レポート、通信予約確認レポート、ユーザー設定リスト、

ワンタッチダイヤルリスト、宛先帳リスト、プログラムダイヤルリスト、

グループダイヤルリスト、暗号鍵リスト、部門管理レポート

オプション ..........................................................  オプションメモリ（8MB）、ハンドセット、マルチポート、プリンタ／

スキャナキット

※機械の仕様は予告なく変更されることがあります。

仕様
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10 章  ご参考
タッチパネル上の各機能キー（“ 応用 ” キー、“ 登録 ” キー、“ レポート出力 ” キー）や初期設定キーを押したときのメ

ニュー構成は、以下の通りになっています。本機を操作する上での参考にしてください。

メニュー構成一覧

“ 登録 ” キー ダイヤル ワンタッチダイヤル

チェーンダイヤル

グループダイヤル

プログラムダイヤル

自局情報 自局番号

自局名称

自局 ID

日時

BOX Ｆ コード親展 BOX

Ｆ コード中継 BOX

暗号 BOX

パスワードチェック 許可 TEL

許可 ID

ダイヤルイン ファクス番号

TEL 番号

メモリ転送

リモート切替ダイヤル

個別 ID

暗号鍵

Network FAX ファイル名

IP アドレス / ホスト名

管理者メールアドレス

保存フォルダ番号

管理者メールアドレス

アカウント（SMTP 認証）

パスワード（SMTP 認証）

“ 応用 ” キー ポーリング送信

ポーリング受信

F コード親展 BOX 入力

F コード親展 BOX 出力

暗号 BOX 出力

通信予約状況

送信結果表示

受信結果表示
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10 章  ご参考
初期設定キー “ ファクス初期設定 ” キー 回線

発信元記録

レポート出力

パスワードチェック

メモリ転送

掲示板

ベル回数

音量設定

原稿送り装置読み込み

送信モード初期値

受信モード

受信日時記録

ファクス給紙段

手差し給紙

2 in 1 受信

両面受信

受信専用ポート（マルチポート装着時）

Network FAX 受信（プリンタ／スキャナキット装着時）

送信原稿保存（プリンタ／スキャナキット装着時）

ファイル形式（プリンタ／スキャナキット装着時）

ダイヤルイン

リモート診断

年月日表示

漢字変換

F ネット無鳴動受信

受信サイズ

“ レポート出力 ” キー 通信管理レポート

通信予約確認レポート

ユーザー設定リスト

F コード親展 BOX リスト

F コード中継 BOX リスト

暗号 BOX リスト

ワンタッチダイヤルリスト

グループダイヤルリスト

プログラムダイヤルリスト

宛先帳リスト

暗号鍵リスト

NW-FAX 設定リスト（プリンタ／スキャナキット装着時）

部門管理レポート（部門管理設定時のみ）
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10 章  ご参考
本機で設定可能な項目の工場出荷時の設定は下表の通りです。

※ 1：マルチポート（オプション）装着時、2 回線分設定可

出荷値設定一覧表

項　　目 設　　定　　範　　囲 出荷時設定値

回線※ 1 プッシュ回線、ダイヤル回線 10PPS、ダイヤル回線 20PPS プッシュ回線

通信管理レポート出力 ON、OFF ON

部門管理レポート出力 ON、OFF ON

送信結果レポート出力 ON、OFF、特定条件時のみ出力 特定条件時のみ

出力

受信結果レポート出力 ON、OFF、特定条件時のみ出力 OFF

タイマー予約レポート出

力

ON、OFF ON

NW-FAX 送信レポート ON、OFF、特定条件時のみ出力 特定条件時のみ

出力

発信元記録 原稿外側、原稿内側、印字なし 原稿外側

パスワードチェック送信 ON、OFF OFF

パスワードチェック受信 ON、OFF OFF

メモリ転送 ON、OFF OFF

掲示板 原稿保持、原稿消去 原稿保持

ベル回数

( ファクス受信用 )
1 ～ 15 回 2 回

ベル回数

( 留守番電話接続用 )
1 ～ 15 回 15 回

ベル回数

(FAX/TEL 自動切替用 )
0 ～ 15 回 0 回

ブザー音量 OFF、小、大 小

モニタ音量 OFF、小、中、大 中

スピーカ音量 OFF、小、中、大 小

原稿送り装置読み込み 定形原稿、長尺原稿 定形原稿

送信モード初期値 メモリ送信、ダイレクト送信　 メモリ送信

受信モード ファクス受信、FAX/TEL 自動切替 ファクス受信

受信日時記録 ON、OFF OFF

ファクス給紙段 自動選択、サイズ固定、カセット段固定 自動選択
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10 章  ご参考
※ 2：マルチポート（オプション）装着時のみ設定可

※ 3：プリンタ／スキャナキット（オプション）装着時のみ設定可

項　　目 設　　定　　範　　囲 出荷時設定値

2 in 1 受信 ON、OFF OFF

両面受信 ON、OFF OFF

受信専用ポート※ 2 OFF、ポート 1、ポート 2 OFF

Network-FAX 受信※ 3 OFF、ON（自局出力 ON）、ON（自局出力 OFF） OFF

送信原稿保存※ 3 ON、OFF OFF

ファイル形式※ 3 PDF、TIFF PDF

ダイヤルイン ON、OFF OFF

リモート診断 ON、OFF OFF

年月日表示 漢字、アルファベット、数字 漢字

漢字変換 入力方式：ローマ字漢字入力、かな漢字入力、区点入力 ローマ字漢字

入力文字：全角ひらがな、全角カタカナ、半角カタカナ、

全角英数、半角英数

全角ひらがな

F ネット無鳴動受信 ON、OFF OFF

手差し給紙 ON、OFF OFF

リモート切替ダイヤル 任意の 2 桁の数字 (00 ～ 99) 55

個別 ID 任意の 4 桁の数字 (0000 ～ 9999) 0000

受信サイズ 縮小優先、等倍優先 等倍優先
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10 章  ご参考
受信した原稿のサイズと、同サイズ同方向の用紙がカセットにセットされていない場合、本機が印字出力の際に自動

で選択する用紙の優先順位は以下の通りです。

受信サイズと出力用紙優先順位表

�
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10 章  ご参考
区点コード表
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10 章  ご参考
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10 章  ご参考
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10 章  ご参考
� � �

� � �

� � � � � � � � �

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � �

�

� � � � � � � � �

�

� � � � � � � � �

�

10-10



10 章  ご参考
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10 章  ご参考
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10 章  ご参考
通信エラーが発生すると、送信／受信結果レポートや通信管理レポートには、以下のようなエラーコードが記録され

ます。以下の内容を確認してください。

※ V34 で送った場合エラーコードの “U” は “E” になります。

エラーコード一覧表

エラーコード 原因及び処置方法

Busy 設定されている回数の自動リダイヤルが行われたにもかかわらず、相手先と回線がつなが
りません。もう一度送信または受信の操作をやりなおしてください。

Stop 送信中にストップ / クリアキーが押されたため、送信が中断されました。
受信中にストップ / クリアキーが押されたため、受信が中断されました。
マルチ通信中（ポーリング受信など）に中断操作を行ったため、それ以降の相手先へのダ
イヤルが行われませんでした。

U00300 送信中に相手機側（受信側）で記録紙切れが発生しました。相手先を確認してください。

U00420 - 
U00462

相手先からの受信の際に、回線はつながったが相手機側（送信側）と通信機能に不一致が
あったため、受信が中断されました。

U00600 - 
U00690

自機の不具合により、通信が中断されました。もう一度送信または受信しなおしてくださ
い。

U00700 相手機側の不具合により、通信が中断されました。相手先を確認してください。

U00800
U00810

正しく送信できなかったページがあります。もう一度送信しなおしてください。

U00900
U00910

正しく受信できなかったページがあります。もう一度受信しなおしてください。

U01000 - 
U01092

送信中に通信エラーが発生しました。もう一度送信しなおしてください。

U01100 - 
U01199

受信中に通信エラーが発生しました。もう一度受信しなおしてください。

U01400 時刻指定をして通信を予約した際に、相手先の番号をワンタッチダイヤルなどの自機に登
録されている番号を使って入力していたが、指定した時刻が来て、機械がダイヤルを開始
した時点で、その番号が自機に登録されていないため、該当する相手先との通信ができま
せんでした。自機を確認してください。
回線設定でプッシュ回線を選択していたときに登録された＃を含むダイヤルをダイヤルパ
ルス回線に変更した状態で使用したため、該当する相手先との通信ができませんでした。

U01500 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。もう一度送信を行ってみてください。
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10 章  ご参考
U01600 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。相手先の送信速度を下げてもらって
もう一度送信してもらってください。

U01700
U01720

高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。もう一度送信を行ってみてください。

U01721 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。相手先に使用した送信速度が無いか
もしれません。ワンタッチダイヤルで送信を行うときは送信開始速度を中速か低速に下げ
て再送信してください。

U01800 - 
U01820

高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。相手先の送信速度を下げてもらって
もう一度送信してもらってください。

U01821 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。本機に使用した送信速度が無いかも
しれません。相手先の送信速度を下げてもらってもう一度送信してもらってください。

U02200 F コード中継指示送信を中継機で受信したが最終相手先が F コード中継ボックスに指定さ
れていないため送信できません。F コード中継ボックスを確認し、もう一度送信開始機に
送信を行ってもらってください。

U02400 F コード中継指示送信を中継機で受信したが送信先で入力されたパスワードと F コード中
継ボックスの F コードパスワードが一致しないため通信エラーになりました。F コード中
継ボックスを確認し、もう一度送信開始機に送信を行ってもらってください。

U03000 ポーリング受信機能を使って原稿を受信しようとしたが、相手先の機械に原稿がセットさ
れていなかったため、受信できませんでした。相手先を確認してください。

U03200 相手機が自社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F コード親展
ボックスから原稿を受信しようとしたが、指定した F コード親展ボックスには何も入って
いなかった。相手先を確認してください。

U03300 次の (1) と (2) のどちらかが原因でエラーとなりました。相手先を確認してください。

(1) 相手機が自社機である場合に、ポーリング受信機能を使って相手先から原稿を受信し

ようとしたが、相手機側でパスワード通信が設定されており、必要なパスワードが不

一致であったため、通信が中断された。

(2) 相手機が自社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F コード親

展ボックスから原稿を受信しようとしたが、相手機側でパスワード通信が設定されて

おり、必要なパスワードが不一致であったため、通信が中断された。

U03400 ポーリング受信で相手先から原稿を受信しようとしたが、相手先で入力されたパスワード
と受信側の自局 ID が一致しなかったため、受信が中断されました。相手側を確認してくだ
さい。

U03500 相手機が自社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F コード親展
ボックスから原稿を受信しようとしたが、指定した F コード親展ボックスが相手機に登録
されていませんでした。相手先を確認してください。

エラーコード 原因及び処置方法
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U03600 相手機が自社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F コード親展
ボックスから原稿を受信しようとしたが、指定した F コードパスワードが一致しなかった
ため、受信が中断されました。相手先を確認してください。

U03700 F コード掲示板受信機能を使って相手先から原稿を受信しようとしたが、相手機に F コー
ド掲示板送信機能がないか、どの原稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）にも原稿
が入っていなかった。

U04000 相手機が自社機である場合に、F コード親展送信機能を使って相手先の F コード親展ボッ
クスに原稿を送信しようとしたが、指定した F コード親展ボックスが相手機に登録されて
いなかった。

U04100 相手先の原稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）に原稿を送信しようとしたが、相
手機には F コード親展受信機能がなかった。

U04200 暗号送信を行ったが、指定した相手先の親展ボックスが暗号通信用でないか、あるいは暗
号ボックスが登録されていないため、送信が中断されました。

U04300 暗号送信を行ったが、相手先の機械には暗号通信機能がなかったため、送信が中断されま
した。

U04400 暗号送信を行ったが、暗号鍵が不一致であったため、送信が中断されました。

U04401 暗号送信を行ったが、暗号鍵が未登録であったため、相手先へのダイヤルが行われません
でした。

U04500 暗号受信を行ったが、暗号鍵が不一致であったため、受信が中断されました。

U05100 送信を行ったが、自機にパスワード送信の設定がされており、そのために必要なパスワー
ドが不一致であったため、送信が中断されました。相手先を確認してください。

U05200 相手先から原稿が送信されてきたが、自機にパスワード受信の設定がされており、そのた
めに必要なパスワードが不一致であったため、受信が中断されました。

U05300 送信を行ったが、相手先側でパスワード受信が設定されており、そのために必要なパス
ワードが不一致であったため、相手先側から受信を拒否されました。相手先を確認してく
ださい。

U09000 相手側機と通信形態が異なる（相手側機は G2 機）ため、通信できませんでした。

U12000 F コード中継指示送信を中継機で受信したが、F コード中継ボックスのメモリがいっぱいに
なりました。メモリに空きを確保してからもう一度送信開始機に送信を行ってもらってく
ださい。

エラーコード 原因及び処置方法
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U14000 F コード親展ボックスへの受信が行われたが、自機のメモリオーバーにより受信が中断さ
れました。メモリ内に蓄積（記憶）されている原稿を出力しメモリをあけるか、F コード
親展受信をとり止めてください。

U14100 相手機が自社機である場合に、相手先 F コードボックスへの送信を行ったが、相手機のメ
モリオーバーにより送信が中断されました。相手先を確認してください。

U19000 代行受信が行われたが、自機のメモリオーバーにより受信が中断されました。メモリ内に
蓄積（記憶）されている原稿を出力しメモリを空けてから、もう一度受信しなおしてくだ
さい。

U19100 相手先への送信を行ったが、相手先の機械のメモリオーバーにより送信が中断されました。
相手先を確認してください。

U19200 メモリ送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。もう一度この送信に関す
る操作をやりなおしてください。

U19300 送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。もう一度この送信に関する操作
をやりなおしてください。

U19400 受信中にデータに異常が発生し、受信が中断されました。もう一度この受信に関する操作
をやりなおしてください。

エラーコード 原因及び処置方法
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